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節
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※
既
刊
部
は
註
解
と
も
に
、
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
第
三
十
四
巻
、
人
文
科
学
、
一
五

　
　
五
頁
－
ニ
○
一
頁
所
収
（
一
九
八
六
年
二
月
刊
）
。
’

※
※
本
論
の
骨
子
は
既
に
Ｔ
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
　
｝
○
月
一
日
刊
の
日
本
独
文
学
会

　
　
編
「
ド
イ
ッ
文
学
」
第
七
三
号
に
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｅ
Ｒ

。
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
”

　
　
i
n
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
　
。
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
”
　
（
八
三
頁
－
九
一
頁
所
収
）
と
し
て
公
刊

　
　
さ
れ
て
い
る
。

六
七
・

高
　
　
橋
　
　
克
　
　
己

　
　
　
　
人
文
学
部
独
文
研
究
室

　
　
　
　
本
論
要
旨

　
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
詩
人
と
の
親
睦
に
は
、
銀
行
家
ゴ
・
ン
タ
ル
ト
と
詩
人
と
の
間

に
生
じ
た
様
な
現
実
に
有
り
が
ち
な
市
民
と
芸
術
家
と
の
軋
棒
を
乗
り
越
え
、
心
の
深
い
所
で

「
思
索
家
と
実
務
家
と
が
然
か
る
べ
く
一
体
化
」
し
て
い
る
稀
有
な
出
会
い
が
見
ら
れ
、
こ
の

現
実
で
の
１
　
称
か
か
外
か
を
歴
史
上
で
の
礎
と
し
て
詩
歌
象
徴
「
思
慮
深
い
家
長
」
で
は
心
の

内
と
外
か
ら
異
質
な
魂
同
志
が
遅
遁
す
る
。

　
一
元
化
さ
れ
得
ぬ
こ
の
多
様
の
一
者
は
思
想
詩
の
本
質
契
機
と
し
て
、
西
欧
近
世
市
民
社
会

形
成
原
理
た
る
専
制
な
ら
ぬ
共
和
精
神
へ
と
繋
が
る
。
本
論
で
は
更
に
こ
れ
を
一
七
九
七
年
に

創
設
さ
れ
た
・
フ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
絨
毯
毛
織
物
商
会
の
経
営
形
態
に
も
確
め
、
「
思
慮
深
い
家
長
」

を
経
済
面
か
ら
も
基
礎
づ
け
る
。
史
料
は
一
八
三
二
年
の
工
場
目
録
で
、
こ
の
統
計
の
分
析
か

ら
商
会
が
在
来
の
問
屋
制
を
軸
と
し
た
工
場
制
手
工
業
で
、
し
か
も
専
制
画
一
化
し
た
集
合
形

態
な
ら
ぬ
分
散
形
態
で
あ
っ
た
事
実
が
確
認
さ
れ
得
る
。

　
共
和
制
と
専
制
と
の
明
暗
を
更
に
、
内
陸
部
の
新
興
企
業
家
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
旧
来
の
ハ
ン

ザ
都
市
貴
族
と
の
利
害
関
係
と
見
る
と
、
内
地
ド
イ
ツ
独
自
の
工
業
発
展
と
関
税
同
盟
成
立
が

注
目
さ
れ
る
。
即
ち
同
盟
成
立
以
前
に
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
の
比
重
は
大
き
く
、
こ
の
経
済

上
の
偏
向
が
国
内
産
業
発
展
の
停
滞
と
内
陸
部
の
農
業
優
位
に
附
合
し
、
技
術
後
進
国
ド
イ
ツ

は
先
進
国
の
言
わ
ば
植
民
地
に
甘
ん
じ
、
農
産
物
輸
出
と
織
物
工
業
製
品
輸
入
に
終
始
し
て
い

た
。
故
に
内
地
工
業
発
展
と
ハ
ン
ザ
都
市
貴
族
没
落
は
経
済
上
表
裏
を
な
し
、
実
際
一
八
九
七

年
百
年
目
に
商
会
は
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
兄
弟
株
式
会
社
へ
と
躍
進
し
産
業
革
命
の
進
展
を
具
現
し

た
の
で
あ
Ｉ
る
。
と
こ
ろ
が
最
後
に
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
と
共
に
不
運
が
訪
れ
る
。
即
ち
こ
の
会
社
の

経
営
者
イ
ス
ラ
エ
ル
ー
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
が
国
家
社
会
主
義
の
時
代
に
は
民
族
に
敵
す
る
国
賊
と

し
て
弾
劾
さ
れ
、
第
三
帝
国
に
財
産
没
収
（
一
九
四
二
年
）
さ
れ
て
し
ま
う
。
か
く
し
て
「
思

慮
深
い
家
長
」
の
共
和
精
神
の
土
壌
に
生
い
育
っ
た
商
会
は
、
全
体
主
義
の
専
制
の
手
先
で
あ
っ

た
秘
密
国
家
警
察
に
よ
り
腰
間
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。



六
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
｛
｝
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

〔
四
〕
　
思
慮
深
い
家
長

剛
　
緒
　
　
言

　
ド
イ
ツ
精
神
史
に
と
り
何
か
フ
ー
７
　
ン
ク
フ
ル
ト
と
ホ
ム
ブ
ル
ク
で
な
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ

’
を
早
會
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
や
イ
ェ
ー
ナ
の
睨
鄙
。
で
見
て
は
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
見
え
な
い

　
か
ら
で
あ
る
グ
ｃ
こ
西
限
ド
イ
ヱ

　
’
が
全
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
い
…
・
。
・
ヨ
。
‘
’
『
　
ド

　
　
’
　
（
ペ
ゲ
ラ
ー
「
タ
イ
７
　
精
神
史
に
お
け
る
登
頂
前
夜
ホ
ム
ブ
ル
ク
」
序
言
）

　
更
に
私
は
こ
の
脈
絡
で
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
瀬
ム
ブ
ル
ク
」
に
続
き
・
。
－
「
シ
ュ
ト
ゥ

ッ
ト
ガ
ル
ト
」
を
も
付
加
し
た
い
。
例
え
ば
本
論
に
関
す
る
「
思
索
家
と
実
務
家
」

（
口
（
７
）
）
あ
る
い
は
市
民
と
芸
術
家
の
問
題
に
し
て
も
、
ゲ
ー
テ
の
「
タ
ッ

ソ
ー
」
（
一
七
八
九
年
）
や
マ
ン
の
「
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
」
（
一
九
〇
一
年
）
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
宮
廷
人
や
都
市
貴
族
の
倫
理
観
に
は
ま
ず
浮
上
し
て
来
な
い
、
異
質

な
魂
同
志
の
稀
有
な
出
有
い
が
、
正
に
当
時
で
は
現
実
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に

お
い
て
成
立
し
得
た
事
実
が
あ
り
、
こ
の
史
実
の
裏
付
け
を
も
踏
ま
え
て
始
め
て
実

存
の
根
を
張
り
、
シ
ラ
ー
や
ゲ
ー
テ
に
は
望
み
得
な
い
思
想
詩
の
豊
か
な
調
べ
が
響

き
出
す
の
で
あ
る
。

　
此
所
で
は
俗
説
に
云
う
、
市
民
社
会
形
成
へ
の
参
与
に
失
敗
し
挫
折
し
た
と
言
う

が
如
き
夢
想
家
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
姿
は
掻
き
消
さ
れ
る
。
実
に
思
想
詩
「
パ
ン
と
。
ぶ

ど
う
酒
」
こ
そ
は
、
既
成
の
封
建
道
徳
と
辻
棲
が
合
う
よ
う
な
体
制
教
会
の
説
教
を

思
索
と
熟
慮
の
深
み
か
ら
見
限
り
破
邪
す
る
の
み
な
ら
ず
、
単
な
る
夢
想
家
の
瞑
想

へ
と
自
己
閉
塞
し
得
ぬ
生
々
し
い
当
時
革
命
期
の
現
実
を
映
す
心
の
鏡
で
も
あ
り
、

本
論
で
は
こ
れ
を
産
業
革
命
の
進
展
と
睨
み
合
わ
せ
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
の

で
あ
る
。

　
既
に
私
は
本
論
の
扱
う
思
想
詩
第
四
句
の
詩
歌
象
徴
「
思
慮
深
い
家
長
（
ｅ
ｉ
ｎ

ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
）
」
に
関
し
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
折
の
問
題
は
、
和

訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
の
訳
語
「

の
提
示
し
た
訳
語
「
思
慮
深
い
家

抜
か
り
の
な
い
商
人
」
（
手
塚
富
雄
訳
）
と
、
私

長
」
と
の
比
較
検
討
で
あ
っ
た
。
問
題
点
は
既
に

此
所
に
二
つ
あ
り
、
第
一
は
形
容
詞
の
解
釈
で
・
、
「
思
慮
深
い
」
と
「
抜
か
り
の
な

い
」
と
の
対
比
、
第
二
討
主
語
名
詞
の
訳
語
で
あ
る
「
家
長
」
と
「
商
人
」
に
関
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
際
、
第
一
の
問
題
点
で
あ
る
形
容
詞
の
訳
語
犯
関
し
て
は
’
、
既
に
明
確
な
解

『
答
が
与
え
ら
れ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
ま
ず
Ｃ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
》
の
語
義
に
関
し
’
て
言
え

ご
ヽ
諸
家
の
鄙
語
八
Ｓ
晋
Ｌ
ｙ
Ａ
ｌ
ｌ
ｌ
彭
、
Ｃ
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ
i
ｖ
駆
の
か
な
ら

ず
、
「
Λ
さ
か
し
い
▽
な
ど
と
の
悪
い
ひ
び
差
は
な
い
」
（
南
原
実
註
）
い
と
す
る
解

　
　
　
　
４
Ｓ
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
Ｊ

も
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
該
の
形
容
詞
は
素
直
に
読
ん
で
否
定
的
よ
り
は
、
び

し
ろ
肯
定
的
な
意
味
に
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
敢
て
「
抜
か
り
。
の

な
い
」
と
読
む
に
は
、
或
る
了
解
が
先
行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
引
き
続
く
第
五
句

で
、
「
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
｛
だ
ｏ
ｒ
｝
～
？
乱
§
～
｝
＾
匈
回
゛
（
ら
）

と
歌
い
継
が
れ
る
脈
絡
を
、
例
え
ば
ヴ
ァ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
よ
う
に
（
市
場
で
の
営

業
が
儲
か
っ
＾
込
か
ら
で
あ
乱

　
　

９
）
と
考
え
ヽ
当
該
の
第
四
句
に
澗
取
階
級
ブ
ル
ジ
゜
ワ

（
ｂ
ｏ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｏ
ｉ
ｓ
）
を
読
み
取
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
孤
高
の
詩
人
と
緯
名
さ
れ
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
は
、
「
収
支
得
失
を
慮
る

（
｛
｝
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
）
」
（
第
四
句
）
と
云
う
筋
が
一
見
疎
遠
な
詩
歌

象
徴
と
映
る
の
も
止
む
を
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
心
し
て
思
想
詩
冒
頭
を
読

み
進
ん
で
み
る
と
、
実
は
一
見
疎
遠
な
こ
の
よ
う
な
現
実
が
、
見
事
に
格
調
高
い
詩

歌
の
響
き
に
乗
り
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
読
者
は
驚
く
の
で
あ
る
。
何
故
に
驚

く
か
と
言
え
ば
、
俗
人
な
ら
ぬ
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
あ
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
崇
高

美
へ
と
眼
差
を
向
け
て
逸
ら
す
こ
と
な
き
稀
有
な
魂
が
、
然
り
気
な
い
有
り
来
た
り

の
日
常
性
を
温
か
く
見
守
り
つ
つ
静
か
に
歌
う
か
ら
で
あ
る
。



　
　
静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

　
　
　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

　
　
満
ち
足
り
て
家
路
へ
と
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
て
歩
み
ゆ
く
人
、
々
。

　
　
　
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

五
　
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
沌
力
く
、

　
　
　
し
て
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
第
一
句
１
第
六
句
）

此
所
で
は
現
実
の
生
に
お
い
て
遠
く
隔
っ
た
も
の
、
全
く
異
な
る
方
向
へ
と
自
己
実

現
す
る
魂
同
志
が
出
会
っ
て
い
る
。
故
に
「
収
支
得
失
（
（
ｊ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
）
Ｊ

（
第
四
句
）
と
言
っ
て
も
、
「
金
銭
の
も
う
け
だ
け
で
な
く
、
今
日
の
一
日
は
自
分

に
何
を
も
た
ら
し
た
か
、
自
分
は
こ
の
一
日
に
何
を
学
び
、
ど
う
い
う
失
敗
を
し
た

か
、
と
い
う
こ
と
」
（
南
原
実
註
）
を
も
含
む
、
人
間
の
内
外
に
亙
る
心
の
揺
れ
で

あ
勺
魂
の
律
動
な
の
で
あ
る
か
ら
、
「
抜
か
り
の
な
い
」
と
云
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

「
思
慮
深
い
」
と
当
該
の
形
容
詞
は
解
さ
れ
る
の
が
自
然
な
の
で
あ
る
。

　
他
の
「
家
長
」
か
「
商
人
」
か
と
云
う
問
題
に
関
し
て
は
、
本
論
の
引
き
続
く
論

述
で
明
ら
か
と
な
る
「
思
慮
深
い
家
長
」
た
る
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
を
念
頭
に
置
く

な
ら
ば
、
両
者
と
も
に
語
義
の
上
か
ら
は
間
違
い
と
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
既

に
別
論
（
註
（
３
）
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
に
文
脈
に
即
し
て
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
を
第
四
句
か
ら
第
五
句
に
か
け
て
読
み
進
ん
で
み
る
と
、

五四

　
　
　
　
　
　
　
：
：
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ

Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｎ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
;
　
：
…

読
点
（
欧
語
で
は
’
）
が
第
四
句
末
に
な
く
、
第
五
句
頭
へ
と
休
止
を
置
か
ず
流
れ
ゆ

く
律
動
の
中
に
お
い
て
、
頭
韻
〔
Ｈ
〕
’
を
な
し
て
《
コ
呂
刄
：
…
　
　
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
＞
と
呼

応
す
る
響
き
が
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
こ
、
の
響
き
合
い
か
ら
、
第
五
句
に
云
う
「
家

｛
｝
｛
Ｑ
Ｓ
｝
」
と
協
和
し
て
、
第
四
句
末
は
「
家
長
｛
｝
｛
呂
～
｝
」
と
読
み
得
る
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

六
九

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）

五四

思
慮
深
い
家
長
は

悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
　
…
…

口
　
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル

　
以
上
の
よ
う
に
文
脈
上
で
既
に
積
極
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
る
「
思
慮
深
い
家
長
」

（
第
四
句
）
を
念
頭
に
置
い
て
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
成
立
背
景
を
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
伝
記
に
探
っ
て
み
る
と
、
当
時
の
現
実
か
ら
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ

ェ
ル
（
一
七
六
九
年
―
一
八
四
五
年
）
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
興
味
深
い

こ
と
に
実
は
思
想
詩
成
立
に
先
立
つ
一
八
〇
〇
年
夏
六
月
か
ら
、
収
獲
の
秋
を
経
て

翌
一
八
〇
一
年
一
月
に
至
る
約
半
年
間
、
詩
人
は
こ
の
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
も
と
、

す
な
わ
ち
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
居
を
構
え
て

お
り
、
実
際
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
　
ｕ
m

ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;
）
」
　
（
田
（
1
　
1
）
）
と
歌
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
「
都
市
」
。
が

他
な
ら
ぬ
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
思
想
詩
を
読
み
進
ん
で
み
る
と
、
第
一
句
後
半
で
は
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に

燈
火
が
と
も
り
（
ｓ
ｔ
i
l
l
　
　
w
i
ｒ
ｄ
　
　
ｄ
ｉ
ｅ

ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡
）
」
と
、
引
き
続
く

第
二
句
で
は
「
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
（
幾
台
も
の
）
馬
車
が
（
大
路
を
）

疾
駆
し
過
ぎ
去
る
（
に
乱
｡
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｉ
ｋ
ｔ
｡
　
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ

ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.
）
Ｊ
と
歌
わ
れ
る
。
ま
ず
此
所
で
の
「
街
路
（
（
）
ａ
Ｓ
）
」
（
第
一
句
）
と
大

路
（
叩
～
９
）
」
と
に
関
し
て
具
体
化
し
て
み
よ
う
。
第
二
句
で
「
幾
合
も
の
馬

車
が
大
路
を
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
恐
ら

く
第
三
句
に
云
ケ
「
家
路
へ
と
歩
み
ゆ
く
人
々
（
…
　
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
Ｉ
：
：
２
Ｕ

ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
）
!
は
「
街
路
」
を
通
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
際
に
‘

「
大
路
」
と
し
て
当
時
の
領
邦
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
目
抜
き
通
り
、
す
な

わ
ち
今
日
の
「
ケ
ー
ニ
ヒ
大
路
（
Ｋ
ｏ
ｎ
ｉ
ｇ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｂ
ｅ
）
」
を
考
え
る
と
、
こ
の
大
路



七
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
〔
〕
’
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

　
を
宮
廷
オ
ペ
ラ
劇
場
（
欧
文
註
㈲
（
1
2
）
掲
載
市
街
図
1
5
）
を
目
指
し
、
つ
ま
り
今

　
日
の
中
央
駅
方
面
（
北
東
方
向
、
掲
載
図
で
は
右
方
向
）
へ
と
向
け
、
華
麗
な
出
で

　
立
ち
で
「
松
明
に
飾
ら
れ
騒
然
と
幾
台
も
の
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
七
読
め
る
。

　
　
他
方
「
家
路
へ
と
歩
み
ゆ
く
人
々
」
は
、
そ
の
「
ケ
ー
ニ
ヒ
大
路
」
’
か
ら
は
入
り
こ
ん

　
だ
何
処
か
の
「
街
路
」
を
通
り
、
「
悠
然
恚
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ

　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
」
’
（
第
五
句
）
た
め
に
帰
宅
す
る
。
こ
の
家
路
へ
と
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み

　
ゆ
く
市
民
と
グ
前
述
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
劇
場
（
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ｎ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
す
な
わ
ち
「
歓
楽
の
館

　
（
ｙ
Ｓ
ｉ
ｇ
）
」
で
の
遊
興
へ
と
自
家
用
馬
車
で
赴
く
門
閥
と
の
折
句
成
す
接
点
、
具
　
レ

｛
体
化
す
る
と
「
ケ
レ
‥
ニ
ヒ
’
大
路
」
と
、
「
ホ
ス
ピ
タ
ー
ル
紅
会
（
ｚ
ｏ
蚕
Ｅ
Ｆ
・
ｒ
）
」

　
南
西
側
（
㈲
（
1
2
）
掲
載
図
1
3

‘の
左
横
）
へ
と
伸
び
る
「
学
院
通
り
（
（
）
ヾ
ヨ
ー
ー
≒

．
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
“
り
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
“
－
　
　
・
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
１

　
ｓ
i
ｕ
m
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｂ
ｅ
）
Ｊ
と
が
出
会
う
付
近
に
、
当
該
の
「
思
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）

　
の
商
館
つ
ま
り
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
邸
が
建
っ
て
い
た
の
で
お
り
、
詩
人
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
　
ド

　
は
こ
の
豪
商
の
館
に
「
室
を
構
え
て
世
話
に
な
っ
て
い
た
模
様
で
め
る
。

　
　
恐
ら
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
で
も
読
み
な
が
ら
、
心
の
深
い
淵
で
の
魂
の
歌
声
へ

　
と
傾
聴
す
る
詩
人
に
は
、
「
静
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
く
（
教
会
の
）
晩
鐘
の
音

　
Ｃ
Ｓ
ｔ
i
l
l
　
i
n
　
d
a
m
m
ｒ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ｕ
ｆ
ｔ
　
ｅ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｌ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
｡
）
」
（
第
十
一
句
）

　
と
か
「
ま
た
時
を
刻
み
数
を
告
げ
る
夜
警
の
声
（
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
乱
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ

　
ｒ
ｕ
ｆ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｗ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｚ
ａ
ｈ
Ｄ
Ｊ
（
第
十
二
句
）
の
み
な
ら
ず
、
「
更
に
噴
泉

　
が
（
ｕ
乱
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
）
　
？
３
々
と
湧
き
、
し
て
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
辺
り
、
芳

　
香
に
匂
う
花
壇
を
ｆ
『
じ
て
い
る
（
I
m
m
e
ｒ
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
ｆ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
ａ
ｎ

　
　
　
　
ゆ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
ｒ
ｙ
！

　
ｄ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｅ
乙
」
（
第
九
句
－
第
十
句
）
と
歌
わ
れ
る
無
言
の
自
然
の
脈
動
も
明

　
ら
か
に
聞
こ
え
た
と
想
像
さ
(
o
)
。
故
に
他
方
「
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
（
第
二

　
句
）
の
は
、
必
然
と
し
て
「
騒
然
」
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
か
く
内
省
す
る
魂
が
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
は
、
包
容
力
豊
か
な
「
思
慮
深

　
い
家
長
」
た
る
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
も
と
に
安
ら
ぎ
を
得
て
憩
い
、
「
思
慮
深
い
家

　
長
は
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
」
（
第
四
句
－
第
五
句
）
と
高
ら
か
に
歌

　
い
上
げ
、
敢
て
市
民
生
活
の
日
常
を
温
か
く
見
守
る
。
此
所
で
ぱ
通
常
相
互
に
遠
く
隔

た
っ
て
い
る
者
同
志
が
、
「
調
和
あ
る
対
立
（
Ｈ
ａ
ｒ
m
o
n
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｚ
ｔ
）

Ｊ

を
織
り
成
し
て
遅
遁
し
て
い
る
。
一
方
は
実
生
活
の
上
で
経
済
活
動
に
励
み
自
ら
の

経
営
の
手
腕
を
発
揮
せ
ん
と
「
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
」
で
あ
り
、
他
方

は
内
省
す
る
魂
の
奥
底
か
ら
「
祖
国
（
ド
イ
ツ
）
の
詩
歌
の
崇
高
で
純
粋
な
歓
呼

こ
ａ
ｙ
Ｏ
ｇ
ロ
乱
『
の
ｉ
の
叩
ｏ
″
｝
Ｏ
ｒ
ロ
ｇ
ｇ
『
ｉ
乱
ｒ
ｌ
零
Ｑ
ｌ
ｉ
９
）
」
を
歌

い
上
げ
ん
と
古
典
詩
文
味
読
に
余
念
な
き
思
索
家
で
あ
る
。
こ
の
心
の
内
と
外
と
の

両
極
が
、
と
か
く
日
常
の
現
実
に
有
り
が
ち
な
「
芸
術
家
と
市
民
」
．
と
の
相
克
を
乗

り
越
え
、
異
貧
な
魂
同
志
の
稀
有
な
出
会
．
い
と
じ
て
成
就
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
－
　
一
－
　
ー
　
ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
ー
　
　
　
　
’
ｊ
ｆ
　
　
｀
　
　
’
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
ー
″

　
・
も
し
現
実
に
こ
の
稀
有
な
親
睦
が
無
か
っ
た
・
込
し
た
な
ら
ば
．
当
然
「
パ
ン
．
と
ぶ

古
デ
酒
』
冒
頭
の
「
思
慮
深
い
家
長
」
は
瞑
想
家
の
空
想
に
過
ぎ
な
い
観
念
の
所
産

と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
事
実
は
虚
構
・
（
Ｐ
ｇ
ｇ
品
）
’
を
も
．
凌
ぐ
真
迫
力
を
以
て
詩

安
ら
ぎ
（
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
）
　
…
…
　
安
ら
う
（
～
ぼ
）
」
（
第
一
句
と
第
三
句
と
第

六
句
）
と
響
き
渡
る
こ
と
と
な
る
。

　
実
際
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
家
で
の
住
み
心
地
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
大
変
良
か
っ
た
よ

う
で
、
こ
の
こ
と
は
更
に
詩
歌
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
君
に
（
Ａ
ｎ
　
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
）
Ｊ
が
十

二
分
に
物
語
っ
て
い
る
。
実
は
こ
の
詩
歌
は
、
親
友
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ー
ラ
ン
ダ
ウ

ェ
ル
の
三
十
一
歳
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
、
西
歴
一
八
〇
〇
年
十
二
月
十
一
日
を
祝
し



ｊ
て
創
作
さ
れ
、
同
月
の
聖
夜
（
Ｗ
ｅ
ｉ
ｈ
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
）
　
　
ｂ
!
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
家
に
集
っ
た
客

人
の
皆
が
知
る
旋
律
で
以
て
歌
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
第
五
句
以
下
に
注

目
し
て
み
よ
う
。

　
　
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
君
、
君
の
よ
う
に
、
わ
が
家
に
平
和
（
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
と
慈
み
（
Ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
'
）

　
　
と
充
Ｄ
ｙ

^ 　
（
Ｆ
v
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
）
と
Ｉ
そ
し
て
安
ら
ぎ
（
Ｒ
ｕ
ｈ
）
・
を
見
い
出
す
人
は
｀
、
至
福
（
ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
）
　
｡

　
　
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
君
に
」
第
五
句
－
第
六
句
）
。

　
此
所
で
も
先
程
の
書
簡
（
註
（
３
）
）
に
確
か
め
た
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の

　
基
調
（
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
…
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
.
：
＼
･
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
…
ａ
ぼ
）
が
、
「
平
和

（
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
と
「
安
ら
ぎ
（
Ｒ
ｕ
ｈ
）
」
と
云
う
表
現
と
美
し
く
呼
応
し
合
っ
て

　
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
、
の
よ
う
に
詩
人
の
魂
の
奥
底
か
ら
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
に
向
か
い
諧
調
な
す
歌

　
声
が
奏
で
ら
れ
る
に
は
、
当
然
「
思
索
家
と
実
務
家
と
が
然
か
る
べ
く
一
体
化
し
て

　
い
る
（
Ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｓ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡
　
w
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
｡
　
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｔ
）
Ｊ

　
と
云
え
る
現
実
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
。
て
い
る
。
実
は
こ
の
「
思
索
家

　
と
実
務
家
」
と
の
諧
調
を
詩
人
自
身
が
心
か
ら
願
っ
た
の
は
、
行
政
の
実
務
に
携
っ

　
て
い
た
異
父
弟
カ
ー
ル
ー
ゴ
。
ク
（
一
七
七
六
年
－
一
’
八
四
九
年
）
に
対
し
て
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
父
ヨ
ハ
ン
・

動
的
精
神
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ

語
り
か
け
る
。

【
一
七
四
八
年
－
】
七
七
九
年
）
譲
り
の
「
活

に
向
か
い
兄
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
次
の
よ
う
に

お
ま
え
は
哲
学
（
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
）
を
学
ば
な
べ
て
は
い
け
な
い
。
た
と
え
一
台
の
油
燈

と
油
を
買
う
だ
け
に
必
要
な
お
金
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
ま
た
真
夜
中
か
ら
鶏

の
嗚
く
頃
ま
で
し
か
時
間
が
無
く
と
も
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
ん
な
折
で
も
兄
さ
ん
が
繰
り

返
し
言
っ
て
い
る
こ
と
で
、
お
ま
え
の
考
え
で
も
あ
る
の
だ
。
…
…
…
　
も
し
将
来
お
ま

え
に
、
思
索
家
と
実
務
家
と
が
然
か
る
べ
く
Ｉ
・
体
化
し
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
兄
さ
ん
は
全
体
ど
ん
な
に
嬉
し
い
と
と
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
六
年
十
月
十
三
日
付
弟
宛
書
簡
）
。

七
一
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
瀬
）

本
論
。
の
叙
述
す
る
詩
人
と
商
人
と
の
親
睦
に
お
い
て
こ
そ
、
正
に
と
の
心
の
内
と
外

と
に
大
き
く
拡
が
る
現
存
の
豊
か
な
可
能
性
が
育
く
ま
れ
て
い
る
と
看
倣
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
思
索
家
と
実
務
家
」
と
の
実
り
あ
る
相
互
対
話
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ッ

と
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
二
人
に
の
み
限
ら
れ
た
孤
立
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
更
把
行

政
の
実
務
に
携
る
公
務
員
の
中
に
も
、
詩
人
の
学
殖
に
敬
意
を
払
い
、
敢
て
「
哲
学

の
講
義
」
を
依
頼
す
る
人
も
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
幸
運
に
も
既
に
官
庁
に
勤
め
る
若
い
人
か
ら
、
然
か
る
べ
く
願
っ
て
も
な
い
申
し
出
が
あ

　
　
り
、
そ
の
人
は
私
に
哲
学
の
講
義
（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
i
n
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｐ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
）
を
し
て
欲
し

　
　
い
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
し
て
毎
月
一
カ
ロ
リ
ン
が
支
払
わ
れ
ま
酒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
〇
〇
年
六
月
末
か
ら
七
月
初
め
母
宛
書
簡
）

こ
れ
は
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
邸
に
転
居
し
て
間
も
な
い
頃
で
あ
る
が
、
当
時
三
十
才
の
詩

人
に
は
更
に
後
日
、
歳
上
の
公
務
員
か
ら
も
「
講
義
の
申
し
込
み
」
が
二
件
あ
っ
た
。

　
　
ま
た
も
や
一
件
新
た
な
講
義
（
Ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
已
の
申
し
込
み
を
、
ラ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
知

　
　
り
合
い
ま
し
た
登
記
史
ダ
ッ
チ
ャ
ー
氏
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
〇
〇
年
七
月
二
十
日
頃
母
宛
書
簡
）

こ
の
母
宛
書
簡
で
は
此
所
に
云
う
ラ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
会
議
（
一
七
九
八
年
十
一
月
）

に
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
会
議
員
代
表
と
し
て
出
席
し
た
ヤ
コ
プ
ー
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー

グ
ッ
チ
。
ヤ
ー
（
一
七
六
〇
年
―
一
八
三
四
年
）
と
と
も
に
、
一
八
〇
〇
年
十
一
月
末

ま
で
詩
人
と
同
じ
く
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
邸
に
居
を
構
え
世
話
に
な
っ
て
い
た
教
会
長
老

会
の
記
帳
係
ヨ
ハ
ン
ー
ゲ
オ
ル
ク
ー
フ
リ
ッ
シ
ュ
（
一
七
六
三
年
－
一
八
三
六
年
）

も
、
詩
人
か
ら
講
義
を
受
け
て
い
る
公
務
員
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
上

の
結
果
か
ら
、



七
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
【
】
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
私
は
目
下
三
人
か
ら
講
義
の
申
し
出
を
受
け
、
ど
れ
も
皆
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
〇
〇
年
七
月
母
宛
書
簡
）

と
詩
人
は
語
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
実
務
家
た
ち
の
教
養
の
巾
が
伺
え
る
、
こ
の
よ
う
な
「
講
義
の
申
し
出
」

を
、
実
は
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
が
色
々
と
斡
旋
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
’

収
入
を
増
す
よ
う
に
と
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
む
・

ラ
ン
ダ
ウ
ユ
ル
は
私
か
（
当
地
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
）
留
ま
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で

い
る
ら
し
く
、
‘
私
が
な
お
二
件
か
三
件
ほ
ど
は
申
し
出
を
受
け
、
月
に
約
三
ル
イ
ド
ー
ル

（
一
八
〇
〇
年
十
月
上
旬
妹
宛
書
簡
）

「
由
－
慮
深
い
家
長
」
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
０
　
‘
「
慮
る
収
支
得
失
」
（
第
四
句
）
に
は
、
単

に
自
ら
。
の
商
会
経
営
に
纒
わ
る
営
業
の
み
な
収
ず
、
『
’
更
に
広
く
こ
の
よ
う
に
詩
人
ヘ
ー

ル
ダ
ー
リ
ン
を
心
か
ら
敬
し
、
こ
の
才
気
溢
れ
世
渡
り
の
下
手
な
親
友
の
生
計
を
も

苦
慮
せ
ん
と
す
る
巾
の
広
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
前
掲
の
母
宛
書
簡
（
一
八
〇
〇
年
七
月
）
で
詩
人
は
、
「
久
し
く
見
失

な
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」
「
註
（
３
）
）
が
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の

下
で
再
び
見
い
出
さ
れ
た
と
告
白
し
て
い
た
。
こ
の
脈
絡
を
伝
記
の
上
で
考
え
て
み

る
と
、
’
実
は
詩
人
の
所
謂
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
＝
ズ
ゼ
ッ
テ
体
験
が
此
所
で
浮
上
し

て
来
る
。
つ
ま
り
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
（
一
七
九
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｌ
ｌ
　
％
４
　
１
（
1
2
）

筆
力
に
よ
り
言
わ
ば
永
遠
な
る
女
性
へ
と
昇
華
さ
れ
た
と
云
え
る
、

で
、
詩
人
の

こ
の
デ
ィ
オ

テ
ィ
ー
マ
体
験
に
お
い
て
恐
ら
く
始
め
て
、
詩
人
は
正
真
正
銘
の
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ

（
Ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
　
I
を
獲
る
こ
と
が
出
来
た
模
様
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
ズ
ゼ
ッ
テ
ー
ゴ
ン
タ
ル
ト
婦
人
（
一
七
六
九
年
－
一
八
〇
二
年
）
の
子
弟
の
家

庭
教
師
時
代
（
一
七
九
六
年
一
月
か
ら
一
七
九
八
年
九
月
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
初
期

の
充
実
し
た
姿
を
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
詩
作
上
の
友
ノ
イ
フ
″
－
に
向
か
い
心
か
ら

喜
び
に
満
ち
て
報
告
し
て
い
る
。

僕
は
こ
の
上
な
く
元
気
だ
。
屈
託
な
く
暮
ら
し
て
い
る
。
き
っ
と
至
福
な
る
神
々
（
ｄ
ｉ
ｅ

ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
も
こ
ん
な
生
活
だ
ろ
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
六
年
三
月
付
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡
）

こ
の
文
字
通
り
「
至
福
」
な
充
ち
足
り
た
時
期
に
見
ら
れ
た
程
の
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」

が
、
幸
運
に
も
詩
人
の
伝
記
で
は
再
び
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
も
と
で
獲
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
○
‘
』
　
　
　
　
　
　
・
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
（
Ｍ
）

　
「
乏
し
奇
時
代
の
詩
人
’
（
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
ｉ
ｎ
　
　
ｄ
ｉ
ｉ
ｒ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
　
Ｚ
ｅ
ｉ
巳
）

＾
地
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
（
第
七
節
、
Ｔ
二
二
句
）
’
に
お
。
い
て
自
覚
し
、
時
代
０
　
夜
を
歩
む
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ッ
に
と
り
、
’
か
く
。
し
て
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
（
Ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
」

の
稀
有
な
時
節
は
人
生
で
二
度
訪
れ
た
こ
と
に
Ｉ
な
る
。
し
か
も
こ
『
の
親
密
な
る
者
た

ち
と
の
遅
遁
を
機
に
、
‘
詩
人
の
実
作
「
ヒ
ュ
ペ
ー
ー
リ
オ
ン
。
」
・
と
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

が
実
り
豊
か
な
詩
想
展
開
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
『
’
。
伝
記
上
と
か
く
取
り
挙
げ
ら
れ
る
。

の
は
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
＝
ズ
ゼ
ッ
テ
体
験
で
あ
り
、
確
か
に
外
見
の
華
や
か
さ

に
お
い
て
恋
愛
体
験
を
凌
ぐ
も
の
は
無
か
ろ
う
。
蓋
し
「
思
慮
深
い
家
長
」
ラ
ン
ダ

ウ
ェ
ル
と
の
交
誼
は
、
も
し
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
が
詩
想
の
豊
か
さ
と
深
み
に
お

い
て
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
を
凌
駕
し
、
。
前
者
の
キ
リ
ス
ト
像
が
後
者
の
永
遠
な
る

女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
像
以
上
に
濃
淡
細
や
か
な
詩
歌
象
徴
と
し
て
現
象
し
て
い
る

点
を
留
意
す
る
な
ら
ば
、
恋
愛
体
験
に
も
負
け
ず
劣
ら
ぬ
現
存
の
両
極
の
出
会
い
で
あ

る
当
該
の
「
思
索
家
と
実
務
家
（
｛
｝
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｓ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
）
」
（
註
（
５
）
）

と
が
織
り
成
す
「
調
和
あ
る
対
立
（
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｚ
ｔ
）
Ｊ
（
註
（
１
）
）

が
重
視
さ
れ
て
然
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
6
）

　
殊
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
に
お
い
て
は
、
「
母
な
る
大
地
（
Ｍ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
Ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
）
Ｊ

と
共
に
、
「
パ
ン
屹
な
ど
う
酒
」
第
四
節
に
云
う
「
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル

（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
）
Ｊ
（
第
六
五
句
）
が
重
き
を
成
し
て
、
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア

の
母
な
る
懐
へ
と
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
が
「
偉
大
な
る
運
命

（
ｄ
ａ
ｓ
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
）
Ｊ
　
（
第
六
二
句
）
と
し
て
空
無
の
彼
方
よ
り
「
普
遍
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

幸
に
満
ち
て
、
雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
（
ア
イ
テ
ー
ル
）
か
ら
眼
界
を
過
り

突
入
し
て
来
る
」
（
第
六
三
句
―
第
六
四
句
）
。
か
く
し
て
「
永
遠
な
る
女
性

（
Ｄ
ａ
ｓ
　
　
Ｅ
w
i
g
-
Ｗ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
３
χ

幽
玄
な
る
悲
劇
の

万乗

（
註
（
1
2
）
）
な
す
浪
漫
情
緒
は
玉
砕
し
、
こ
の

の
淵
か
ら
「
祖
国
（
ド
イ
ツ
）
の
詩
歌
の
崇
高
で
純
粋

な
歓
呼
（
ｄ
ａ
ｓ
　
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ

ｕ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｈ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
）
Ｊ

（
註
（
２
）
）
が
「
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
！
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
!
）
!
（
註
（
1
7
）
）

と
産
声
を
あ
げ
る
。
こ
の
「
至
福
」
な
る
「
父
」
と
同
様
に
、
「
思
慮
深
い
家
長
」

ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
詩
人
に
と
り
全
く
別
世
界
の
存
在
で
あ
る
。
反
し
て
女
性
デ
ィ
オ

テ
ィ
ー
マ
像
こ
そ
正
に
詩
人
の
心
に
適
う
別
か
ち
難
き
同
居
人
に
他
な
ら
な
い
。

　
な
る
ほ
ど
全
く
別
世
界
の
存
在
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
否
む
し
ろ
正
に
全
然
無

縁
だ
か
ら
こ
そ
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
は
敢
て
「
父
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
）
」
（
第
二
一

七
句
）
の
懐
か
ら
「
神
自
身
も
ま
た
人
の
姿
を
取
り
林
冶
し
た
（
ｅ
ｒ
　
ｋ
ａ
ｍ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ

ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｎ
ａ
ｈ
ｍ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
a
l
ｔ
　
ａ
ｎ
）
」
（
第
一
〇
七
句
）
と
歌
わ

れ
る
・
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
を
物
語
る
「
聖
書
≒
に
依
れ
ば
ヽ
’
父
」
’
た
る
’
神

自
身
」
こ
そ
天
地
万
有
の
「
思
慮
深
い
家
長
」
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
「
家

長
」
の
「

w
i
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ

潔
」
は
人
知
の
外
に
あ
り
な
が
ら
も
「
隠
れ
て
働
き
（
く
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
-

づ
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
丁
度
そ
の
よ
う
に
詩
人
の
よ
う
な
内
面

的
存
在
と
は
一
見
無
縁
な
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
が
、
実
は
「
思
慮
深
い
家
長
」
と
し

て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
庇
護
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
で
詩
人
自
身
が
語
る
所
に
よ
る
と
、
「
何
事

に
も
ま
し
て
僕
た
ち
は
、
あ
の
偉
大
な
る
言
葉
。
「
私
は
人
間
な
の
だ
。
人
間
に
関
す

る
も
の
で
私
に
無
縁
な
も
の
は
何
一
つ
無
い
と
私
は
思
う
（
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
　
ｓ
ｕ
m
｡
　
　
n
i
h
i
l

n
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
　
ａ
　
m
e
　
ａ
ｌ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
m
　
ｉ
）
５
ｏ
）
ご
を
、
全
き
愛
と
全
き
真
剣
さ
で
受
け
取
ろ
亀

と
一
応
表
明
す
る
こ
と
は
出
来
た
と
七
て
も
、
実
状
は
難
く
現
に
一
七
九
八
年
十
一

月
十
二
日
付
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡
で
は
本
音
を
吐
き
、
「
僕
は
実
生
活
に
お
け
る
凡

俗
を
余
り
に
厭
い
す
ぎ
る
（

i
m
　
w
ｉ
ｒ
ｋ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ

七
三

i
ｃ
ｈ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
w
ｏ
ｈ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

　
ｓ
ｅ
ｈ
ｒ
.
）
」
と
告
白
し
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
な
が

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
｝
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
　
　
ｉ
％
　
χ
　
　
つ
み
び
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
χ
１
４
　
１

ら
、
「
聖
書
」
の
父
な
る
神
自
身
が
罪
人
ゆ
え
に
こ
そ
世
に
隠
れ
て
働
き
（
註
（
2
2
）
）

か
け
る
正
に
そ
の
様
に
、
「
思
慮
深
い
家
長
」
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
、
稀
有
の
詩
才
が

凡
俗
な
ら
ぬ
故
に
こ
そ
、
そ
の
非
凡
な
親
友
を
俗
の
側
か
ら
寛
く
包
容
で
き
た
の
で

あ
る
。君

は
全
ぐ
の
四
面
楚
歌
だ
（
｛
｝
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｒ
m
　
i
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
　
n
i
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
　
ｚ
ｕ
　
ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
.
）
”

だ
が
僕
は
諸
手
を
拡
げ
て
君
を
待
つ
（
｛
｝
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｒ
w
ａ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｔ
　
m
i
ｔ
　
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ニ
フ
ン
ダ
ウ
゛
皿
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
〇
一
年
八
月
二
十
二
日
付
詩
人
宛
書
簡
）

恐
ら
く
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
に
お
け
る
日
常
性
は
、
も
し
豪
商
ラ

ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
の
出
会
い
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
あ
れ
程
に
心
を
こ
め
て
歌
わ
れ
は

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
否
そ
も
そ
も
日
常
の
俗
界
な
ど
が
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
と
結
び
つ
き
得
た
こ
と
さ
え
、
両
友
の
交
誼
な
し
に
は
考
え
難
い
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
当
時
の
資
産
家
が
概
し
て
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
如
く
寛
大
で
あ
っ
た

か
と
云
う
と
、
事
実
は
恐
ら
く
逆
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
詩
人
の
伝
記

に
限
定
し
て
み
て
も
、
正
反
対
の
人
物
像
を
探
す
の
は
容
易
で
あ
る
。
実
は
先
程
デ
ィ

オ
テ
ィ
ー
マ
体
験
の
折
に
触
れ
た
ズ
ゼ
ッ
テ
ー
ゴ
ン
タ
ル
ト
婦
人
の
配
偶
者
ヤ
コ
プ
ー

ゴ
ン
タ
ル
ト
（
一
七
六
四
年
－
一
八
四
三
年
）
が
、
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と

好
対
称
を
な
す
、
「
仕
事
第
一
　
（
ｒ
ａ
ミ
｀
氾
’
ａ
Ｓ
自
”
ｏ
５
）
を
旨
と
し
た
生

粋
の
実
務
家
（
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｓ
ｍ
ａ
ｎ
己
）
で
あ
っ
た
。

銀
行
罵
コ
ン
タ
ル
ト
と
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
ほ
ど
大
き
く
食
い
違
う
人
物
像
は
ま
ず
考
え
難
い
。

当
然
な
が
ら
前
者
は
冷
徹
な
現
世
主
義
者
｛
ｒ
ｇ
｝
Ｑ
『
だ
Ｑ
』
’
日
呂
ゐ
て
あ
っ
た
が
、
後
者
は

実
務
上
の
人
生
の
課
題
と
或
る
高
次
な
美
意
識
と
を
結
び
あ
わ
せ
る
心
術
を
心
得
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ホ
イ
シ
ェ
レ
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
交
友
圏
」
）



七
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
（
一
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

こ
う
書
く
と
如
何
に
も
銀
行
家
ゴ
ン
タ
ル
ト
が
異
常
な
精
神
の
持
ち
主
で
あ
る
か
の

様
な
印
象
を
与
え
る
が
、
実
際
に
は
例
え
ば
ゲ
ー
テ
作
の
長
篇
小
説
「
ヴ
ィ
ー
ル
ヘ
ル

ム
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
」
（
一
七
九
六
年
）
に
登
場
す
る
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
余

り
異
な
る
こ
と
な
き
当
時
の
平
均
的
実
業
家
の
一
人
と
し
て
ゴ
ン
タ
ル
ト
を
も
考
え

併
せ
る
の
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　
当
の
長
篇
小
説
に
お
い
て
「
真
の
商
魂
（
（
■
r
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ

ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
　
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
-

ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
と
の
関
連
で
、
ヴ
゛
エ
ル
ナ
ー
は
’
「
複
式
薄
記
」
を
「
人
間
精
神
の
最

も
す
ば
ら
し
‘
い
発
明
の
÷
つ
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
^
　
Ｅ
ｒ
f
i
乱
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ

．
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
と
褒
め
一
号
宍
更
に
別
の
箇
所
で
「
わ
が
愉
快
な

　
信
条
＾
日
し
Ｆ
ｒ
Ｅ
９
？
９
呂
ｇ
ｌ
ｇ
ｒ
～
ｇ
と
一
『
一
』
を
次
の
■
･
H
S
'
Ｏ
に
告
白
す
る
・

実
務
を
整
え
、
金
を
儲
け
、
家
族
の
者
と
楽
祀
く
や
り
、
・
世
間
の
こ
と
で
緞
に
立
た
な
い

事
に
は
何
Ｔ
つ
関
心
を
払
わ
な
い
こ
と
な
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
‘

こ
の
現
実
主
義
者
の
発
言
を
、
実
在
の
銀
行
家
ゴ
ン
タ
ル
ト
自
身
の
信
条
告
白
と
看
倣
し

て
も
、
恐
ら
く
大
過
な
い
と
考
え
ら
れ
得
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
世
聞
知
に
長
け
経
済
活
動
に
励
む
通
例
の
実
務
家
の
人
生
観
に
、
抑
々

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
よ
う
に
深
く
物
思
い
に
耽
り
静
か
に
思
索
を
め
ぐ
ら
す
詩
人
の
内
観

が
働
き
か
け
な
い
事
は
世
に
珍
ら
し
く
な
い
。
む
し
ろ
稀
な
場
合
に
「
思
索
家
と
実
務

家
」
と
の
両
者
が
実
り
豊
か
な
対
話
を
始
め
る
。
例
え
ば
シ
ラ
ー
と
そ
の
親
友
ケ
ル
ナ
ー

（
一
七
五
一
年
Ｉ
一
八
三
一
年
）
の
場
合
も
特
筆
す
べ
き
例
で
あ
っ
た
。
但
し
ケ
ル
ナ
ー

は
法
律
関
係
の
実
務
家
、
つ
ま
り
前
述
の
ダ
ッ
チ
ャ
ー
や
フ
リ
ッ
シ
ュ
（
註
（
９
）
）

の
よ
う
な
言
わ
ば
公
務
員
あ
る
い
は
官
僚
で
あ
っ
た
。
考
え
て
み
る
に
、
こ
れ
ら
法
律

関
係
の
実
務
家
は
職
務
上
す
で
に
公
益
を
代
弁
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民
間
で
経
済
活

動
に
励
み
「
収
支
得
失
を
慮
る
」
商
人
や
銀
行
家
と
は
趣
を
異
に
し
、
敢
て
「
祖
国

（
ド
イ
ツ
）
の
詩
歌
の
崇
高
で
純
粋
な
歓
呼
」
（
註
（
２
）
）
に
耳
目
を
そ
ば
だ
て
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
他
方
民
間
の
実
業
家
は
、
も
し
銀
行
家
ゴ
ン
タ
ル
ト
の
よ
う
に

実
益
上
の
「
収
支
得
失
」
に
余
念
が
無
け
れ
ば
、
当
然
「
詩
歌
の
歓
呼
」
の
よ
う
に

「
役
に
立
た
な
い
事
に
は
何
一
つ
関
心
を
払
わ
な
い
」
（
註
（
2
9
）
）
の
が
普
通
で

あ
る
。
‘
と
こ
ろ
が
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
異
例
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
稀

有
な
「
思
慮
深
い
家
長
」
が
常
に
「
諸
手
を
拡
げ
て
待
つ
」
（
註
（
2
5
）
）
「
寛
ぎ
と

安
ら
ぎ
（

Ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
」
（
註
（
３
）
）
の
場
が
紛
う
こ
と
な

き
日
常
の
現
実
と
し
て
開
か
れ
て
い
た
れ
ば
こ
そ
、
敢
て
と
の
日
常
性
を
窓
と
し
て

西
欧
意
識
の
淵
を
彩
る
魂
の
歌
声
が
次
第
に
心
を
開
き
、
あ
た
か
も
生
育
す
る
自
然

の
如
く
充
実
し
た
思
索
の
力
を
展
開
す
る
こ
・
と
が
出
来
た
と
思
。
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
閣
　
ラ
。
ツ
’
グ
ウ
ェ
ル
眩
毯
毛
織
物
商
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
前
述
し
た
実
務
家
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
。
が
思
索
家
。
ヘ
ル
ダ
ｊ
ｌ
ン
を
庇
護
で
き
た
脈
絡

は
、
異
質
な
魂
が
相
互
の
違
い
を
認
め
つ
つ
も
歩
み
寄
り
対
話
し
得
た
現
実
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
わ
ば
調
和
あ
る
対
立
（
口
（
１
）
）
の
契
機
は
思
想
詩

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
い
て
、
別
に
例
え
ば
「
昼
と
夜
」
と
か
「
古
典
ギ
リ
シ

ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
」
と
云
う
よ
う
に
一
見
し
た
と
こ
ろ
水
と
油
の
如
き
矛
盾
対

立
が
、
何
ら
か
の
相
互
対
話
を
目
指
す
経
緯
へ
と
繋
が
る
。
蓋
し
こ
の
脈
絡
は
あ
く
ま

で
相
互
対
話
で
あ
り
、
所
詮
「
対
立
」
は
解
消
さ
れ
ず
統
一
さ
れ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
正
に
「
対
立
」
が
形
造
る
明
暗
が
「
調
和
」
を
仮
象
と
し
て
樹
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
「
思
索
家
と
実
務
家
」
（
閣
（
５
）
）
の
よ
う
に
、
日
常
意
識
に
お
い
て

は
「
対
立
」
し
て
い
る
も
の
が
、
稀
有
な
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
よ
り
「
調
和
」
を
目

指
し
て
い
る
の
が
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
基
本
性
格
と
考
え
ら
れ
る
。

故
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
昼
と
・
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
夜
と
か
、
或
い
は
内
面
の
精
神
界

と
外
界
の
現
実
と
か
が
、
濃
淡
細
や
か
な
明
暗
を
織
り
成
し
、
こ
の
思
想
詩
の
中
で
は

減
張
あ
る
平
衡
を
獲
て
お
り
、
此
所
で
は
決
し
て
或
る
唯
一
の
原
理
が
全
体
を
丸
く
収

め
大
団
円
を
な
す
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
中
央
集
権
な
ら
ぬ
共
和
精
神
を
体
現
し
、

敢
て
専
制
を
厭
う
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
は
、
幾
重
に
も
微
妙
な
心
の
裴
を
織



口
成
し
つ
つ
、
複
雑
な
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
の
淵
に
深
ま
り
沈
み
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
専
制
を
厭
う
共
和
精
神
を
表
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
具
体
的
な
詩
節
を
思

想
詩
の
中
に
探
す
と
、
そ
れ
は
第
三
節
の
第
四
四
句
以
下
に
見
い
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
　
永
遠
に
存
続
す
る
規
矩
（
Ｍ
ａ
ａ
ｓ
）
、

四
五
　
万
人
に
普
遍
で
、
し
か
も
各
人
各
様
（
の
規
矩
）
が
定
め
ら
れ
、

　
　
　
　
何
処
に
往
き
来
し
よ
う
と
も
自
由
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
四
句
ト
第
四
六
句
）

こ
の
「
規
矩
」
は
場
合
に
よ
り
、
ル
ソ
ー
著
「
社
会
契
約
論
」
（
一
七
六
二
年
）
に

云
う
「
普
遍
意
志
の
至
高
の
指
導
（
l
a
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
　
d
i
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
　
ｖ
ｏ
ｌ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ

ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｅ
）
Ｊ
と
か
、
カ
ン
ト
著
「
人
倫
の
形
而
上
学
」
（
一
七
九
七
年
）
に
云

う
「
万
人
の
心
を
合
わ
せ
て
一
致
し
た
意
志
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ

ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｇ
ｔ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
）
」
と
か
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
」
第
十
三

講
（
一
八
〇
八
年
）
に
云
う
「
精
神
界
の
彼
め
最
高
法
則
（
ｊ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ｅ

Ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｌ
ｔ
）
Ｊ
な
ど
に
遡
求
で
き
得
る
西
欧
近
世
市
民
社
会
形

成
原
理
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
に
か
く
こ
の
脈
絡
は
「
最
高
の
共
同
が
最
高
の
自
由

で
あ
る
　
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ｅ
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
　
　
　
i
ｓ
ｔ
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ｅ
　

．

Ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
　
Ｊ

（
ペ
ー
ゲ
ル
ビ
と
要
約
で
き
得
る
と
思
わ

た
挺

．

　
こ
の
観
点
を
物
語
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
の
言
葉
と
し
て
は
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
ぅ
酒
」
．
第
八
四
句
の
「
一
に
し
て
＜
Ｗ
　
　
　
（
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｕ
乱
A
l
l
e
ｓ
）
Ｊ
と
か
ヽ
哲
学
長

篇
小
説
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
部
・
（
一
七
九
七
年
）
に
云
う
（
ヘ
ー
ラ
ク
レ
イ
ト

ス
の
多
様
の
一
者
７
゛
献
゛
発
ｌ
゛
一
Ｓ
゛
１

尚
）

＾
第
三
〇
書
簡
）
と
か
、
或
い
は
一
七

九
九
年
七
月
三
日
付
ノ
イ

ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
　
i
ｓ
ｔ
）

1｡9フ

ア
ー
宛
書
簡
に
あ
る
「
各
個
が
固
有
の
全
体
（
ｊ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ

な
ど
が
考
え
・
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
一
七
九
八
年
十
二

月
二
十
四
日
付
シ
ン
ク
レ
ー
ア
宛
書
簡
の
次
の
一
節
が
引
用
す
る
に
適
切
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
ま
た
そ
れ
故
に
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
各
個
が
全
体
と
親
密
に
結
び
つ

き
、
こ
の
各
個
と
全
体
と
の
両
者
が
唯
一
の
生
き
た
全
体
を
形
造
る
。
だ
が
こ
の
全
体
は

七
。
五
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）

徹
底
し
て
個
別
化
さ
れ
、
こ
の
個
別
の
全
く
独
立
し
た
諸
部
分
か
ら
成
り
立
ち
、
し
か
も

こ
の
誇
部
分
は
正
に
か
く
親
密
に
価
噺
ま
で
も
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
句
・

こ
れ
を
シ
ラ
ー
の
戯
曲
「
群
盗
」
第
二
版
（
一
七
八
二
年
）
巻
頭
の
扉
絵
下
の
言
葉

で
示
せ
ば
「
暴
君
打
倒
（
i
n
　
Ｔ
ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｓ
）
Ｊ
と
政
治
色
濃
く
表
現
で
き
よ
う
し
、

ま
た
一
七
九
三
年
二
月
二
十
三
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
て
の
所
謂
シ
ラ
ー
の
「
カ
リ
ア
ー

ス
書
簡
」
に
よ
れ
ば
「
美
（
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｎ
）

　
　

1
2
)と

一
言
で
以
て
こ
れ
を
蔽
う
こ
と
が
可
能
で

あ
ろ
う
。

　
以
上
の
如
く
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
な
ど
に
表
明
さ
れ
た
「
調
和
あ
る
対
立
」

な
す
共
和
精
神
を
鑑
み
て
、
今
度
は
詩
人
の
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
商
会
経
営
を
考
え
併

せ
て
み
よ
う
と
思
う
。
果
し
て
こ
の
経
営
形
態
が
共
和
精
神
に
適
う
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
或
い
は
そ
れ
を
裏
切
る
専
制
形
態
で
あ
っ
た
の
か
が
此
所
で
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
分
町
の
た
め
の
資
料
と
し
て
は
、
一
八
二
〇
年
に
始
め
て
設
立
さ
れ
た
「
統
計
・

地
誌
局
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
i
ｓ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
-
Ｔ
０
ｐ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｂ
ｕ
ｒ
ｅ
ａ
ｕ

）
Ｊ
が
一
八
三
二
年
に
刊
行

し
た
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
年
鑑
（
Ｗ
ｉ
ｉ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
g
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
）
Ｊ
に
収
め
ら

れ
尭
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
王
国
内
工
場
目
録
（
が
『
’
1
1
5
1
「
Ｉ
Ｊ
暗
示

ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
　
Ｗ
ｉ
ｉ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
　
ｂ
ｅ
ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｋ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｎ
)
Ｊ
が

有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
エ
場
目
録
」
か
ら
は
、
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
絨
毯
毛
織

物
商
会
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｆ
ｕ
Ｂ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
-
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｗ
ｏ
Ｕ
w
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
）
」

に
関
し
次
の
こ
と
が
解
か
る
。

　
　
製
品
は
絨
毯
。
工
場
内
労
働
者
な
く
、
工
場
外
労
働
者
八
名
。
商
会
設
立
一
七
九
七
年
。

此
所
に
云
う
商
会
の
製
品
た
る
「
絨
毯
（
Ｆ
ｕ
Ｂ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
）
Ｊ
の
製
作
に
は
、
確

か
に
相
当
な
高
度
の
技
術
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
「
工
場
外
労

働
者
八
名
」
　
と
し
て
は
、
恐
ら
く
織
物
職
人
の
親
方
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
m
e
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
を
考
え

る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
○
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
’



七
六
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
（
一
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
在
来
の
手
仕
事
職
人
と
新
興
の
資
産
家
と
が
手
を
結
ん
で
い

た
当
時
の
経
営
形
態
を
、
社
会
経
済
史
上
で
は
「
問
屋
制
度
Ｃ

Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
ｓ
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
」
」
と

呼
び
、
「
個
々
の
独
立
し
た
手
工
業
（
Ｆ
１
　
１
巫
と
工
場
制
手
工
業
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｋ
ｔ
ｕ
ｒ
）

と
の
間
に
位
置
す
る
資
本
主
義
の
発
展
段
階
」
と
看
倣
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は

　
資
本
主
義
勃
興
期
に
、
殊
に
当
該
の
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
な
ど
西
南
ド
イ
ツ
で
見
受

　
け
ら
れ
た
経
営
形
態
で
あ
り
、
決
し
て
大
規
模
な
工
場
へ
の
集
中
形
態
で
は
な
い
。

　
従
っ
・
て
、
一
七
九
七
年
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
商
会
」
に
お
い
て

　
は
、
資
産
家
で
あ
っ
た
経
営
主
ク
リ
ス
テ
ィ
。
ア
ン
ー
ラ
ン
ダ
ヴ
ェ
ル
に
対
１
　
八
名
の
‥

一
手
工
業
職
人
が
全
き
従
属
関
係
に
立
た
ず
、
各
々
個
人
が
固
有
の
在
り
方
を
保
持
し

　
な
が
ら
相
互
に
・
‘
「
調
和
あ
る
対
立
」
ノ
の
複
を
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
想
像
さ

　
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
・
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
。
＜
。
　
ド
　
。
し

　
゛
す
な
わ
ち
づ
フ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
商
会
」
を
、
工
場
制
手
工
業
の
中
で
分
類
す
る
と
、
。
労
働

　
集
中
管
理
を
旨
と
す
る
中
央
集
権
型
の
「
集
合
工
瘍
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｉ
ｅ
Ｊ
ｊ
と

　
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
の
対
を
な
す
「
分
散
工
場
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
d
i
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｅ
）
」

　
と
看
倣
さ
れ
る
。

幾
百
の
人
々
が
一
人
の
経
営
主
の
下
で
働
く
大
規
模
工
場
を
、
通
常
は
集
合
工
場

（
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｇ
ｔ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｋ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｎ
）
と
呼
ん
で
い
る
。
…
…
　
こ
の
集
合
工
場
こ
‥
）
i
e

ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｇ
ｔ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
i
k
）
は
一
人
あ
る
い
は
二
人
の
企
業
家
に
巨
万
の
富
を
も
た
ら
す
。

他
方
、
分
散
工
場
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
i
k
）

む
の
で
は
な
く
て
、
多
数
の
労
働
者
が
結
構
に
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
の

回

一
人
が
富

（
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
第
一
巻
、
一
八
六
七
年
、
第
七
篇

　
「
資
本
の
蓄
積
過
程
」
、
第
二
四
章
「
い
わ
ゆ
る
本
源
的
蓄
積
」
）

確
か
に
「
資
本
論
」
で
の
精
緻
な
分
析
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
既
に
「
百
科
全
書

Ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｏ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
」
Ｊ
第
一
〇
巻
（
一
七
六
五
年
）
で
ほ
ぼ
百
年
前
に
、
「
集
合
工
場
」

に
関
し
て
、

　
　
こ
の
大
工
場
（
l
a
　
ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）
で
は
、
鐘
を
叩
く
一
撃
の
下
に
全
て
が
執

り
行
な
わ
れ
（
ｔ
ｏ
ｕ
ｔ
　
ｓ
ｅ
　
ｆ
ａ
ｉ
ｔ
　
ａ
ｕ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｐ
　
ｄ
ｅ
　
ｃ
ｌ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
）
'
職
人
は
一
層
と
拘
束
さ
れ
手

荒
く
扱
わ
れ
て
い
る
。

と
巧
み
な
比
喩
で
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
他
方
ま
た
「
分
散
工
場
」
に
つ
い
て
は
、

こ
の
小
工
場
（
l
e
　
ｐ
ｅ
ｔ
i
ｔ
　
ｆ
ａ
ｂ
ｒ
i
ｑ
ｕ
ａ
ｎ
ｔ
）
で
は
職
人
が
親
方
の
仲
間
（
ｃ
ａ
ｍ
ａ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
）
で

あ
り
、
親
方
と
は
同
僚
（
Ｓ
ロ
霧
―
）
と
の
如
く
生
活
す
る
。

CD 4k.

副?

告冷

い
。
る
通
り
、
「
集
合
工
場
」
の
中
央
集
権
型
専
制
が
「
分
散
工
場
」
。

好
対
称
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
取
り
も
直
さ
ず
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル

絨
毯
毛
織
物
商
会
」
が
、
正
に
こ
の
「
分
散
工
場
」
・
の
一
形
態
と
看
傲
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
＼
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
Ｉ
　

　
当
該
の
「
思
慮
深
い
家
長
」
の
内
実
が
以
上
の
考
察
で
経
営
上
の
出
来
事
と
し
で

も
確
か
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
思
慮
深
い
家
長
」
ヽ
は
、
と
の
よ
う
な
経

済
上
で
の
基
礎
を
も
踏
ま
え
て
、
更
に
稀
有
な
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
も
親
友
と
し

て
迎
え
る
こ
と
の
で
き
た
手
腕
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
現
実
上
の

こ
の
「
思
慮
深
い
家
長
」
の
存
在
は
、
徐
々
に
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
全
体

の
世
界
へ
と
協
和
な
し
て
響
さ
渡
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
決
し
て
冒
頭
の
都
市
像
を

飾
る
に
過
ぎ
ぬ
詩
想
展
開
上
の
付
け
足
し
と
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
家
長
」
と
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
「
父
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
）
Ｊ
（
閣
（
1
9
）
）
へ
と
繋
が

り
、
。
然
り
気
な
く
「
隠
れ
て
働
き
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
w
i
ｒ
ｋ
ｅ
乱
）
」
（
ぼ
（
2
2
）
）
つ
づ

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
何
時
と
は
無
し
に
思
想
詩
の
基
調
へ
と
霊
妙
に
協

和
し
て
ゆ
く
。

V
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
　
ｅ
ｒ
ｋ
ａ
ｎ
ｎ
ｔ
　
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ａ
ｌ
ｉ
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
.

父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
が
誰
に
も
知
ら
れ
、
万
人
の
も
の
と
ｙ
'
５
？
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
九
節
、
一
五
四
句
）



あ
た
か
も
天
空
の
大
気
の
如
く
「
父
」
た
る
「
神
自
身
」
（
閣
（
2
0
）
）
は
「
万
人
」

に
開
か
れ
て
お
り
、
「
誰
」
の
魂
の
心
鏡
に
も
満
面
を
映
す
。
此
所
に
「
思
慮
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぇ

家
長
」
（
第
四
句
）
が
心
か
ら
反
響
す
る
思
想
詩
の
淵
源
が
あ
る
。
こ
の
魂
の
淵
源

は
果
し
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
に
在
る
。
つ
ま
り
「
在
り
て

在
る
」
「
ね
た
む
神
」
に
の
み
巨
万
の
讃
美
歌
が
専
有
さ
れ
る
中
央
集
権
化
し
た

「
汝
な
す
べ
し
（
｛
｝
９
Ｓ
｝
耳
）
」
』
の
神
界
で
は
な
く
、
十
人
十
色
の
「
神
話
の
神

(
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
）
Ｊ
が
矛
盾
を
孕
み
っ
つ
も
「
調
和
あ
る
対
立
」

句
）
が
こ
れ
で
あ
り
、
こ
の
「
天
上
の
祝
祭
（
｀
ｇ
Ｆ
日
～
Ｆ
ｏ
ｒ
Ｌ
こ
『
（
第
一

〇
八
句
）
に
自
然
と
雄
大
に
輝
く
「
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
）
!

（
註
（
2
0
）
）
の
晴
や
か
で
清
澄
な
る
性
格
、

五
五
　
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
!
　
　

（
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
）
ｊ
が
矛
盾
を
孕
み
っ
つ
も
「
調
和
あ
る
対
立
」
（
閣
（
１
）
）

を
織
り
成
し
、
濃
淡
細
や
か
な
魂
の
明
暗
を
彩
る
「
神
々
の
昼
（
Ｔ
ａ
ｇ
）
Ｊ
'
（
第
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｓ
｡
　
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
w
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
G
l
i
i
k
ｓ
　
ｖ
ｏ
Ｕ

　
　
　
　
　
Ｄ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｎ
ｄ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ｕ
ｆ
ｔ
　
i
i
b
e
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ａ
ｕ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ

六
五
　
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
!
　
　

V
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
!
　
　
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
!
…
…

五
五
　
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！

あ
の
偉
大
な
る
運
命
が
轟
き
、

　
　
　
…
…
　
あ
の
神
速
の
運
命
が
砕
け
、
普
遍

　
　
　
　
雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
、

六
五
　
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
！
・
　
…
…

七
七

眼の
界幸
鎬

ち
て
、

り
突
入
し
て
来
る
。

父
よ
１
・
　
清
澄
で
晴
や
か
な
者
よ
Ｉ
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
五
五
句
－
第
六
九
句
）

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）

へ
と
霊
妙
に
木
霊
な
し
て
、
当
時
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
史
の
現
実
社
会
か
ら
、
気
宇
壮

大
な
「
思
慮
深
い
家
長
」
が
稀
有
な
詩
歌
象
徴
と
し
て
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭

の
都
市
像
に
立
ち
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

㈲
　
共
和
精
神
と
専
制

　
前
掲
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
グ
エ
場
目
録
」
（
閣
（
1
3
）
）
か
ら
「
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル

絨
毯
毛
織
物
商
会
」
の
設
立
が
「
一
七
九
七
年
」
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

こ
の
設
立
時
期
は
当
該
の
西
南
ド
イ
ツ
地
方
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
に
お
い
て
は
決
し
て

遅
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
地
方
の
資
本
主
義
勃
興
期
を
代
表
す
る
先
駆
的

企
業
と
し
て
「
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
商
会
」
が
一
七
九
七
年
に
創
設
さ
れ
た
と
見
受
け

ら
れ
る
。
例
え
ば
当
の
「
工
場
目
録
」
に
よ
る
と
、
こ
の
一
七
九
七
年
よ
り
も
早

く
設
立
さ
れ
た
企
業
が
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
見
い
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、

「
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
商
会
」
が
手
工
業
か
ら
工
場
制
手
工
業
（
マ
ヌ
フ
″
ク
ト
ゥ
ー

ア
）
へ
と
進
展
す
る
産
業
革
命
期
に
先
駆
け
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
肯
け
る
の
で

あ
る
。

　
実
は
こ
の
産
業
革
命
期
は
同
時
に
政
治
革
命
期
で
も
あ
り
、
一
七
八
九
年
に
勃
発

し
た
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
に
続
き
、
一
八
三
〇
年
の
七
月
革
命
、
更
に
は
一
八
四
八
年

の
フ
ラ
ン
ス
二
月
革
命
や
ド
イ
ツ
三
月
革
命
へ
と
市
民
社
会
形
成
は
、
既
成
の
中
央

集
権
封
建
体
制
に
丸
く
収
ま
っ
た
専
制
の
殻
を
破
り
、
新
た
な
「
調
和
あ
る
対
立
」

（
閣
（
１
）
）
を
実
現
す
べ
く
議
会
制
民
主
共
和
制
を
目
指
し
て
実
質
あ
る
も
の
と

成
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
先
駆
け
ド
イ
ツ
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
専
制

が
、
十
八
世
紀
後
半
期
に
は
完
全
に
打
ち
砕
か
れ
、
「
ド
イ
ツ
音
楽
、
殊
に
そ
の
バ
。

ハ
か
ら
べ
い
訃
Ｉ
ヴ
ェ
ン
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
か
ら
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
ヘ
の
偉
大
な
る

日
輪
の
歩
み
」
（
ニ
ー
チ
ェ
）
を
先
頭
に
し
て
、
こ
れ
に
加
え
て
カ
ン
ト
批
判
哲
学

に
始
ま
り
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
精
神
現
象
学
へ
と
雄
飛
す
る
学
問
の
充



七
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
（
一
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

実
と
、
こ
の
学
知
と
「
音
楽
の
精
神
」
（
註
（
１
）
）
に
協
和
す
る
詩
歌
象
徴
の
調

べ
な
す
思
想
抒
情
詩
、
と
り
わ
け
　
「
芸
術
家
」
（
一
七
八
九
年
）
や
「
エ
レ
ゲ
イ

オ
ン
」
（
一
七
九
五
年
）
と
か
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
ｉ
Ｏ
一
年
）

や
「
パ
ト
モ
ス
」
初
稿
（
一
八
〇
二
年
）
の
如
き
、
シ
ラ
ー
・
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の

「
魂
の
歌
声
（
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
が
、
外
来
文
化
に
片
寄
ら
ぬ
フ
ラ
ン
ス
文
化
と
ド

イ
ツ
文
化
と
の
「
調
和
あ
る
対
立
」
を
実
現
す
る
礎
と
し
て
据
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
論
の
関
心
は
当
面
、
近
世
ド
イ
ツ
産
業
革
命
に
お
け
る
経
済
面
へ
と
向
け
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
既
に
当
該
の
西
歴
一
八
〇
〇
年
頃
に
文
化
面
で
ド
イ
ツ
は
心
を
一
つ

に
し
、
敢
て
自
ら
の
充
実
を
「
ド
イ
ツ
精
神
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
）
」

い
得
る
程
の
自
覚
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
そ
の
外
の
経
済
や
政
治
の
面

で
は
小
邦
分
立
（
Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
e
i
）
ゆ
え
に
現
実
上
ま
と
ま
り
の
悪
い
実
情
を

示
し
て
い
た
。
辛
く
も
政
治
上
の
小
ド
イ
ツ
統
一
は
一
八
七
〇
年
に
軍
事
力
に
よ
り

漸
く
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
経
済
上
の
ま
と
ま
り
は
一
八

三
三
年
に
成
立
し
た
関
税
同
盟
（
Z
o
l
l
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
）
が
翌
一
八
三
四
年
か
ら
一
八
六

七
年
に
か
け
て
実
効
を
増
し
て
ゆ
く
経
過
を
目
安
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
当
時
は
「
ド
イ
ツ
」
と
一
言
で
云
っ
て
も
小
邦
分
立
の
時
代
で
あ
り
、

今
日
ド
イ
ツ
と
称
す
る
東
独
と
西
独
と
の
国
土
は
凡
そ
三
百
程
に
も
亙
る
政
治
単
位

に
分
か
れ
、
こ
の
う
ち
五
十
程
の
帝
国
自
由
都
市
を
除
く
二
百
五
十
程
が
領
邦
国
家

で
あ
り
、
こ
の
三
百
程
が
各
々
独
自
の
関
税
を
物
品
に
か
け
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
中
を
商
品
が
流
通
す
る
と
な
る
と
、
幾
重
に
も
亙
る
関
税

の
網
の
目
に
捕
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
小
邦
を
経
る
毎
に
商
品
が
割
高
と
な
り
経

済
流
通
が
悪
く
な
る
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
現
状
で
得
を
し
て
い
た
の
が
、
北
海
に
面
し
て
い
た
ハ
ン
ザ
都
市
の
富
豪
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
海
上
で
は
内
陸
で
の
よ
う
に
関
税
が
か
か
ら
ず
に
商
品
が

運
べ
、
何
よ
り
ま
ず
先
進
工
業
国
ブ
リ
テ
ン
王
国
の
織
物
製
品
が
ハ
ン
ザ
都
市
に
は

容
易
に
入
手
で
き
得
た
。
そ
し
て
こ
の
工
業
製
品
に
対
し
て
は
、
東
欧
に
か
け
て
の

内
陸
穀
倉
地
帯
か
ら
農
奴
制
や
大
農
地
主
’
こ
ｕ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
）
制
の
下
で
の
安
価
な
農
産

物
や
畜
産
製
品
を
交
易
の
た
め
運
ん
で
来
れ
ば
良
く
、
こ
の
後
進
農
業
地
帯
と
先
進
工

業
国
と
の
間
を
仲
介
す
る
中
継
貿
易
で
ハ
ン
ザ
都
市
の
富
豪
は
栄
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
を
軸
と
し
た
経
済
活
動
は
、
一
方
で
工
業
先
進

国
の
繁
栄
を
一
層
と
助
長
し
飛
躍
的
産
業
発
展
を
大
英
帝
国
に
専
ら
約
束
す
る
と
と

も
に
、
他
方
で
は
内
陸
部
で
の
旧
封
建
体
制
の
温
床
た
る
農
業
優
位
を
決
定
な
ら
し

め
、
内
陸
ド
イ
ツ
独
自
の
産
業
革
命
の
進
展
を
阻
む
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
。
こ
の
点

を
三
月
革
命
（
一
八
四
八
年
）
前
夜
に
エ
ン
グ
ル
ス
が
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
農
産
物
を
全
く
輸
出
し
て
お
ら
ず
ご
絶
え
ず
外
国
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
少
く
と
も
輸
出
す
る
だ
け
輸
入
し
て
お
り
、
こ
の
仏
英
両
国
の
富

　
‐
の
源
泉
は
就
ん
ず
く
工
業
製
品
の
輸
出
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
は
工
業
製
品
を

　
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
お
ら
ず
、
夥
し
い
穀
物
、
羊
毛
、
家
畜
を
輸
出
し
て
い
る
。
…
…

し
農
業
の
政
治
上
の
代
表
者
は
、
他
の
欧
州
諸
国
七
同
様
に
ド
イ
ツ
で
も
、
大
土
地
所
有
者

　
た
る
封
建
貴
族
で
あ
り
、
こ
の
貴
族
の
専
制
支
配
に
適
う
政
治
形
態
が
封
建
制
度
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
封
建
制
が
解
体
し
た
所
は
ど
こ
で
も
、
農
業
が
国
の
産
業
を
決
定
し
な
く
な
っ

　
た
の
で
あ
る
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ド
イ
ツ
の
現
状
」
一
八
四
七
年
）

実
に
関
税
同
盟
成
立
（
一
八
三
三
年
）
後
の
十
九
世
紀
中
葉
に
お
い
て
も
尚
こ
の
よ

う
な
批
判
が
妥
当
し
て
お
り
、
文
化
面
で
は
既
に
啓
蒙
先
進
諸
国
の
学
芸
成
果
を
凌

ぐ
音
楽
や
思
索
の
力
が
カ
ン
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
名
声
と
と
も
に
確
実
な
影
響

を
諸
外
国
に
与
え
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
経
済
面
に
お
い
て
先
進
工
業
国
と
ド
イ

ツ
と
の
「
調
和
あ
る
対
立
」
は
な
お
今
後
の
大
き
な
課
題
に
留
ま
り
続
け
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
註
み
に
「
ド
イ
ツ
の
現
状
（
｛
｝
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ

ｑ
ｕ
ｏ
　
　
i
n
　
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
Ｊ
（
註

（
４
）
）
に
お
い
て
エ
ン
グ
ル
ス
は
封
建
貴
族
（
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
i
c
i
a
ｔ
ｕ
ｓ
　
　
ｆ
ｅ
ｕ
d
a
l
i
ｓ
）
に
の

み
言
及
し
て
い
る
が
、
更
に
只
今
話
題
と
し
た
ハ
ン
ザ
都
市
の
富
豪
の
よ
う
な
都
市

貴
族
（
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
i
c
i
a
ｔ
ｕ
ｓ
　
c
i
ｖ
i
l
i
ｓ
）
を
も
考
え
併
せ
る
と
、
封
建
制
の
温
床
た
る

「
農
業
の
優
位
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
i
i
b
e
ｒ
w
ｉ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
　
Ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
（
エ



ン
グ
ル
ス
）
と
と
も
に
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
に
根
ざ
し
た
両
貴
族
の
勢
力
が
、
内

陸
ド
イ
ツ
独
自
め
工
業
発
展
を
阻
み
仏
英
な
ど
産
業
先
進
国
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
後

進
性
を
裏
付
け
、
こ
れ
ら
諸
外
国
と
ド
イ
ツ
と
の
経
済
面
に
お
け
る
「
調
和
あ
る
対

立
」
へ
の
努
力
に
水
を
差
す
障
壁
と
な
っ
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
脈
絡
で
興
味
深
く
思
わ
れ
る
の
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の

都
市
像
が
形
造
ら
れ

｀つ
つ
あ
っ
た
一
八
〇
〇
年
秋
十
一
月
初
旬
に
公
刊
さ
れ
た
フ
ィ

ヒ
テ
著
「
封
鎖
商
業
国
家
論
（
｛
｝
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｅ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
）
Ｊ
で
あ
る
。

一
見
こ
の
書
名
「
鎖
国
論
」
は
「
開
国
論
」
と
比
べ
る
時
、
自
由
な
通
商
を
拒
む
時

代
後
れ
の
考
え
を
論
述
し
た
著
作
を
思
わ
せ
る
。
確
か
に
当
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
も

併
合
（
一
八
〇
一
年
）
し
海
外
植
民
地
争
奪
戦
に
勝
ち
ど
き
を
挙
げ
て
い
た
大
英
帝
国

の
高
度
経
済
成
長
を
積
極
的
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
通
商
の
自
由
へ
と
開
国
を
促
進
し

な
い
理
論
は
反
動
と
映
じ
る
以
外
に
術
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
或
る
見
え
ざ
る
手
に

よ
昨
導
か
れ
（
ｌ
ｅ
ｄ
　
ｂ
ｙ
　
ａ
ｎ
　
i
n
ｖ
i
ｓ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ
　
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
）
Ｊ
　
（
ス
ミ
ス
「
国
富
論
」
一
七
七
六
年
゛

そ
れ
は
商
業
精
神
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
）
で
あ
り
、
乙
の
精
神
は
戦
争
と
共
存
し
得
ず
、

そ
し
て
早
晩
ど
の
国
民
を
も
支
配
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
（
カ
ン
ト
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」
一
一
七
九
五
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
遺
第
一
　
「
永
遠
平
和
保
証
に
つ
い
て
」
）

な
る
ほ
ど
内
陸
東
欧
の
穀
倉
地
帯
と
大
英
帝
国
産
工
業
製
品
ど
の
中
継
貿
易
で
栄
え

て
い
た
海
港
都
市
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
在
住
の
カ
ン
ト
が
、
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」

「
商
業
精
神
」
を
肯
定
し
た
の
も
不
思
議
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
こ
れ
に
反
し
て
内
陸
ド
イ
ツ
の
領
邦
ザ
ク
セ
ン
の
寒
村
に
貧
し
い
織
工
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
商
業
精
神
」
に
よ
る
資
本
主
義
が
正
に
帝
国
主
義
へ

と
繋
が
り
、
「
永
遠
乎
相
の
た
め
に
」
な
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
「
こ
の
精
神
が
戦
争

と
共
存
し
得
」
る
「
遍
く
見
受
け
ら
れ
る
密
や
か
な
商
業
戦
争
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ａ
ｌ
ｌ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ

七
九
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）

g
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ａ
乱
e
l
ｓ
ｋ
ｒ
ｉ
ｅ
ｇ
）
Ｊ
に
他
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
先
師
カ
ン
ト
の
平
和

論
を
敢
て
批
判
す
る
。

　
　
こ
の
密
や
か
な
商
戦
は
暴
力
行
為
へ
と
繋
が
る
。
…
…
　
相
争
う
商
業
利
害
関
係
が
七

　
　
ば
し
ば
諸
々
の
戦
争
の
真
の
原
因
で
あ
り
ヽ
し
か
も
’
ロ
実
は
別
に
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
秒

　
　
　
　
　
（
フ
ィ
ヒ
テ
。
「
封
鎖
商
業
国
家
論
」
一
八
〇
〇
年
、
第
二
書
「
現
代
史
―

　
　
　
　
　
目
下
現
実
の
諸
国
家
に
お
け
る
通
商
状
態
に
つ
い
て
」
、
・
第
六
章
）

単
に
「
商
業
利
害
関
係
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
i
n
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
）

Ｊ
と
云
っ
て
も
抽
象
的
だ
が
、
此

所
で
先
程
か
ら
話
題
と
し
た
大
英
帝
国
の
経
済
発
展
に
軍
事
拡
張
が
伴
な
っ
て
い
た

点
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
無
際
限
の
自
由
放
任
な
商
業
精
神
を
否
定
的
に
見
直
し

「
鎖
国
論
」
を
説
く
フ
ィ
ヒ
テ
の
主
張
に
一
理
あ
る
こ
と
が
解
か
る
の
で
あ
る
。

　
殊
に
エ
ン
グ
ル
ス
の
説
く
よ
う
に
、
内
陸
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
業
の
優
位
」

（
註
（
５
）
）
が
封
建
制
の
残
存
す
る
温
床
と
な
り
、
し
か
も
ド
イ
ツ
が
言
わ
ば
大
英

帝
国
の
商
業
資
本
の
植
民
地
と
し
て
後
進
地
域
に
甘
ん
じ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時

と
し
て
は
、
「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
」
第
十
三
講
（
一
八
〇
八
年
）
で
フ
ィ
ヒ
テ
が
。

　
　
ド
イ
ツ
人
相
互
の
一
致
と
と
も
に
、
国
内
の
独
自
性
と
国
内
商
工
業
の
自
立
が
そ
れ
に
次

　
　
ぐ
繁
栄
へ
の
道
な
の
で
あ
る

。

と
力
説
し
た
の
も
観
念
で
な
く
現
実
で
あ
っ
た
と
看
傲
さ
れ
得
よ
う
。
す
な
わ
ち
前

述
し
た
北
海
ハ
ン
ザ
と
内
陸
ド
イ
ツ
と
の
対
立
か
ら
考
え
る
と
、
「
ド
イ
ツ
国
内
の

独
自
性
と
国
内
商
工
業
の
自
立
」
を
生
み
出
す
母
胎
と
し
て
、
ド
イ
ツ
内
部
で
の
関
税

の
徹
廃
と
内
地
工
業
の
保
護
育
成
こ
そ
が
、
ド
イ
ツ
産
業
発
展
を
約
束
す
る
具
体
策

と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
士

　
正
に
こ
の
脈
絡
に
お
い
て
、
内
陸
ド
イ
ツ
の
新
興
企
業
家
で
あ
っ
た
毛
織
物
商
人

ラ
ン
ダ
ウ
・
エ
ル
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
一
七
九
七
年
に
創
設
さ

れ
た
こ
の
商
会
の
発
展
に
と
り
、
取
り
も
な
お
さ
ず
ド
イ
ツ
内
部
で
の
関
税
の
徹
廃

と
内
地
工
業
の
保
護
育
成
こ
そ
が
鍵
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
果
し
て
実
際
に
十
九
世



　
八
〇
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
（
一
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

　
紀
ド
イ
ツ
史
の
現
実
は
こ
の
方
向
に
向
か
い
、
次
第
に
ハ
ン
ザ
都
市
の
中
継
海
外
貿

　
易
の
意
義
は
失
な
わ
れ
て
ゆ
き
、
そ
の
都
市
貴
族
は
マ
ン
著
「
ブ
デ
ン
ブ
コ
ー
ク
家
」

　
（
一
九
〇
一
年
）
に
描
か
れ
た
当
家
の
よ
う
に
没
落
し
た
模
様
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

　
の
際
十
九
世
紀
を
通
じ
、
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
が
実
現
し
、
内
地
ド
イ
ツ
独
自
の
工
業

　
発
展
が
促
さ
れ
、
や
が
て
ド
イ
ツ
も
仏
英
に
追
い
つ
か
ん
ば
か
り
の
先
進
工
業
国
に

　
成
長
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
十
九
世
紀
ド
ィ
．
ツ
資
本
主
義
の
展
開
に
伴
な
う
産
業
革
命
の
進
展
に
乖
い
て
、

　
Φ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

　
旧
来
の
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
を
勁
脈
と
し
だ
経
済
構
造
が
崩
れ
て
ゆ
ぎ
。
こ
れ
と

　
と
も
に
内
陸
ド
イ
ツ
独
自
の
工
業
発
展
の
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
に
な
ぞ
’
。
と
の
新

時
代
に
は
、
経
済
上
の
こ
の
専
制
を
砕
き
、
仏
英
な
ど
工
業
先
進
国
と
の
経
済
面
に

お
け
る
「
調
和
あ
る
対
立
」
を
目
指
し
、
ド
イ
ツ
国
内
産
業
が
育
成
さ
れ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
産
業
革
命
の
力
が
、
先
に
エ
ン
グ
ル
ス
の
云
う
「
貴
族
の

専
制
支
配
」
た
る
「
封
建
制
が
解
体
」
す
る
母
胎
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
市
民

社
会
形
成
の
原
動
力
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
本
論
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
句
に
読
ん
だ
「
思

慮
深
い
家
長
」
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
姿
は
、
こ
の
よ
う
な
十
九
世
紀
資
本
主
義
西
欧
市

民
社
会
形
成
へ
の
展
望
の
下
に
、
一
層
と
意
義
深
く
映
じ
て
来
る
。
実
際
ド
イ
ツ
文

学
史
上
の
稀
有
の
詩
才
を
も
温
か
く
包
容
で
き
た
こ
の
「
実
務
家
」
。
の
力
量
は
、
恐

ら
く
経
済
活
動
に
お
い
て
は
一
層
と
巾
広
い
視
野
と
、
祖
国
ド
イ
ツ
の
遠
い
将
来
へ

の
見
通
し
の
下
に
発
揮
さ
れ
た
事
と
思
わ
れ
る
。

　
実
際
こ
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
一
七
八
七
年
に
設
立
さ
れ
た
「
ラ
ン
ダ

ウ
ェ
ル
絨
毯
毛
織
物
商
会
」
は
、
そ
の
百
年
後
一
八
九
七
年
に
は
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル

兄
弟
株
式
会
社
（
（
ｊ
ｅ
ｂ
ｒ
i
i
d
e
ｒ
　
Ｌ
ａ
乱
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
-
Ａ
Ｇ
）
」
へ
と
成
長
し
て
い
る
。
こ
れ

を
示
す
資
料
が
｛
一
九
三
｝
年
度
会
社
設
立
記
念
目
録
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉ
ｓ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

F
i
ｒ
m
e
n
i
ｕ
ｂ
ｉ
ｌ
ａ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
で
此
所
に
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
兄
弟
株
式
会
社
」
が
「
工
場
製

品
紳
士
淑
女
既
成
服
商
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｋ
ｔ
ｕ
ｒ
w
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
-
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｄ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
-
Ｋ
ｏ
ｎ
-

ｆ
ｅ
ｋ
ｔ
i
o
已
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
株
式
会
社
」
へ
の
躍
進
の
年
一
八

九
七
年
を
機
に
商
会
は
、
新
た
な
産
業
資
本
主
義
の
時
代
に
乗
り
出
し
た
模
様
で
あ

る
。

し
実
は
と
の
商
会
発
展
の
十
九
世
紀
に
お
い
て
、
が
っ
て
は
前
述
一
（
閣
）
の
如
く
シ
ュ

４
　
ウ
ッ
ト
ガ
’
ル
ト
市
の
巨
抜
き
通
り
「
ケ
ー
子
ヒ
大
路
ト
と
「
学
院
通
り
」
ご
と
の
交
。

差
す
石
あ
た
り
。
に
建
づ
て
い
た
商
館
が
、
こ
の
領
邦
都
市
の
心
臓
部
た
る
広
場
の
市

。
場
（
マ
ル
ク
ト
）
の
南
側
（
十
七
番
地
）
へ
と
移
転
し
て
来
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
新
た
な
商
館
の
住
・
所
に
は
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
～
酒
」
成
立
の
】
。
八
〇
〇
年
頃
。

　
　
　
　
　
　
。
－
・
　
　
　
　
（
1
2
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
％
χ
％
。
％
’

「
門
閥
の
館
’
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｒ
ｉ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
が
あ
り
、
こ
０
　
特
権
の
醵
が
マ
ル
ー
ク
ト
広
場
の

西
側
に
あ
る
「
市
民
の
館
（
Ｒ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
つ
ま
り
今
日
の
市
庁
舎
た
る
当
時
の
爵

会
と
睨
み
合
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
市
民
社
会
形
成
と
あ
い
ま
っ
て
当

然
な
が
ら
「
門
閥
の
館
」
は
一
八
二
〇
年
に
取
り
毀
さ
れ
た
の
に
対
し
、
当
の
市
庁

舎
は
今
な
お
マ
ル
ク
ド
広
場
に
聳
え
て
い
る
。
・
そ
し
て
そ
の
右
隣
に
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ

ル
兄
弟
株
式
会
社
」
の
商
館
が
、
「
門
閥
の
館
」
の
取
り
毀
さ
れ
た
後
に
、
十
九
世

紀
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
成
果
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
後
に
ド
イ
ツ
の
政
治
史
に
お
い
て
異
常
な
専
制
政
体
の
下
で
の

反
動
期
が
訪
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
三
三
年
に
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
党
が
政

権
を
獲
得
し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
一
九
三
五
年
に
再
武
装
宣
言
を
下
す
。
す
る
と
直

ち
に
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
兄
弟
株
式
会
社
」
に
不
幸
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経

緯
を
伝
え
る
記
録
が
、
次
に
掲
げ
る
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
年
代
記
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｋ

ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
）
　
一
九
三
三
年
－
四
五
年
」
、
つ
ま
り
国
家
全
体
主
義
体

制
下
ド
イ
ツ
史
の
一
餉
で
あ
る
。



　
　
一
九
三
六
年
、
市
参
事
会
員
ブ
ロ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
通
達
、
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
兄
弟
株
式
会
社

　
　
は
直
ち
に
ア
ー
リ
ア
系
（
反
ユ
ダ
ヤ
糸
）
企
業
に
変
わ
る
べ
し
。

　
　
一
九
四
二
年
三
月
十
二
日
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
秘
密
国
家
警
察
の
通
告
、
ル
イ
ー

　
　
イ
ス
ラ
エ
ル
ー
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
（
一
八
五
八
年
－
一
九
四
〇
年
）
ａ
家
財
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

　
ト
ガ
ル
ト
に
残
る
住
居
は
、
民
族
と
国
家
に
敵
対
す
る
企
て
の
促
進
に
使
わ
れ
、
そ
の
た

　
　
め
の
も
の
と
定
め
ら
れ
た
。
故
に
ル
イ
ー
イ
ス
ラ
エ
ル
ー
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
ド
イ
ツ
国
内

　
　
に
お
け
る
資
産
は
、
第
三
帝
国
の
（
繁
栄
の
）
た
め
に
没
収
さ
れ
る
。

か
く
し
て
啓
蒙
期
十
八
世
紀
末
一
七
九
七
年
に
新
た
な
産
業
革
命
の
勃
興
を
告
げ
、

詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
友
ク
リ

下
に
基
礎
が
据
え
ら
れ
た
商
会

Ｊ
好
イ
ア
ン
ー
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
共
和
精
神
の

は
、
翌
十
九
世
紀
に
株
式
会
社
へ
と
躍
進
し
、
創
業

以
来
百
五
十
年
程
も
続
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
最
後
に
は
無
惨
に
も
国
家
社
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

す
な
わ
ち
全
体
主
義
の
専
制
の
手
先
た
る
秘
密
国
家
警
察
に
よ
り
揉
踊
さ
れ
、
遺
憾

な
が
ら
今
日
で
は
ド
イ
ツ
の
国
土
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
年
代
記
」
（
一
九
七
〇
年
）
＾
屋
お
け
る
解
説
に
お
い
て
、

詩
人
の
伝
記
に
関
す
る
第
一
人
者
ア
ド
ル
フ
ー
ベ
。
ク
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ー
ラ

ン
ダ
ウ
ェ
ル
に
関
し
、

政
治
上
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
も
ま
た
共
和
主
義
者
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｋ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
）
で
あ
り
民
主
主
義
者

（
｛
｝
ｅ
ｍ
ｏ
ｋ
ｒ
ａ
ｔ
）
で
あ
っ
た
９
　
　
　
　
　
’
シ

と
叙
述
し
て
、
詩
人
と
同
様
に
毛
織
物
商
人
「
も
ま
た
（
呂
―
）
」
政
治
上
民
主
共

和
制
の
支
持
者
で
あ
っ
た
旨
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
脈
絡
か
ら
し
て
も
、
全
体
主

義
専
制
下
で
の
「
ア
ー
リ
ア
系
」
ド
イ
ツ
「
民
族
と
国
家
に
敵
対
（
き
）
ｒ
．
-
　
　
ｕ
ｎ
ｄ

ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
ｓ
ｆ
ｅ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
巴
す
る
企
て
の
促
進
」
（
註
（
1
3
）
）
に
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
家
が

Ｔ
翼
を
担
っ
た
の
も
、
商
会
百
五
十
年
に
亙
る
家
風
か
ら
自
ず
と
理
解
で
き
得
る
の

で
あ
り
、
此
所
に
も
封
建
制
か
ら
市
民
社
会
形
成
へ
と
思
想
面
の
み
な
ら
ず
経
済
面

で
も
活
躍
し
た
「
思
慮
深
い
家
長
」
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

八
一

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）

閣
　
結

語

　
本
論
が
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
句
の
詩
歌
象
徴
「
思
慮
深
い
家
長
」
の
背
景

に
見
だ
史
上
の
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
「
共
和
主

義
者
で
あ
り
民
主
主
義
者
」
（
㈲
（
1
6
）
）
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
実
は
末
裔
が

国
家
全
体
主
義
体
制
の
下
で
無
惨
に
も
そ
の
専
制
の
手
先
た
る
秘
密
国
家
警
察
に
牒

踊
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
（
㈲
（
1
3
）
）
で
あ
っ
た
。
推
測
で
あ
る
が
ラ
ン
ダ
ウ

ェ
ル
家
は
ラ
イ
ン
河
西
岸
を
少
し
入
っ
た
中
世
以
来
ユ
ダ
ヤ
人
の
住
ん
だ
町
ラ
ン
ダ

ウ
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
成
程
「
マ
イ
ヤ
ー
百
科
事
典
」
第
十

四
巻
（
一
九
七
五
年
）
所
収
の
「
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ラ
ン
ダ
ウ
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｕ
　
　
i
n
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

Ｐ
ｆ
ａ
ｌ
ｚ
）
Ｊ
の
項
一
に
は
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
カ
ト
’

リ
ッ
ク
教
会
が
掲
げ
て
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
他
方
エ
ル
サ
レ
ム
で
刊
行
さ
れ
た

’
「
百
科
事
典
ユ
ダ
イ
カ
（
Ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
　
Ｊ
ｕ
ｄ
ａ
ｉ
ｃ
ａ
）
　
Ｊ
（
一
九
七
一
年
初
版
、

一
九
七
三
年
再
版
）
第
一
〇
巻
に
収
め
ら
れ
た
「
ラ
ン
ダ
ウ
」
の
項
に
は

「
一
八
八
四
年
建
立
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ダ
ウ
の
ユ
ダ
ヤ
教
聖
堂
（
シ
ナ
ゴ
ー
グ
）
が
、

一
九
三
八
年
（
十
一
月
九
日
か
ら
Ｉ
〇
日
に
か
け
て
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
の
行
な
わ

れ
た
）
水
晶
の
夜
（
Ｋ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｌ
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
に
国
家
社
会
主
義
者
（
ナ
チ
）
に
よ
り
破

‘壊
さ
れ
た
」
と
の
記
述
と
と
も
に
当
時
の
大
聖
堂
が
写
し
て
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
問
題
が
今
日
ド
イ
ツ
で
は
余
り
積
極
的
に
扱
わ
れ
な
い
の
も

不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
な
お
国
家
全
体
主
義
下
で
の
暗
黒
時
代
の
残
影
は
長
く
尾

を
ひ
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
学
会
の
権
威
あ
る
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
年
代
記
」

（
一
九
七
〇
年
）
に
お
い
て
、
「
政
治
上
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
も
ま
た
共
和
主
義
者
で
あ

り
民
主
主
義
者
で
あ
っ
た
」
（
㈲
（
1
6
）
）
と
記
述
す
る
の
み
で
、
こ
の
ラ
ン
ダ
ウ

ェ
ル
家
が
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ
っ
た
旨
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
恨
み
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
恐
ら
く
そ
の
筋
の
人
々
に
と
り
、
こ
の
事
は
自
明
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
蓋



　
八
‘
ニ
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
（
一
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

　
し
わ
が
国
の
よ
う
に
そ
の
事
情
に
通
じ
な
い
者
に
は
解
明
さ
れ
ね
ば
隠
蔽
さ
れ
た
ま

　
ま
に
留
ま
ら
ざ
＆
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
考
え
て
み
る
に
「
ユ
ダ
ヤ
と
ド
イ
ツ
」
と
の
出
会
い
と
し
て
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
」
の
友
誼
を
見
る
と
な
る
と
、
此
所
で
実
に
異
質
な
魂
同
志
が
避
追

　
す
る
の
を
眼
の
当
り
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
他
の
詩
人
た
ち
を
措
き
、
ヘ

　
ル
ダ
ー
ー
リ
ン
こ
そ
正
に
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
風
ド
イ
ツ
詩
人
の
典
型
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

　
で
あ
り
、
数
十
年
前
に
国
家
全
体
主
義
が
水
と
油
の
如
く
決
し
て
和
睦
せ
ぬ
二
律
背

　
反
と
解
し
・
’
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
を
迫
っ
た
両
極
「
ユ
’
ダ
ヤ
と
ド
イ
ツ
」
’
が
ぺ
こ
’
の
ゲ

　
ル
マ
ー
一
一
ア
風
ド
イ
ツ
詩
人
と
ユ
ダ
ヤ
系
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
の
織
り
成
す
稀
有

　
。
な
詩
歌
象
徴
「
思
慮
深
い
家
長
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
）
」
。
‐
と
し
て
「
訥
和
あ

’
る
対
立
」
を
形
造
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
正
に
こ
の
相
反
す
る
者
同
志
の
相
互
対

　
話
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ト
）
こ
そ
が
、
‘
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
。
詩
想
の
基
本
性
・

　
格
を
な
し
、
更
に
は
古
典
ギ
リ
シ
。
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
の
矛
盾
対
立
を
も
孕
み

　
つ
つ
豊
か
で
巾
広
い
思
想
を
大
胆
に
力
強
く
し
か
も
濃
淡
細
や
か
に
展
開
し
て
ゆ
く

　
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
抒
情
思
想
詩
の
生
成
を
支
え
て
い
た
の
は
、
単
に
増
長

　
し
た
詩
人
の
頭
脳
で
は
な
く
、
そ
の
詩
人
の
現
存
を
底
で
温
か
く
迎
え
て
い
た
親
友

　
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
如
き
市
民
層
の
寛
大
な
心
持
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

　
て
こ
の
新
た
に
勃
興
し
つ
づ
あ
っ
た
市
民
意
識
の
経
済
地
盤
は
取
り
も
直
さ
ず
産
業

　
革
命
の
進
展
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
市
民
意
識
を
担
う
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
商
人

　
と
し
て
詩
人
の
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
、
自
己
の
経
済
面
に
お
け
る
実
力
を
堅
実
に
進

　
展
す
る
ド
イ
ツ
市
民
社
会
形
成
へ
と
振
り
向
け
、
こ
の
近
代
社
会
に
お
け
る
民
主
共

　
和
制
実
現
を
目
指
し
て
ド
イ
ツ
市
民
層
と
と
も
に
倦
ま
ず
歩
み
続
け
た
と
考
え
ら
れ

　
る
の
で
あ
る
。

　
　
つ
ま
り
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
宮
廷
と
結
託
せ
ず
に
「
共
和
主
義
者
で
あ
り
民
主

　
主
義
者
」
（
㈲
（
1
6
）
）
と
し
て
市
民
膚
と
と
も
に
未
来
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
未
だ
経
済
成
長
な
き
封
建
制
下
で
の
当
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
で

は
、
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
系
豪
商
ヨ
ゼ
フ
ー
ジ
ュ
ス
・
・
オ
ツ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
（
一
六
九
二

年
－
一
七
三
八
年
）
が
、
い
わ
ゆ
る
宮
廷
ユ
ダ
ヤ
人
（
｝
｛
ｏ
ご
乱
の
）
と
し
て
重
用
さ

れ
枢
密
財
政
顧
問
官
（
９
ｇ
ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
回
Ｆ
回
ｉ
）
に
ま
で
出
世
し
人
々
の
羨

望
の
的
と
な
り
、
挙
げ
句
の
末
は
政
権
交
代
を
機
に
一
七
三
八
年
二
月
四
日
に
公
衆

の
面
前
で
絞
首
刑
に
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
恐
ら
く
宮
廷
に
取
り
入
る
の
が
ユ
ダ
ヤ

系
豪
商
の
実
力
を
発
揮
す
る
最
む
有
効
な
道
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
フ
ラ
ン
ス

大
革
命
勃
発
’
こ
七
八
九
年
）
後
の
産
業
革
命
進
展
の
中
に
お
い
て
は
事
情
が
異
な

り
、
「
思
慮
深
い
家
長
」
ラ
ン
ダ
ヴ
エ
ル
の
よ
う
に
生
育
し
発
展
す
る
市
民
社
会
と
’
・

歩
み
を
と
む
に
し
な
が
ら
、
稀
有
の
詩
才
を
も
庇
護
し
得
た
ュ
ダ
ヤ
系
豪
商
が
出
現
．

言
わ
ば
子
供
た
ち
に
対
す
る
家
父
長
権
の
様
な
、
国
民
に
対
す
る
好
意
（
乏
０
ｈ
ｌ
w
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
）

の
原
理
に
基
ず
く
が
如
き
統
治
、
す
な
わ
ち
家
父
長
的
統
治
（
i
m
p
e
ｒ
i
ｕ
m
　
ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
）

で
は
従
っ
て
臣
民
が
、
自
ら
に
と
り
真
に
何
か
有
益
か
有
害
か
を
判
断
で
き
ぬ
未
成
年
の

子
供
同
然
で
、
全
く
受
動
的
に
振
舞
わ
ざ
る
を
得
ず
、
如
何
に
幸
福
た
る
べ
き
か
に
関
し

て
は
専
ら
国
家
元
首
の
判
断
を
、
ま
た
こ
の
元
首
が
何
を
欲
し
よ
う
と
も
専
ら
そ
の
親
切

を
期
待
す
る
の
み
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
家
父
長
的
統
治
は
考
え
ら
れ
る
限
り
最
大
の
専

制
支
配
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
i
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
で
あ
る
。
・

と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
、
政
治
上
の
み
な
ら
ず
経
済
面
に
お
い
て
も
上
述
の
如
き

「
共
和
主
義
者
で
あ
り
民
主
主
義
者
」
で
あ
り
得
た
「
思
慮
深
い
家
長
」
は
、
旧
封

建
体
制
下
で
の
啓
蒙
専
制
の
範
型
な
す
「
家
父
長
的
統
治
」
に
代
わ
る
新
た
な
人
倫

統
治
の
あ
り
方
を
求
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
要
請
に
応
え
る
政
治
上
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
が
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
下
で



の
王
制
廃
止
、
す
な
わ
ち
共
和
制
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
b
l
i
ｑ
ｕ
ｅ
）
'
樹
立
（
一
七
九
二
年
九
月
）

と
旧
国
王
ル
イ
斬
首
（
一
七
九
三
年
一
月
）
で
あ
っ
た
。
殊
に
諸
外
国
の
「
家
父
長

的
統
治
」
が
皆
こ
の
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
を
敵
視
し
、
反
動
勢
力
と
し
て
結
託
し
王
政

復
古
を
目
指
し
た
結
果
と
し
て
、
四
面
楚
歌
の
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
祖
国
（
罵
喋
ｔ
）

の
た
め
に
自
ら
進
ん
で
抗
戦
し
た
。
つ
ま
り
心
の
内
か
ら
。
の
必
然
に
よ
り
、
何
ら

或
る
「
家
父
長
」
の
命
令
に
依
存
し
な
い
「
祖
国
的
統
治
（

ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
が
此
所
に
誕
生
し
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
家
父
採
的
な
ら
ざ
る
祖
Ｓ
t
S
i
S
H
　
（
ｉ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
i
ｕ
m
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
｡
　
ｓ
ｅ
ｄ
　
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
m
）

　
　
の
み
が
正
に
、
諸
権
利
の
資
格
あ
る
市
民
の
た
め
、
同
時
に
統
治
者
の
好
意
を
顧
慮
し
て

　
　
考
え
出
さ
れ
得
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
祖
国
的
（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
i
o
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
）
と
は
、
つ
ま
り
国

　
　
民
の
誰
も
が
（
国
家
元
首
も
例
外
と
せ
ず
）
公
共
体
を
母
な
る
懐
と
、
或
い
は
国
土
を
父

　
　
な
る
大
地
と
看
倣
す
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
祖
国
を
誰
も
が
ま
た
言
わ
ば

　
　
貴
重
な
遺
産
と
し
て
後
世
に
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
’
と
言
え
る
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
各

　
　
人
が
自
ら
の
諸
権
利
を
公
共
体
の
’
（
普
遍
）
意
志
に
拠
る
諸
立
法
に
よ
り
守
る
た
め
で
あ

　
　
り
、
決
し
て
統
治
者
の
無
制
限
な
（
絶
対
）
恣
意
に
従
属
す
る
事
態
を
正
当
と
は
看
倣
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
｀
Ｃ
ｉ
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
カ
ン
’
卜
は
「
俗
説
に
つ
い
て
」
の
論
文
に
お
い
て
、
「
祖
国
的
統
治
」

を
「
家
父
長
的
統
治
」
に
対
置
せ
し
め
て
い
る
。

　
恐
ら
く
こ
の
「
家
父
長
的
な
ら
ざ
る
祖
国
的
統
治
（
Ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
｡

ｓ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ

ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
l
a
乱
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
の
原
理
は
、
正
に
冒
頭
の
詩

歌
象
徴
「
思
慮
深
い
家
長
」
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の

作
品
全
体
の
基
調
と
協
和
し
う
る
指
導
理
念
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ

ツ
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
が
社
会
経
済
面
に
お
い
て
’
「
祖
国
」
ド
イ
ツ
市
民
社
会
形
成
に

力
を
尽
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
豪
商
の
友
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
こ
そ
、
他
の
諸
々
の
詩
人

た
ち
例
え
ば
シ
ラ
ー
や
ゲ
ー
テ
に
も
増
し
て
「
祖
国
（
ド
イ
ツ
）
の
詩
歌
の
崇
高

で
純
粋
な
歓
呼
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ
　
　
　
ｕ
ｎ
(
ｆ
　
　
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｈ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ

（
Ｊ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
）
Ｊ
（
口
（
２
）
）
を
目
指
し
達
成
し
た
歌
人
と
看
傲
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

八
三

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）



八
四

註
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
（
一
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

解

ド
〔
四
〕
’
思
慮
深
い
家
長
　
　
　
三
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
、
レ

　
　
剛
　
緒
’
言
・
　
　
　
‐
　
　
　
ベ
　
レ
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
ー
’

　
　
（
１
）
　
「
ド
イ
ツ
精
神
史
に
お
け
る
登
頂
前
夜
ホ
ム
ブ
ル
ク
」
一
九
八
｝
年
「
序
言
」
　
一

　
　
　
七
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
（
２
）
　
和
訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
六
年
―
六
九
年
、
第
二
巻
、
’

　
　
　
一
〇
九
頁
。
　
　
☆

　
　
　
「
抜
か
り
の
な
い
商
人
は
わ
が
郭
に
く
つ
ろ
い
で
そ
の
日
の
損
益
を
２
　
い
は
か
る
。
」

　
　
　
（
第
四
句
－
第
五
句
）

　
　
（
３
）
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
、
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
第
三
十
二
巻
、

　
　
　
人
文
科
学
、
一
九
八
四
年
三
月
刊
、
・
〔
三
〕
市
民
　
山
市
民
生
活
、
三
八
頁
－
三
九
頁
。

　
　
（
４
）
　
仏
訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
作
品
集
、
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
、
一
九
六
七
年
、
八
〇
八
頁
、
ル
ー

　
　
　
訳

　
　
（
５
）
　
伊
訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
集
、
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
叢
書
三
三
、
一
九
六
三
年
、
｝
○
一

　
　
　
頁
、
ヴ
ィ
ゴ
ー
ロ
訳
。

　
　
（
６
）
　
独
英
対
訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
詩
歌
と
断
片
」
一
九
八
〇
年
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
訳
、

　
　
　
二
四
三
頁
。

　
　
（
７
）
　
　
シ
ン
チ
ン
ガ
ー
編
「
ド
イ
ツ
詩
集
」
　
第
三
書
房
、
一
九
六
九
年
、
一
二
九
頁
。

　
　
（
８
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
版
、
一
九
四
六
年
－
七
七
年
（
索

　
　
　
引
一
九
八
五
年
）
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

　
　
（
９
）
　
「
一
八
〇
〇
年
頃
の
悲
哀
と
理
想
－
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
悲
歌
作
品
研
究
」
一
九

　
　
　
八
二
年
、
三
〇
頁
。

　
　
（
1
0
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

　
　
［
Ｈ
］
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
、

　
　
（
1
2
）
　
「
ド
イ
ツ
詩
集
」
（
註
（
７
）
）
　
二
一
九
頁
。

田
　
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル

（
Ｏ
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

（
１
）
・
「
詩
歌
精
神
の
方
法
論
」
。
全
集
、
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
。

（
２
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
四
三
六
頁
。
｝
八
〇
三
年
十
二
月
付
ヴ
ィ
ル
マ
ン
ス
宛
書
簡
二

　
　
四
五
。

（
３
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
九
八
頁
。
母
宛
書
簡
二
Ｉ
○
。

（
４
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
一
　
一
四
頁
。

（
５
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
二
Ｉ
八
頁
。
弟
宛
書
簡
一
二
六
。

（
６
）
　
全
集
、
第
七
巻
、
第
二
分
冊
、
三
九
一
頁
。
母
の
遺
書
（
一
八
こ
一
年
九
月
二
十

　
『
日
付
』
の
記
述
よ
り
。
　
　
　
　
　
　
‘
。
　
　
　
　
　
　
、

（
７
）
　
註
（
５
．
）
弟
宛
書
簡
’
二
Ｉ
八
頁
。
　
Ｍ
゛
　
－
Ｌ
　
ｊ
　
　
嘩
“
　
　
　
’
ｉ
ｄ
Ｉ
　
Ｉ
ｊ
゛

　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
甲
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽
　
―

（
８
）
’
全
集
、
第
六
巻
、
。
三
九
五
頁
。
母
宛
書
簡
二
〇
六
。
。
。
　
　
　
　
　
ブ

（
９
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
九
七
頁
。
母
宛
書
簡
二
〇
九
。
Ｔ
ｊ
　
　
　
　
万

（
1
0
）
　
全
集
、
第
六
巻
ご
二
九
八
頁
　
０
母
宛
書
簡
二
Ｉ
○
。
ヽ
　
　
　
　
’
｀

（
1
1
）
　
全
集
、
第
六
港
、
四
〇
一
頁
。
妹
宛
書
世
士
五
。
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
。

（
1
2
）
　
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
‘
ト
」
結
句
（
第
二
二
Ｉ
○
句
）
。
ハ
ム
ブ
ル
ク
版
作
品
集
い

　
　
一
九
八
二
年
、
第
三
巻
、
三
六
四
頁
。

（
1
3
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
二
〇
五
頁
。
書
簡
一
一
八
。

（
1
4
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
四
頁
。

（
1
5
）
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
部
「
西
欧
（
ヘ
ス
ペ
リ
ア
）
の
夜
」
（
第
七
節
１
第

　
　
九
節
）
参
照
。

（
1
6
）
・
　
全
集
、
第
二
巻
、
こ
一
三
頁
。
「
母
な
る
大
地
に
」
。

（
1
7
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
二
頁
。

（
1
8
）
　
　
ニ
ー
チ
エ
「
悲
劇
の
誕
生
」
　
一
八
七
二
年
。

（
1
9
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
四
頁
。
第
八
節
。

（
2
0
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。
第
六
節
。

（
2
1
）
　
「
新
約
聖
書
」
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
第
二
六
章
、
第
二
六
節
－
二
九
節
。
「
マ
ル

　
　
コ
福
音
書
」
第
一
四
章
、
第
二
二
節
－
第
二
五
節
。

（
2
2
）
　
全
集
、
第
｝
巻
、
二
七
八
頁
。
「
婚
礼
前
の
エ
ミ
ー
リ
ア
」
第
三
〇
句
。

　
　
　
「
旧
約
聖
書
」
「
イ
ザ
ヤ
書
」
第
四
五
章
、
第
十
五
節
「
隠
れ
た
神
（
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ

　
　
ａ
ｂ
ｓ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ｉ
ｔ
ｕ
ｓ
:
　
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
）
」
参
照
。

（
2
3
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
七
頁
。
弟
宛
書
簡
一
七
二
。

（
2
4
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
二
八
九
頁
。
書
簡
｝
六
七
。
。
。

　
　
他
万
詩
人
の
「
凡
俗
嫌
い
（
０
ｄ
ｉ
　
ｐ
ｒ
０
ｆ
ａ
ｎ
ｕ
m
　
ｖ
ｏ
ｌ
ｇ
ｕ
ｓ
）
」
（
ホ
ラ
い
テ
ィ
ウ
ス
「
歌
章
」



　
　
　
第
三
巻
、
第
一
歌
、
第
一
句
。
作
品
集
、
ト
イ
ブ
ナ
ー
古
典
叢
書
、
一
九
七
〇
年
、
六

　
　
五
頁
）
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
別
に
陶
潜
「
蹄
園
田
居
五
首
、
其
一
」
冒
頭

　
　
　
「
少
無
適
俗
韻
（
少
き
よ
り
俗
に
適
今
の
韻
べ
な
く
）
」
（
岩
波
中
國
詩
人
選
集
、
第
四

　
　
　
巻
、
一
海
知
義
注
「
陶
淵
明
」
一
九
五
八
年
、
二
五
頁
）
参
照
。
蓋
し
「
凡
俗
」
と
は

　
　
　
「
聖
域
を
涜
す
世
俗
の
徒
」
（
前
記
「
歌
章
」
藤
井
昇
訳
、
現
代
思
潮
社
、
古
典
文
庫
、

　
　
　
第
四
七
巻
、
一
九
七
三
年
、
一
一
五
頁
）
と
解
さ
れ
得
る
「
猿
土
」
で
も
あ
る
。

　
　
（
2
5
）
　
全
集
、
第
七
巻
、
第
一
分
冊
、
一
六
九
頁
。

　
　
（
2
6
）
　
べ
。
ク
／
ラ
ー
ベ
共
編
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
年
代
記
」
一
九
七
〇
年
、
三
七
一
頁
－

　
　
　
三
七
二
頁
。

　
　
（
2
7
）
　
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
交
友
圏
」
一
九
七
五
年
、
八
六
頁
。

　
　
（
2
8
）
　
作
品
集
、
第
七
巻
、
三
七
頁
。

　
　
（
2
9
）
　
作
品
集
、
第
七
巻
、
二
八
七
頁
。

閣
　
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
絨
毯
毛
織
物
商
会

　
　
（
１
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。

　
　
（
２
）
　
全
集
、
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
、
第
三
巻
、
一
九
六
四
年
、
三
六
一
頁
。
「
社
会
契
約
論
」

　
　
　
第
一
編
、
第
六
章
。

　
　
　
　
「
わ
れ
ら
構
成
員
の
各
人
が
自
己
の
人
格
お
よ
び
能
力
を
公
に
委
ね
、
普
遍
意
志
の
至

　
　
　
高
の
指
導
の
下
に
置
く
。
そ
し
て
我
々
は
各
構
成
員
を
、
全
体
か
ら
分
か
ち
難
い
部
分

　
　
　
と
し
て
、
皆
一
緒
に
受
け
と
る
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
「
つ
ま
り
各
人
が
自
己
を
皆
の
も
の
と
し
つ
つ
、
誰
に
も
自
分
を
譲
渡
し
な
い
の
で
あ

　
　
　
る
。
」

　
　
（
３
）
　
ア
カ
デ
ミ
ー
版
に
拠
る
作
品
集
、
一
九
六
八
年
写
真
複
刻
版
、
第
六
巻
、
三
一
三

　
　
　
頁
。

　
　
　
　
「
そ
れ
ゆ
え
各
人
が
万
人
に
関
し
万
人
が
各
人
に
関
し
正
に
同
一
の
決
定
を
す
る
限
り

　
　
　
で
の
、
万
人
の
心
を
合
わ
せ
て
一
致
し
た
意
志
に
、
す
な
わ
ち
公
民
の
一
致
し
た
普
遍

　
　
　
’
意
志
の
み
に
立
法
権
が
あ
る
。
」

　
　
（
４
）
　
作
品
集
、
一
八
四
五
年
－
四
六
年
版
に
依
る
写
真
複
刻
版
、
一
九
七
一
年
、
第
七

　
　
　
巻
、
四
六
七
頁
。

　
　
　
　
「
精
神
の
本
性
は
人
類
の
本
質
を
偏
に
最
高
度
に
多
様
な
諸
段
階
を
な
し
、
各
々
個
人

　
　
　
に
お
い
て
も
、
ま
た
大
き
な
全
体
と
し
て
の
個
体
、
つ
ま
り
諸
国
民
に
お
い
て
も
表
現

　
　
　
し
得
た
。
あ
た
か
も
各
国
民
が
自
己
を
頼
み
と
し
、
自
ら
の
固
有
性
に
従
い
、
ま
だ
更

　
　
　
に
こ
の
国
民
に
属
す
る
個
人
が
、
国
民
共
通
の
固
有
性
と
と
も
に
自
’
ら
の
特
殊
な
固
有

　
　
　
性
に
従
い
、
自
己
展
開
し
自
己
形
成
す
る
丁
度
そ
の
よ
う
に
、
神
性
の
現
象
は
自
ら
固

　
　
　
有
の
鏡
に
自
己
を
映
し
出
す
の
で
あ
る
。
」

八
五
’
　
。
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
二
　
（
高
橋
）

（
５
）
　
作
品
集
、
一
八
三
二
年
ト
四
五
年
版
に
拠
る
、
一
九
六
九
年
－
七
一
年
、
第
二
巻
、

　
八
二
頁
。
「
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
体
系
と
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
体
系
の
差
異
」
｛
｝
八
〇
一
年
）

　
「
フ
ィ
ヒ
テ
体
系
の
叙
述
」

（
６
）
　
当
該
の
詩
節
を
「
自
由
」
に
関
し
て
私
は
既
に
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第

　
、
五
五
句
）
を
目
指
す
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
に
お
い
て
考
察
し
た
。
詳
細
は
高

　
　
知
大
学
学
術
研
究
報
告
（
一
九
八
五
年
度
）
第
三
四
巻
の
人
文
科
学
篇
所
収
（
一
頁
―

　
　
七
二
頁
）
の
筆
者
の
別
論
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
－
「
至
福
な
る
ギ

　
ー
リ
シ
ア
」
（
一
九
八
六
年
三
月
刊
）
の
う
ち
〔
三
〕
神
話
の
神
、
殊
に
そ
の
「
閣
堅
固

　
　
に
留
ま
る
一
者
」
を
参
照
。

（
７
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
二
頁
。

（
８
）
　
全
集
、
第
三
巻
、
八
一
頁
。

（
９
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
三
九
頁
。
書
簡
一
八
三
。

　
　
此
所
に
云
う
「
各
個
が
固
有
の
全
体
」
と
は
、
「
威
厳
あ
る
悲
劇
形
式
」
に
お
け
る

　
　
「
音
調
（
ト
ー
ン
）
の
各
個
が
固
有
の
全
体
」
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
こ
の

　
　
詩
歌
諸
形
式
の
う
ち
最
も
厳
格
な
悲
劇
形
式
が
焦
眉
の
急
と
し
て
目
指
す
点
が
、
如
何

　
　
な
る
飾
り
気
も
な
く
、
各
個
が
固
有
の
全
体
を
な
す
濁
り
な
き
偉
大
な
諸
音
調
が
十
中

　
　
八
九
、
諧
調
な
し
て
転
移
し
つ
つ
進
展
す
る
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
。

（
1
0
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
一
頁
。
書
簡
一
七
一
。

（
1
1
）
　
全
集
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
、
第
三
巻
、
一
九
五
三
年
、
三
四
四
頁
と
三
四
五
頁
と

　
　
の
間
。

　
　
こ
の
「
暴
君
打
倒
」
は
欧
文
註
に
掲
げ
た
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
「
ペ
ル
シ
ア
人
」
第
二
四

　
　
一
句
な
ど
古
代
ギ
リ
シ
ア
都
市
国
家
の
民
主
思
想
へ
と
遡
求
で
き
得
る
。

（
り
一
）
　
五
巻
本
パ
ン
サ
ー
版
全
集
、
一
九
六
五
年
ト
七
六
年
、
第
五
巻
、
四
二
二
頁
。
美

　
　
学
芸
術
論
集
、
石
原
達
二
訳
、
冨
山
房
百
科
文
庫
、
一
九
七
七
年
、
六
四
頁
。

　
　
「
あ
る
風
景
が
美
し
く
構
成
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
個
々
の
部
分
が
互
に
は
た
ら

　
　
き
あ
っ
て
、
各
自
が
み
ず
か
ら
そ
の
限
界
を
置
き
、
全
体
を
個
々
の
部
分
の
自
由
の
結

　
　
果
で
あ
る
よ
う
に
す
る
場
合
で
す
。
風
景
の
な
か
の
す
べ
て
の
部
分
が
全
体
に
関
係
づ

　
　
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
な
お
各
自
固
有
の
規
則
に
従
い
、
自
分
だ
け
の
意
志
に
従
っ
て

　
　
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

（
1
3
）
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
史
料
編
纂
所
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
t
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｖ
）
所
蔵
。
詳
み
に
こ
の

　
　
「
工
場
目
録
」
の
記
載
は
邦
語
文
献
、
松
田
智
雄
著
「
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
基
礎
研
究
」

　
　
（
岩
波
書
店
、
［
九
六
七
年
］
に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
恐
ら
く
写
し
間
違
い

　
　
か
誤
植
ゆ
え
に
、
「
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
商
会
」
が
「
ン
」
を
「
ウ
」
と
し
た
「
ラ
ウ
ダ
ウ

　
　
エ
ル
商
会
（
Ｃ
ｈ
.
　
Ｌ
ａ
ｕ
ｄ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
｡
　
Ｆ
.
）
」
（
三
七
五
頁
）
-
-
')
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。



八
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
五
巻
　
（
一
九
八
六
年
度
）
　
人
文
科
学

（
1
4
）
　
右
記
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
会
・

　
社
名
薄
（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
　
F
i
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｃ
己
）
｛
｝
八
三
二
年
）
に
記
載
。

（
1
5
）
　
マ
イ
ヤ
ー
百
科
事
典
、
第
二
四
巻
、
一
九
七
九
年
、
四
八
四
頁
、
「
問
屋
制
度
」

　
　
の
項
。

（
1
6
）
　
こ
の
「
集
合
工
場
」
と
「
分
散
工
場
」
の
二
分
類
は
、
デ
ィ
ド
ロ
編
「
百
科
全
書

　
　
（
Ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｏ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
）
Ｊ
第
一
〇
巻
（
一
七
六
五
年
）
所
収
の
「
マ
ｙ
一
ユ
フ
″
ク
チ
ュ
ー

　
　
ル
」
の
項
（
六
〇
頁
左
段
－
六
二
頁
左
段
）
に
拠
る
。
詳
み
に
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論

　
（
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｋ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
a
l
）
」
第
一
巻
（
一
八
六
七
年
）
の
第
七
篇
・
第
二
四
章
に
は
、

　
「
革
命
の
獅
子
ミ
ラ
ボ
ー
」
の
言
葉
と
し
て
「
集
合
工
場
（
Ｂ
ｈ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｉ
ｅ

　
あ
る
い
は
Ｆ
可
ぎ
§
「
―
Ｉ
Ｑ
」
」
と
「
分
散
工
場
（
ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｓ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ
）
Ｊ
が
挙

　
げ
て
あ
る
（

　
７
ル
ク
ス
ー
エ
ン
グ
ル
ス
全
集
、
第
二
三
巻
、
一
九
六
二
年
、
七
七
四
頁
－

　
七
七
五
頁
）
。
尚
「
百
科
全
書
」
原
典
は
高
知
大
学
附
属
図
轡
館
所
蔵
の
貴
重
本
を
用

　
い
た
。

（
1
7
）
　
右
記
（
註
（
1
6
）
）
全
集
、
第
二
三
巻
、
七
七
四
頁
－
七
七
五
頁
に
お
け
る
ミ
ラ

　
　
ボ
ー
よ
り
の
引
用
。

（
1
8
）
　
右
記
（
註
（
1
6
）
）
　
「
百
科
全
嗇
」
第
一
〇
巻
、
六
一
頁
左
段
。

（
1
9
）
　
詳
み
に
「
百
科
全
書
」
第
一
〇
巻
で
「
工
場
制
手
工
業
」
に
関
し
、
そ
の
「
分
散

　
　
工
場
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
共
和
精
神
は
同
時
に
、
編
集
長
デ
ィ
ド
ロ
を
中
心
に
し
て

　
　
諸
学
者
が
協
力
し
た
当
の
「
百
科
全
書
」
’
そ
の
も
の
の
基
本
姿
勢
で
も
あ
っ
た
。

　
　
「
学
術
団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
だ
け
で
な
く
、
人
知
の
全
領
域
に
わ
た
る
こ
の
よ

　
　
う
な
企
画
を
実
施
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
「
百
科
全
書
」
の
果
す
べ
き
役
目
で
あ
る
。

　
　
こ
の
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
各
自
の
専
門
に
専
心
し
な
が
ら
、
同
時
に
人
類
共
通

　
　
の
利
害
と
相
互
の
善
意
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
文
筆
家
・
技
芸
家
の
結
社
に
よ
り
は
じ
め

　
　
て
実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
…
…
　
私
は
、
こ
れ
ら
有
能
の
士
が
や

　
　
れ
ぞ
れ
別
個
に
あ
る
こ
と
を
望
む
。
…
…
各
自
が
各
自
の
行
な
い
を
誇
り
と
し
、
熱

　
意
を
燃
や
す
。
」
（
「
百
科
全
轡
」
第
五
巻
、
一
七
五
五
年
、
デ
ィ
ド
ロ
執
筆
「
百
科

　
全
書
」
の
項
、
六
三
六
頁
右
の
左
段
。
法
政
大
学
出
版
局
刊
「
デ
ィ
ド
ロ
著
作
集
」

　
第
二
巻
、
一
九
八
〇
年
、
「
百
科
全
書
」
よ
り
「
百
科
全
書
」
の
項
、
中
山
毅
訳
、

　
九
一
頁
。
）

（
2
0
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
五
頁
。

（
2
1
）
　
「
我
は
在
り
て
在
る
者
で
あ
る
ぞ
（
エ
ヒ
イ
エ
ー
ア
シ
ェ
ル
ー
エ
ヒ
イ
エ
）
。
」

　
　
（
「
旧
約
聖
書
」
　
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
第
三
章
、
第
一
四
節
）
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト

　
　
版
原
典
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
、
ド
イ
ツ
聖
書
協
会
刊
、
一
九
八
四
年
、
八
九
頁
。

（
2
2
）
。
「
ね
た
む
（
カ
ン
ナ
ー
）
神
」
（
「
旧
約
聖
書
」
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
第
二
〇
章
、

　
　
、
第
五
節
。
第
三
四
章
、
一
四
節
。
右
記
（
註
（
2
1
）
）
原
典
聖
書
、
一
　
一
九
頁
。
一
四

　
　
　
四
頁
。
そ
の
他
「
申
命
記
」
第
四
章
、
第
二
四
節
。
第
五
章
、
第
九
節
。
第
六
章
、
第

　
　
　
一
五
節
。
右
記
原
典
聖
嗇
、
二
九
二
頁
。
二
九
四
頁
。
二
九
七
頁
。
尚
こ
の
「
ね
た

　
　
　
む
神
」
は
同
時
に
「
生
け
る
（
ハ
イ
ー
ム
）
神
（
エ
ロ
ヒ
ー
ム
）
」
（
「
申
命
記
」

　
　
　
第
五
章
、
第
二
六
節
。
右
記
原
典
聖
轡
、
二
九
六
頁
）
た
る
「
在
り
て
在
る
者
」

　
　
　
（
註
（
2
1
）
）
で
あ
る
。
「
カ
ン
ナ
ー
（
ｅ
ｉ
ｆ
ｅ
ｒ
ｓ
t
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
i
g
）
Ｊ
の
語
彙
に
関
し
て
は
、

　
　
　
ゲ
ゼ
ニ
ウ
ス
「
旧
約
ヘ
ブ
ラ
イ
語
・
ア
ラ
ム
語
中
型
辞
典
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
w
６
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
）
Ｊ

　
　
　
（
第
一
七
版
、
一
九
一
五
年
）
七
一
七
頁
参
照
。

　
（
2
3
）
　
ニ
ー
チ
エ
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
語
っ
た
」
第
一
部
、
第
一
章
’
「
三
段
の

　
　
　
変
容
」
に
お
い
て
、
西
欧
牛
リ
ス
ト
教
倫
理
を
［
言
で
以
て
蔽
っ
た
も
の
。
批
判
版
作

’
　
品
全
集
、
第
六
部
、
第
‘
一
巻
、
ご
一
九
六
八
年
、
二
六
頁
。

　
。
（
2
4
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
宗
教
ｉ
ｆ
　
（
Ｉ
Ｊ
ｂ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
）
Ｊ
一
七
九
九
年
。
全
集
、
第
四

　
　
　
巻
、
二
八
一
頁
。

　
（
2
5
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
二

‘頁
。
「
パ
ン
と
ぶ
ど
・
７
酒
」
第
二
部
「
ギ
リ
シ
ア
の
日
」

　
　
　
を
、
そ
の
第
四
節
で
こ
う
「
神
々
の
日
（
昼
）
」
と
呼
ぶ
。

　
（
2
6
）
　
全
集
、
。
第
二
巻
、
九
三
頁
。
右
記
（
註
（
2
5
）
）
「
ギ
リ
シ
ア
の
日
」
を
、
そ
の
第

　
　
　
六
節
で
こ
う
命
名
す
る
。

　
。
（
2
7
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
―
九
二
頁
。

㈲
　
共
和
精
神
と
専
制

　
（
１
）
　
「
音
楽
の
精
神
か
ら
の
悲
劇
の
誕
生
」
（
一
八
七
二
年
）
第
十
九
章
。
批
判
版
作

　
　
品
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
一
九
七
二
年
、
こ
一
三
頁
。
「
同
じ
源
泉
か
ら
溢
れ
出

　
　
ず
る
ド
イ
ツ
哲
学
の
精
神
」
（
同
章
、
こ
一
四
頁
）
。

（
２
）
　
「
ド
イ
ツ
の
歌
」
第
一
五
句
－
第
二
〇
句
。

一
五
　
　
　
ｉ
’
｀
　
　
畑
沁
て
淵
濃
き
木
蔭
に
深
く
坐
し
、

　
　
　
ま
た
頭
の
上
で
微
風
に
楡
の
木
立
ち
が
戦
ぐ
と
、

涼
し
く
息
吹
く
小
川
に
佇
ず
み

か
つ
歌
う
の
だ
、
も
し
明
鏡
の

ｆ
ド
イ
ツ
の
詩
人
は

^
≫
l
≪
C
_
O
て

・
水
面
か
ら

　
　
　
　
　
し
か
と
飲
み
ほ
す
と
、
遠
い
彼
方
へ
と
静
聴
す
る
耳
を
そ
ば
だ
て
、

　
　
二
〇
　
魂
の
歌
声
を
（
奏
で
る
の
だ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
集
、
第
二
巻
、
二
〇
二
頁
）

（
３
）
　
こ
の
「
ド
イ
ツ
精
神
」
を
自
覚
し
た
当
時
の
代
表
と
し
て
此
所
で
は
フ
ィ
ヒ
テ

　
　
（
一
七
六
二
年
－
一
八
一
四
年
）
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
実
に
一
七
九
九
年
五
月
二
十
二

　
　
日
付
ラ
イ
ン
ボ
ル
ト
宛
書
簡
で
フ
ィ
ヒ
テ
自
ら
「
も
し
何
ら
か
ド
イ
ツ
精
神
が
救
わ
れ

　
　
得
る
な
ら
、
私
か
告
ぐ
（
m
e
i
n
　
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
こ
と
に
よ
り
救
わ
れ
得
る
」
（
バ
イ
エ
ル



　
　
　
ン
学
術
ア
カ
デ
ミ
ー
編
フ
ィ
ヒ
テ
全
集
’
一
七
九
六
年
－
九
九
年
往
復
書
簡
集
、
一
九

　
　
　
七
二
年
、
三
五
五
頁
）
と
表
明
し
て
い
る
程
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
が
空
言
で
な
か
っ

　
　
　
た
こ
と
が
「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｔ
i
o
乙
）
（
一

　
　
　
八
〇
七
年
－
○
八
年
）
で
明
ら
か
に
確
か
め
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
４
）
　
　
マ
ル
ク
ス
ー
エ
ン
グ
ル
ス
全
集
、
第
四
巻
、
一
九
六
四
年
、
四
四
頁
。

　
　
（
５
）
　
右
記
全
集
、
第
四
巻
、
四
四
頁
。

　
　
（
６
）
　
「
国
富
論
」
（
初
版
一
九
〇
四
年
刊
二
巻
本
）
第
三
版
、
一
九
二
二
年
、
第
｀
一
巻
、

　
　
　
四
二
Ｉ
頁
。
第
四
書
「
経
済
学
諸
体
系
論
」
第
二
章
。

　
　
（
７
）
　
「
諸
国
民
の
富
の
本
質
と
諸
原
因
の
探
求
」
が
「
国
富
論
」
と
訳
き
れ
る
書
物
の

　
　
　
原
題
で
あ
る
。

　
　
（
８
）
　
作
品
集
（
倒
（
３
）
）
第
八
巻
、
三
六
八
頁
。

　
　
（
９
）
　
作
品
集
（
倒
（
４
）
）
第
三
巻
、
四
六
八
頁
。

　
　
（
1
0
）
　
作
品
集
（
閣
（
４
）
）
第
七
巻
、
四
六
七
頁
。

　
　
（
1
1
）
　
前
掲
（
倒
（
1
3
）
）
市
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

　
　
（
1
2
）
　
ク
レ
ー
ナ
ー
版
「
ド
イ
ツ
史
跡
都
市
案
内
」
第
六
巻
「
バ
ー
デ
ン
ー
ヴ
ュ
ル
テ
ム

　
　
　
ベ
ル
ク
」
一
九
六
五
年
ノ
六
五
七
頁
バ
欧
文
註
掲
載
市
街
図
７
参
照
。

　
　
（
1
3
）
　
前
掲
（
倒
（
1
3
）
）
市
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

　
　
（
1
4
）
　
厳
密
に
云
う
と
、
商
会
創
設
は
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ー
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
（
一
七
六
九

　
　
　
年
－
一
八
四
五
年
）
の
父
ゲ
オ
ル
グ
ー
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
ラ
ン
ダ
ヴ
エ
ル
（
一
七
三
四

　
　
　
年
－
一
八
〇
〇
年
）
の
手
に
な
る
が
、
実
質
上
の
礎
は
子
が
固
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
1
5
）
　
例
え
ば
前
掲
（
剛
（
８
）
）
全
集
。
の
第
六
巻
と
、
第
七
巻
（
全
四
分
冊
）
に
収
め

　
　
　
ら
れ
た
書
簡
・
資
料
集
編
纂
の
ま
と
め
役
が
べ
。
ク
で
あ
る
。

　
　
（
1
6
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
協
会
刊
「
ヘ
ル
ダ
ー
ー
ン
年
代
記
」
（
閣
（
2
6
）
）
　
一
九
七
〇
年
、

　
　
　
三
八
九
頁
。

閤
　
結
　
　
　
語

　
　
（
１
）
　
　
マ
イ
ヤ
ー
百
科
事
典
、
第
十
四
巻
、
一
九
七
五
年
、
五
八
四
頁
。

　
　
（
２
）
　
百
科
事
典
ユ
ダ
イ
カ
、
再
版
、
一
九
七
三
年
、
一
三
八
五
段
。
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）Das Geschaft der Brlider Landauer am Markt-

platz Nr.１７ fUhrte ･Manufak七urwaren (1905).

(Stu七七ｇａｒ七Kulturamt-Stadtarchiv)



　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　．　．!‘ｔ●　　　　　　　　IV(4)13-{5)5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１13)Chronik der Stadt Stuttgart. 1933-45.　　　Ｊ

　　1936　Ratsherr Breuninger berichtet：Die Firma der Briider Landauer soil

　　demnachst in ein arisches Unternehmen ubergehen.

　　12.III.1942　Die geheime Staatspolizei Stuttgart gibt beksinnt, dafl das

　　Vermbgen　des Louis Israel Landauer(18ら８二1940), letzter ･Wohnsitz in Stutt-

　　gart zur Forderung volks- und staatsfeindlicher Bestrebungen gebraucht

　　und bestlmmt war. Daher werden die inlandischen Vermりgenswerte des Louis

　　Israel Landauer zu Gunsten des D. Reiches eingezogen.

14)Georg Friedrich Landauer(1743-1800). Chr･istianヽLandauer(1769-1845) .

15)Beck, Adolf(Herauｓａｅber)：　Holderlins ５如七tgarter Ausgabe(IV(l)H). Bd.6

und Bd.7(4 Teile)：　Briefe und Dokumentei

16)Holderlin： Eine Chronik in Text und Bild(IV{2ﾚ)26). S.389.

　　Politisch war auch er Republikaner, Dempkr球，

(5) SCHLUSSWORT　　　　　　　　　　　　　　　　●　≒　●　　　・．･∧　　　　　　　　　，

　1)Meyers Enzyklopadisches Lexikon. Mannねeitii.　Bibliographisches Institut・

Bd.l4.　1975.　S.584.　Vgl.　IV(3)15.　　　　　∧

　　Landau in der Pfalz. Die kathorische Pfarrkirche Maria Himmelfahrt wurde

　　１９０７－１１１ｍneuromanischen Stil erbaut　　　　　　　　　　'
　2)Encyclopaedia Judaica. Jerusalem. Keter･．工971.･2.Aufl. 1973. Bd.lO.‘

　　Jews were first mentioned in Landau in the late 13th century. Ａ Judengasse

　　１ｓnoted in 1329. (Sp.l384/Sp.l385) The synagogue of Landau, Germeiny,

　　built in 1884 and destroyed by the Nazis ｏｎ‘Kristallnacht, 1938.

　3)Yamashita, Hajime：　Studien zur neuzeltlichen Geistesceschichte des deut-

schen Judentums. Yushindo. 1980. S.63.　　　　　　　し

　4)Kant 。IJber den Gemeinspruch：　Das mag in der Theorie richtig sein, taugt

aber nicht fUr die Praxis”(1793)：　ＡＴ(ＩＶ･(3)3).Bd.8.　S.290-291・

　　Eine Regierung, die auf dem Princip deＢＶＩohlwollens gegen das Volk als

　　eines Vaters gegen seine Kinder errichtet ware･,. d.i. ei･ne vaterliche Re-

　　gierung (imperium paternale), wo also die Unterヽthanen als unmundige Kin-

　　der, die nicht unterscheiden konnen,･was ihnen wahrhaftig nutzlich Oder

　　schadlich (S.290/S.291)　ist, sich blofl passiv.zu verhalten genbthigt

　　sind, urn, wie sie glUcklich sein sollen。blofl １･on dem Urtheile des

　　Staatsoberhaupts und, daB dieser es auch wolle, bloB von seiner Gutig-

　　keit zu erwarten：　ist der grbflte denkbare Ｄき･spotismus (Verfassung, die

　alle Freiheit der Unterthanen, die alsdaねn gar keine Rechte haben, auf-

　　hebt).　Nicht eine vaterliche, sondern　eine vaterlandische Regierung (im-

　perium non paternale, sed patrioticu!Ti) ist diejenige,

5)Kant：　op. cit. S.291.　　　　　　　　　　　‥．▽　▽　　，．

●●●●●

Nicht eine vaterliche, sondern elne vaterlShdische Regierung (imperium
non paternale, sed patrioticum) ist diejenige･, welche allein fUr Menschen
die der Rechte fahig sind, zugleich in ｌ!eziehung auf das Wohlwollen des　．
Beherrschers gedacht werden kann. Patriotisch・ist namlich: die Denkungs-
art, da ein jeder im Staat (das Oberhaupt desselben nicht ausgenommen)
das gemeine Wesen als den mUtterlichen S.choofl,odeかdas Land als den va-
terlichen Boden, aus und auf dem er selbsく七entsprungen, und welchen er
auch so als ein theures Unterpfand hinterlassen tnuB, betrachtet, nur urn
die Rechte desselben durch Gesetze des gemeinsamen Ｗ工１!enszu schutzen.
nicht aber es seinem unbedingten Belieben zutiiGebrauch zu unterwerfen
sich fur befugt halt. - Dieses Recht der Freiheit komr!itihm, dem Gliede
des gemeinen Wesens, als Mensch zu, so fern c!ieser namlich ein Wesen ist,
das uberhaupt der Rechte fahig ist.　　　　　　　／



IV(4)7-12

　7)Vgl. IV(4)6.
　8)Kant 。Zum ewigen Frieden”(1795) l.Zusatz. Von der Garantie des ewigen
Friedens.：　AT(IV(3)3). Bd.8. S.368.
　　Esist der Handelsgeist, der mit dem Kriege nicht zusammen bestehen kann,
　　undder friiher Oder spater sich jedes Volks bemachtigt.
　9)Fichte 。Der geschlossene Handelsstaat”(1800) II.Buch. Zeitgeschich七ｅ－
Vom Zustande des Handelsverkehrs in den gegenwartigen wirkllchen Staaten.
6.Kap。：　Werke(IV(3)4).Bd.3. S.468.
　　Esentsteht zu der feindseligen Tendenz , welche ohnedies alle Staaten ge-
　　genalle wegen ihrer Terri七〇rial-Grenzen haben, noch eine neue um das Han-

delsinteresse;　und ein allgemeiner geheimer Handelskrieg ●●●●●

　　Dieser geheime Krieg geht in Thatlichkeiten Uber, und in solche, die nicht

　　ehrenvoll sind. Man befordert den Schleichhandel in benachbarte Lander,

　　und muntert ihn wohl bffentlich auf. 一Das streitende Handelsinteresse ist

　　oft die wahre Ursacりｅ von Kriegen, denen man einen anderen Vorwand giebt.

10)Fichte 。Reden an die deutsche Nation" 13.Rede： Werke(工V(3)4) Bd.3. S.466-

467. ｖｇ１・　。jenes　hbchs七ｅGesetz der Geisterwelt"(IV(3)4).

　　Mbchten wir endlich einsehen,･ dass alle jene schwindelnden Lehrgebaude

　　uber Welthandel und Fabrication fur die Welt zwar fur den Auslander pas-

　　sen, und gerade unter die (S.466/S.467) Waffen desselben gehbren, womit

　　ervon jeher uns bekriegt hat, dass sie aber bei den Deutschen keine An-

　　wendung haben, und dass, nachst der Einigkeit dieser unter sich selber,

　　ihre innere Selbststandigkeit und Handelsunabhangigkeit das zweite Mittel

　　istihres Heils, und durch sie des Heils von Europa.

H)Verzeichnis ｄｅｒ･･Firmenjubilaen.　1931.

　Gebriider Landauer-AG： Manufakturwaren- Herren und Damen-Konfektion. Stutt-

　gart. Marktplatz 17. 1897ff.

12)Handbuch der historischen Statten　Deutschlands. Bd.6：　Baden-V/urttemberg･

Stuttgart. Kroner. 1965. S.657.

図1287 田1794

Slullgnrt

　１Neues SchloB

　２ Altes SchloB

　３Kanzleigebaude

　4 Prinzenbau ・

　５Stiftskirche

　６･Rathaus

　７Herrenhaus, 1820 abgebrてxiiai

　８Waisenhaus

　　(Institut fUr AuslarKfebeziehungen)

　９Akademie　　　　　　　　　　　　　ｌ

　　(*em. Hohe-Carls-Schule)

１０ Leonhardskirche

１１ Legionskaserne

　　(Schillers Kaserne)

１２ Rotebiihlkaserne

１３ Hospitalkirche

１４ Reitschule, jetzt Kbnigsbau

１５ Opernhaus



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●,･　　　≒　　　　　　　　　　IV(4)3-6

　3)Fichte： Gesanitau8gabe. Bayerische Akademle ｄｅｒトWissenachaften. Ill： Brie-

feband. Bd.3. S.353-363：　Brief an Karl Leonhard Reinhold. 22.Mai.1799.

　　Ich darf jezt nicht verstummen;　schweige ich jezt。 so dUrfte ich wohl nie

　　wieder an's Reden kommen. 一Es war mir, seit der Verbinc!ung RuBlands mit

　　●●　　Osterreich schon hbchst wahrscheinlich, ･was mir nunraehro durch die neusten

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　■　　　　'　　　　　Ｆ　　Begebenheiten, und besonders seit des grSBlichen ＧｅＥ!andtenmords (liber den

　　man hier jubelt, und Uber welchen Schiller, u. Gりthe ausrヽufen：　so ｉｓｔ゛ｓ

　　recht, diese Hunde muB man todschlagen)･Ｖりllig gewiB ist, dafl der Despo-

　　tismus sich von nun an mit Verzweiflung vertheidigen∧wird, daB er durch

　　Paul, u・　Pitt consequent wird, dafi die basis s.eir!ｅｉ!Plans die ist, die

　　Geistesfreiheit auszurotten, und daB die Deutscheれﾚihm die Erreichung die-

　　ses Zweks nicht erschweren werden.　　・ (S.354).

　　In Summa;　es ist mir gewisser, als ｄａ６･･gewiss夕ste, dafl wenn･ nicht die

　　Franzosen die ungeheuerste Uebermacht erringen, und in Deutschland, we-

　　nigstens einem betrachtlichen Theile desselben, eine Revolution durchset-

　　zen;　１ｎ einigen Jahren in Deutschlanc! keln Mensch mehr, der dafUr bekannt

　　ist in seinem Leben einen freien Gedanken gedacht zu haben, eine Ruhestat-

　　te finden wird.　　　‥‥．． Ｇｅ卵゛七べich schweige ganz,･schreibe nicht

　　das geringste mehr;　wird man mich unter dieser Bedingung ruhig lassen？

　　Ich glaube das nicht;　und gesezt ich kbnnte es von den Hofen hoffen, wird

　　nicht die Gelstlichkeit, wohin ich mich auch wende, den Pobel gegen mich

　　aufhetzen,　mich von ihm steinigen lassen, unc! nun - die Regierungen bit-

　　ten, mich als einen Menschen der Unruhen ｅかｒｅ包七zu entfernen? Aber darf

　　ich denn schweigen? Neln, das darf ich ｗａχヽ工ichnicht;　denn ich habe Grund

　　zu glauben, daB, wenn noch etwas gerettet werden kann ｄ９８ deutschen Geis-

　　tes, es durch mein Reden gerettet werden kann,･ und durch mein Stillschwei-

　　gen die Philosophie ganz, und zu fruh, zu Gruride gehen wUrde. (S.355).

Vgl ・　。Reden‘ an die deutsche Nation"(1807-1808)：IV(3)4._

　4)Engels 。Der status quo in Deutschland”(1847)：Marx/Engels. Werke(IV(3)17).

Bd.4。1964. S.44.　　　　　　　　　　　　　　　゛｀　　　　　　　'

　　England exportiert gar keine Ackerbauprodukte, sohdern hat fortwahrend

　　auswartige Zufuhren nbtig;　Frankreich impprtierヽｔ wenigstens ebensoviel da-

　　von, als es ausfUhrt, und beide Lander stutzen ihren･Reichtum vor allem　　．･

　　auf ihre Ausfuhr von Industrieerzeugnissen. Deutschland dagegen exportiert

　　wenig Industrieprodukte,　aber groBe Massen von Korn, Wolle, Vieh Ｕｓｗ･　‥・

　　Der politische Reprasentant des Ackerbaus ist in' Deutschland wie in den

　　meisten europaischen Landern der Adel, c!ｉむＫ!assやｄとｒ groBen Ｇｒリndbesit-

　　zer.　Die der ausschliefllichen Herrschaft des Adels entsprechende politi-

　　sche Verfassung 1st das Feudalsystetn. Das Feudalsy台tem ist Uberall １ｎ dera-

　　selben MaiSe zerfalien, in welchem der Ackerbau‘ aufgehort hat, entscheiden-

　　der Ｐｒてxiiktionszweig eines Landes zu sein, in welchem一台ich neben der acker-

　　ｂａｕふnden eine gewerbtreibende Klasse, nebeりden Dorfern Stadte gebildet

　　haben.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●　･-　　ﾌﾞ　←－　　い

　5)Engels：　op.cit. S.44.　　　　　　　　　　，．　　　　'．　　　｀･

　　Deutschland dagegen exportiert wenig Industがieprodukte,･aber groBe Massen

　　von Korn, Wolle, Vieh usw. Die uberwiegende Ｂｅ‘deutung des Ackerbaus war

　　noch viel groBer als jetzt zu der Zeit,‘als Deutschlands politische Ver-

　　fassung festgesetzt wurde － １"Ｉ Jahre 1815･　und゛ｕl｀りｅ damals' noch durch den

　　Umstand vermehrt, daB gerade die fast ausschliefl!ｉやｈな(?kerbautreibenden

　　Teile Deutschlands sich am eifrigsten an dem Sturz des franzbsischen Kai-

　　serreichs beteiligt hatten.　　　　　　　　　，　Ｉ　　　　≒‥

　6)Smith, Adam An Inquiry into the Nature and Causes of the Wealth。０ｆ Na-

tions”(1776) 4.Buch：　Of Systems of ｐｏ!itical OEconomy. 2.Kap. ：　The Wealth of

Nations in ２ Banden. Hrsg：　CanriEin, Edwin. London.　Methuen.　l.Aufl. 1904. 3.

Aufl. 1922. Bd.l. S.421.　　　　　　　　　　　．'

　　he intends only his own gain, and he is in this･, as in many other cases,

　　led by an invisible hand to promote ａりend which was no petrt of his inten-

　　tion.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　，．，一一｀　　ダ　゛



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV(3)22-(4)2

Vgl. Biblia gerinanica 1545. S.C：　V.Buch Mose. V. 26.

　　die stimme des lebendigen Gottes　　‥．

23)Nietzsche 。Also sprach Zarathustra"{1891) I.Teil. 1883. Von den drei Ver-

wandlungen：　Werke. Kritische Gesamtausgabe. Berlin. Gruyter. 6.Abteilung･

Bd.l. 1968. S,26.

　　Welches ist der grosse Drache, den der Geist nicht mehr Herr und Gott

　　heissen ｍａｇ? ,iDu-sollst” heisst dep grosse　Drache.　‥．‥．　　　Als sein

　　Heiligstes liebte er einst das ,,Du-sollst"：　　‥‥．．

24)Hblderlin 。Uber Religion"(1799)：StA ４． 281.

Gott der Mythe.
。oetisch.

● ● ● ● ● So ware alle Religion ihrem Wesen nach

25)Holderiin ,,Brod und Wein" 4.Str.：StA　２．　９２．　Vgl.　IV(2)17.

　　Ausgetheilet erfreut solch Gut und getauschet, mit Fremden,

　　　Wirds ein Jubel,･es wachst schlafend des Wortes Gewalt

　　Vater!　heiter!　und hallt, so weit es gehet, das uralt

　　　Zeichen, von Eltern geerbt, treffend und schaffend hinab.

　　Denn so kehren die Himmlischen ein, tiefschUtternd gelangt so

　　　Aus den Schatten herab unter die Menschen ihr Ｔａｇ･

26)Hblderlin 。Brod und Wein” 6.Str.：　StA 2. 93.　Ｖ．105-V. 108(IV(2)20)。

27)Vgl. IV(2)17 und IV(3)25.

7０

(4) GEMEINGEIST UND ALLEINHERRSCHAFT

　DNietzsche 。Die Geburt der Tragbdie aus dem Geiste der Musik"(1872)：　Ge-

samtausgabe(IV(3)23)。3.Abteilung. Bd.l. S.123(9.Kapitel).

　　die deutsche Musik, wie wir sie vornehmlich in ihretn machtigen Sonnenlaufe

　　von Bach ｚｕ･Beethoven, von Beethoven zu Wagner zu vers七ehen haben. Was

　　vermag die erkenntnisslusterne Sokratik unserer Tage gunstigsten Falls mit

　　diesem aus unerschopflichen Tiefen emporsteigenden Damon zu beginnen?．

Vgl. op・cit. 9.Kap.　S.124.　。

　　denn gerade sie ist, inmitten aller unserer Cultur, der einzig reine, lau-

　　tere und lauternde Feuergeist, von dem aus und zu dem hin, wie in der Leh-

　　redes grosser! Heraklit von Ephesus, sich alle Dinge in doppelter Kreis-

　　bahn bewegen：　alles, was wir jetzt Cultur, Bildung, Civilisation nennen,

　　wird eintnal vor dem untrugl･ichen Richter Dionysus erscheinen mlissen.

　　　･Erinnern wir uns sodann, wie dem aus gleichen Quellen strbmenden Geiste

　　der deutschen Philosophie, durch Kant und Schopenhauer, es ermbglicht war,

　　die zufriedne Daseinslust der wissenschaftlichen Sokratik, durch den Nach-

　　weis ihrer Grenzen, zu vernichten, wie durch diesen Nachweis eine unend-

　　lich tiefere und ernstere Betrachtung der ethischen Fragen ｕｎｄ。derKunst

　　eingeleitet wurde, wie wir geradezu als die in Begriffe gefasste dionysi-

　　sche Weisheit bezeichnen kbnnen：　wohin weis七uns das Mysterium dieser Ein-

　　heit zwischen der deutschen Musik und der deutschen Philosophie, ・・・・・

　2)Holderlin 。Deutscher Gesang" ： StA ２． 202.

　　Wenn der Moreen trunken begeisternd heraufgeht

　　Und der Vogel sein Lied beginnt,

　　Und Stralen der Strom wirft, und rascher hi nab

　　Dierauhe Bahn geht Uber den Fels,

　　Weil ihn die Sonne gewarmet.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
● ● ● ●

　　　　　　　　　dannsizt im tiefen Schatten,“
Wenn uber dem Haupt die Ulme sauselt,
Am kuhlathmenden Bache der deutsche Dichter　・
Und singt, wenn er des heiligen nlichternen Wassers
Genug getrunken, fernhin lauschend in die Stille,
Den Seelengesang･
Und noch, noch ist er des Geistes zu voll,

１５

２０
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21)Biblia Hebraica St.iitteartensia. Stuttgar七にDeutsche Bibelgesellschaf t.

1967/77, lyH4. S.89：　Ｅχodos. III. 14.　　　＼　　　'‘　'

　弔弱？りn'j.njs; ：　Ehyeh　Asher　Ehyeh.　　＼

Vgl. Septuaginta.　Id est Vetus Testamentum graece iuxta ＬＸχinterpretes･．

Stuttgart. Wurt七embergische Bibelanstalt. 1935. 8.Aufl. 1965. Vol.1. S.90.

　'Ｅ゛Ｙｔ;)ｄμｕＳＩ。：Egoo eimi ho ｏｏｎ：　工chbin　der｢(wahかhaft) Seiende.

Vgl.　Biblia iuxta Vulgatam Versionem(IV(2)21)･．･Totiiリら工. S.79.

　ego　sum　qui　ｓｕｍ：　Ich bin der ich ｂｉｎ・　Hieroりymos(340-419).

Vgl. Biblia germanica 1545(IV(2)22). II.Buch Mose. S.Xχχ工工Ｉ．

　Ich werde sein der ich sein werde.　Luther(1483-1546) .

Vgl ．　Platon 。Phaidros”249C/247C：　Werke(Gr･iechisch/Deutsch：　Schleiermacher)

auf der Textgrundlage der ,,OEuvres comple七es(Collection des Universites de

France)"(Paris. Les Belles Lettres. 1955-74). Dartns七adt. Wissenschaftliche

Buchgesellschaft.　1971-81. Bd.5. S.84(S.85)/S.76(S.,77).

　７らSヽ，ぢ。Ｔωｇ：　toon ontoos (das wahrhaft Seiende).戸hdr. 249C ／ 247C

　乃ｏもata １５。Ｔωｇｏ?jaa：hee uuBiaa ontoos uuBa (das wahrhaft seiende Wesen)

Vgl. Takahashi,　Katsumi ：　Hellas und Hesperien ｂ６１つHolderlin(IV(3)6). Cll]

Das klassische Griechentum und das abendlandische Christentum. Anmerkung

68) und Cm:１。Gott der Mythe".・Anmerkung‘ 34) und 93).

22)B1り１１ａ Hebraica Stuttgartensia(IV(3)21). S.119：耳xodos. XX. ５．

　　xSj?IﾌＭ：'Eel IJannaa.　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

ｖｇ１：Exodos χχχIV. 14： op.cit. S.144　ｕｎｄ。beuteronomion IV. 24 ／ Ｖ．９ ／ VI.

１５：　op.ci七．　S.292 ／ S.294 ／ S.297　und　Gesenius, Wilheln：　Hebraisches und

aramaisches Handwbrterbuch uber das Alte Testament. Bearbeitet von Frants

Buhl. Unveranderter Neudruck der 1915 erschienenen １７･にAuflage. Berlin/Got-

tingen/Heidelberg. Springer. 1962. S.717 Ｕｂ町ヽβａｓWort
i.IJannaa".

　　eifersuchtig, v. Jahve　　　　　　　　　　　　･犬　'ト

Vgl.　Septuaginta(IV(3)21). Vol.エ. S.120/S.146/S.293/S.295/S.298.

　　≪e6s Ｃｎλωxns：　theos zeelootees.　　　　　　　　　　‾

Vgl. Biblia iuxta Vulgatam Versionem.　Tomus工. .S.104/S.125/S.240/S.242/S.aa4.

　　ego sum Dominus Deus tuus fortis zelotes(Ex.χX.5)/ Dominus Zelotes nomen

　　eius Deus est aemulator(Ex.XXXIV.14)/ Dominus Deus tuus ignis consumens

　　est Deus aemulator{Dt.IV.24)/ ego enlm sum Dominus Deus tuus Deus aemula-

　　tor(Dt.V.9)/ Deus aemulator Dominus Deus tuus(Dt.V工.15). Aemulator(=Nach-

　　eiferer).　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'-　'Ｉ　　，●

Vgl. Biblia germanica 1545. S.XLIII/S.LII/S.χＣＩχ/s.c/s.c.

　　Denn Ich der HERR deln Gott ／ bin ein eiueriger Gott ／ ( II.Buch Mose.･XX. 5)

　　Denn der HERR heisst ein Eiuer‘er ／ dairumb das er ein eiueriger Gott ist ／

　　(II.Buch Mose. XXXIV. 14)　　　　　，

　　Denn ｄｅｉ･HERR dein Gott ist ein verzehrend Fewr / vnd ein eiueriger Gott.

　　(V.Buch Mose. IV. 24)　　　　　　　　　　。

　　DEnn ich bin der HERR dein Gott ／ ein eiuer･iger Gott / (V.Buch Mose. V. 9)

　　Denn der HERR dein Ｇｏｔ七ist ein eiueriger Gott vnter dir ／ (ibd. VI. 15)

Vgl. Die Bibel. Altes und Neues Testamen七. EinheitsUbersetzung･Stuttgart.

Katholische Bibelanstalt. Freiburg i.Br./ Basel/Wien･Herder･1980. S.72/S.86.

　　Denn ich, der HerS', dein Gott, bin ｅｉｎ･eifersuchtiger ＧＯ七七..(Ex. XX. 5)

　　Denn Jahwe tragt den Namen ≫der EifeΓsuchtige*;　ein eifersuchtiger Gott

　　ist er. (Ex. XXXIV. 14)

Vgl. Nova Vulgata Bibliorum. Vaticana Libreria・1979. Ｓ・107/S.127.

　　Deus zelotes(Ex.χχ. 5) / Dominus Zelotes nomen eius, Deus est aemulator.

　　(Ex. XXXIV. 14)

Vgl. B･iblia Hebraica Stuttgartensia. S.296：　Deuteronomion V. 26.

口吻6ｶﾞﾌ19 : Elohyim yayim. 、/Bibelanstalt. 193C〕.S.76.

Vgl. Septuaginta. Vol.1. S.296：　Dt.　Ｖ･　，２６・　/NTgraece. Stuttgart. WUrttentoergisciie

　　9e6s Ca。:theos zoon.　Vgl. Novun Testamaitun. Evｓｎｇeliimsecundum Vfa七thaetm.26. 63:

Vgl. Blblia iｕｘ七ａVulgatam Versionem.。Ｔｏｍｕｓ工;. S.243：　Dt. V. 26.

　　Deus vivens.　Vgl.　Deus vivus(Ev.Mat七h.26.63：　Tomus II. S.1570)。
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13）。VerzeichniB der ･im Konigreich Wurttemberg befindlichen Fabriken und Ｍａ－、

nufakturen” aus dem
ｌ､WUrttemberglschen

Jahrbuch 1832” herausgegeben votn 1820

eingerichteten 。Statistisch-Topographischen Bureau”

　　Fabrikat：　FuBteppiche.　Zahl der Arbeiter innerhalb der Fabrik：　０．　Zahl

　　der Arbeiter auBerhalb der Fabrik：　８

１４)。Stuttgarter Firmenbuch”(1832)

●●● Jahr der Entstehung：　1797.

　Landauersche FuBteppiche- und Wollwarenhandlung･

15)Meyers Enzyklopadisches Lexikon.　Bd.24.　1979. S.484・

　Verlagssystem　　。‥　　　als stadium in der Entwicklung des Kapitalismus

　zwischen dem selbstandigen Handwerk und der Manufaktur liegt.

16)Encyclopedie. Hrsg： Diderot, Denis. Bd.lO. Neuchatel. Sanuel Faulche. 1765.

Ｓ・60-62 uberへ,ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥ¨・。MANUFACTURE,REUNIE, DISPERSEE."(S.60).

　Par le mot manufacture, on entend communement un nombre considerable ｄ゛

　ouvriers, reunis dans le meme lieu pour faire une sorte ｄ゛ouvrage sous les

　yeux ｄ゛un entrepren･eur;　　‥；‥　　　De-la on ｐｅｕもdistinguer deux sortes

　　demanufactures, les unes reunies, & les autres dispersees.(S.60)。

17)Marx 。Das Kapital” Ｂｄ．･１．･1867.　VII.Abschnitt.　Der AkkumulationsprozeB des

Kapitals. 24.Kapitel. Die sogenannte urspriingliche Akkumulation. Marx ｚ１－

tiert aus 。De la Monarchic Prussienne”（Ｌｏｎｄｏｎ．１７８８）ｖｏｎHonore-Gabriel-Vic-

tor Mirabeau(1749-91)：　Marx/Engels. Werke. Berlin. Dietz. Bd.23. 1962.

　　Zur Zeit Mirabeaus, des Revolutionslりwen, hieBen die groBen Manufakturen

　　noch manufactures reunies, zusammengeschlagne Werkstatten, wie wir von

　　zusammengeschlagnen Ackern sprechen.。Man sieht nur”, sagt Mirabeau。.die

　　groBen Manufakturen, wo Hunderte von Menscheri unter einem Direktor arbei-

　　ten, und die man gewbhnlich vereinigte Manu- (S.774/S.775) fakturen (manu-

　　factures reunies) nennt. Diejenigen dagegen, wo eine sehr grofle Anzahl Ar-

　　beiter zersplittert und jeder fur seine eigne Rechnung arbeitet, werden

　　kaum eines Blicks gewurdlgt. Man stellt sie ganz in den Hlntergrund. Dies

　　ist ein sehr ･groBer Irrtum, denn sie allein bilden einen wirklich wichtl- ．

　　gen Bestandteil des Volksreichtums・　‥．　Die vereinigte Fabrik (fabrique

　　reunie) wird einen Oder zwei Unternehmer wunderbar bereichern, aber die

　　Arbeiter sind nur besser Oder schlechter bezahlte Taglohner und nehmen in

　　nich七ｓam Wohlsein des Unternehmers teil.　工ｎder getrennten Fabrik (fabri-

　　que separee) dagegen wird niemand reich, aber eine Menge Arbeiter befinden

　　sich ･im Wohlstand.　‥。"(S.775)

18)Encyclopedie(IV(3)16). Bd.lO. Neuchatel. Samuel Faulche. 1765. S.61.

Ａla grande manufacture tout se fait au coup de cloche, les ouvriers
plus contraints & plus gourmandes.　‥．　Chez le petit fabriquant,

sont

le

　　compagnon est le camarade du maitre, vit avec ･lui, comme avec son egal;

　　ａplace au feu ＆ａ la chandelle, a plus de liberte, & prefere enfin de

　　travailler chez lui 。　　　　　　　　　　　‘

19)Diderot liber 。Encyclopedie･･： Encyclopedie(IV(3)16). Bd.5. Paris. Brias-

sori/David/Le Breton/Durand. 1755. S.636.

　　C'est Ｆ１゛execution de ce projet etendu, non seulement aux differents Ob-

　　jets de nos academies, mais ａ toutes les branches de la connoissance hu-

　　maine, qu'une Encyclopedie doit suppleer;　Ouvrage qui ne s'executera que

　　par une societe de gens de lettres & d'artistes, epars, occupes chacun de

　　sa partie, & lies seulement par l'interet general du genre humain, & par

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　タ　　un sentiment de bienveillance reciproque.　Je dis une societe de gens de

　　lettres & d゛artistes, afin de rassembler tous les talens. Je les veux

epars ● ● ●

s'echauffe

On ｓ．゛applauditinterieurement de ce que l'on fait;　on

20)Holderlin 。Brod und Wein” 9.Str.：　StA 2. 95.
　　Keitieswirket, denn wir sind herzlos, Schatten, bis unser
　　　　VaterAether erkannt jeden und alien gehort.

153

15４
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　6)Takahashi, Katsumi： Hellas und Hesperien bei Holderlin － 。Seeliges Grie-

chenland"〔エＩ〕(６)～(7) und ｔＩＩＩ〕(１)～(9). In： Forsやhungsberichte der Univer-

sitat Kochi fUrs Jahr 1985. Vol.34. Geisteswissenschaften. 1986. S.1-72。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　■　　㎜■Vgl ． vor allem 〔Ill)。Gott der Mythe" (9)。Fest bleibt〉Eins"。

　7)Hblderlin ,,Brod und Wein” 5.Str. ： StA ２．９２・ ，

　　Mbglichst dulden die Himmlischen difi; dann aber in Wahrheit

　　　Kommen sie selbst und gewohnt werden die Menschen des Gluks

　　Und des Tags und zu schaun die Offenbaren, das八ntliz

　　　Derer, welche, schon langst Eines und Alles genannt,

　　Tief die verschwiegene Brust mit freier Genilge gefUllet,　　　　　８５

　　　Und zuerst und allein alles Verlangen beglUkt;

　8)Holderlin 。Hyperion” I.Band. 2.Buch. 30･.Brief:･SやＡ ３･，８１・

　　Das grofle Wort, das　Ｅり６しCXくoepoりeauて(p (das Eine ｉり sich･ selber unter-

　　schiedne) des Heraklit, das konnte ｎｕｒ犬ein Griecねｅ finden, derin es ist

　　das Wesen der Schbnheit, und ehe das gefunden war, gabs keine Philosophie.

　9)Hblderlin： Brief １８３an Neuffer. 3.JU1.1799： Ｓｔ八6. 339.

　　Man will aber auch nur rlihrende erschUtternde Stellen und Situationen, urn

　　die Bedeutung und den Eindruk des Gan'zen bekU･『Timern sich die Verfasser und

　　das Publikum selten.　Und ｓ０ ist die strengste aller poetischen Formen, die

ｌ　ganz dahin eingerichtet ist, um, ohne irgend elれen Schmuk fast in lauter

　　groBen Tbnen, wo jeder ein eignes Ganze, ist,　harmciりisch wechselnd fortzu-

　　schreiten, und in dieser stolzen Verlaugnung alles Accidentellen das Ideal

　　eines lebendigen Gcinzen, so kurz und zugleich ｓｏ∧vollstandig und gehalt-

　　reich wie mbglich, deswegen deutlicher aber auch ernster als alle andre

　　bekannte poetische Formen darstellt － die ehrwUrdige tragische Form ist

　　zum Mittel herabgewurdiget worden, urn ｇりLegenheitlich etwas glanzendes

　　Oder zartliches zu sagen・　　　　　　　　　△　　　　‘･･

10)Holderlin：　Brief １７１an Sinclair. 24.Dez.1798： StA 6. 301.

　　ｓ０ist auch daraus klar, wie innig jedes Einzel‘ne mit dem Ganzen zusammen-

　　ｈａｎ･gtund wie sie beede nur Ein lebendiges Geinze ausmachen, das zwar durch

　　und durch individual isirt ist und aus lauter selbstandig

　　innig und ewig verbundenen Theilen besteht‘･。　　　。

lDSchiller 。Die Rauber”(l.Aufl. 1781. 2･.Aufl.･　1782) Titelblatt der ２． プ

Schauspielausgabe：　Werke. Nationalausgabe. Weimar.トHermann Bbhlaus Nachfol-

ger.　Bd.3. 1953. Zwischen S.344 und S.345.

　　１ｎTirannos

Vgl. Aischylos 。Perser” V.241 Uber die Athener･：ﾌﾞTragbdien und Fragmente.

Tusculuni(Griechisch/Deutsch)-Bucher. Hlinchen. Heimeran. 1969(2.Aufl. ). S.275.

　　Und wer fuhrt, dem Volk ein Hirte, und gebeut, Zwingherr dem Heer?

　　Keines Menschen Sklaven sind sie, keinem Manne untertan.

Vgl. EurijDides ,,Die bittflehenden MUtter (Hiketides)'‘V.429 Uber den ,,Zwing-

herrn(Despotes：　Tyrannos)”：　samtliche Tragodien und ･Ｆｔヽagmente. Tusculum-BU-

Cher. Griechisch/Deutsch. MUnchen. Heimeran. 1972(Bd.。１－４)／!977(Bd.5)/1981

(Bd.6). Bd.3. 1972. S.37.　　　　　　　　　ご　　い。　　　　＼

　　Der Zwingherr ist der grbflte Feind des Staats!　Ｔ

　　Da gilt vor allem kein gemeines Recht。こ　，。ク　　　４３０

　　Der eine hat die Macht, nimmt das Gesetz　　　　　　≒

　　In seine Hand und Gleichheit ist vorbei.

12)Schiller 。Kallias ／ Brief an Kbrner vom 23.Feb.1793”：･ Samtliche ･Werke in

5 Banden. MUnchen. Hanser. 1965-76. Bd.5.･S.422.　‘

　　Eine Landschaft ist schbn komponiert, wenn alle einzelne Partien, aus de-

　　nen sie besteht, so ineinanderspielen, dafl jeneトsich selbst ihre Grenze

　　setzt und das Ganze also das Resultat von der Freiheit des Einzelnen ist.

　　Alles in einer Landschaft soil auf das Ganze bezogen sein, und alles Ein-

　　zelne soil doch nur unter seiner eigeりen, Regel!,乞Ｕ stehen, se工nem eigenen

　　Willen zu folgen scheinen.
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28)Goethe ,,Wilhelm Ｍｅ１･sters Lehrjahre”(1796) I.Buch.lO.Kap.：　HA 7. 37.

　　Von der Handlung ･hattest du damals keinen Begriff;　ich wuflte nicht, wes-

　　sen Geist ausgebreiteter ware, auseebreiteter sein mUBte als der Geist

　　eines echten Handelsnannes. Welchen Uberblick verschafft uns nicht die

　　Ordnung, in der wir uneere Geschafte flihren!　Sie lafit uns jederzeit das

　　Ganze uberschauen, ohne dafi wir nbtig hatten, uns durch das Ｅ１･hzelne ver-

　　wirren zu lassen. Welche Vorteile gewahrt die doppelte Buchhaltung dem

　　Kaufmanne！　Es ist eine der schonsten Erfindung des menschlichen Geistes,

　　und ｅｉｎ‘jeder gute Haushalter sollte sie in seiner Wirtschaft einfUhren.

29)Goethe 。Wilhelm Meisters Lehrjahre” V.Buch･･　2.Kap.：　HA ７．　２８７・

　　Das ist also mein lustiges Glaubensbekenntnis：　seine Geschafte verrich-

　　tet,･Geld geschafft, sich mit den Seinigen lustig gemacht und urn die

　　ubrige Welt sich nicht mehr bekUmmert, als insofern man sie nutzen kann.

　　(Werner)。

(３)。LANDAUERSCHE FUSSTEPPICHE- UND WOLLWARENHANDLUNG"

　DHblderlin 。Brod und Wein" 3.Str.： StA ２． ９１．

　　　Gottliches Feuer auch treibet, bei Tag und bei Nacht,　　　　　４０

　　Aufzubrecheh. So komm！　dafl wir das Offene schauen,

　　　DaB ein Eigenes wir suchen, so weit es auch ist.

　　Fest bleibt Eins;　es sei um Mittag Oder es gehe　　　　　　。

　　　Bis in die Mitternacht, immer bestehet ein Maas,

　　Allen gemein, doch jeglichem･ auch ist eignes beschieden,　　　　　４５

　　　Dahin gehet und kommt jeder, wohin er es kann.

　2)Roussea叫　Jean-Jacques ｕＤ゛ Contrat Social"!1762) Livre ｌ．　Chapitre ６．

　　Enfin chacun se donnant ａ tous ne se donne ａ personne, ・・・・．　　　　Chacun

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　八　　de nous met en commun sa personne et toute sa puissance sous la supreme

　　direction de la volonte generale;　et nous recevons en corps chaque membre

　　comme partie indivisible du tout.

　　(OEuvres completes. Bibliotheque de la Pleiade. Paris. Gallimard. Tome ３．

　　　1964. S.361)

　3)Kant 。Die Metaphysik der Sitten"(1797) .Rechtslehre' 46.Kap. ： Werke. Aka-

demie-Textausgabe (=AT). Unveranderter photomechanischer Abdruck des Textes

der von der PreuBischen Akademie der Wissenschaften 1902 begonnenen Ausgabe

von Kants gesammelten Schriften. Berlin. Gruyter. 1968. Bd.6. S.313f.

　　Also kann nur der Iibereinstimnnende und vereinigte Wille Aller, so fern ein

　　jeder uber Alle und Alle uber einen jeden ebendasselbe beschlieBen, tnithin

　　nur der allgemein vereinigte Volkswille gesetzgebend sein

　4)Fichte 。Reden an die deutsche Nation"(1807-1808) 13.Rede： Werke. Fotome-

chanischer Nachdruck der 。sammtlichen Werke”(Hrsg：　Fichte, Immanuel Hermanり・

Berlin. Veit & Comp.　1845/1846)･. Berlin. Gruyter. 1971. Bd.7. S.467.

　　Die geistige Natur vermochte das Wesen der Menschheit nur in hbchst mannig-

　　faltigen Abstufungen an Einzelnen, und an der Einzelnheit im Grosser! und

　　Ganzen, an Vblkern, darzustellen. Nur wie jedes dieser letzten, sich

　　selbst liberlassen, seiner Eigenheit gemass, und in jedem derselben jeder

　　Einzelne jener gemeinsamen, so wie seiner besonderen Eigenheit gemass,

　　sich entwickelt und gestaltet, tritt die Erscheinung der Gottheit in ihrem

　　eigentlichen Spiegel heraus, so wie sie soil;　und nur der, der entweder

　　ohne alle Ahnung fUr Gesetzmassigkeit und gbttliche Ordnung, oder ein ver-

　　steckter Feind derselben ware, kbnnte einen Eingriff in jenes hbchste Ge-

　　setz der Geisterwelt wagen wollen.

　5)Hegel ,,Differenz des Fichteschen und Schellingschen Systems der Philoso-

phie"(1801) .Darstellung des Fichteschen Systems'：　Werke.auf der Grundlage

der ,,Werke”(1832-45).　Frankfurt am Main. Suhrkamp。　1969-71. Bd.2. S.82.

Die hbchste Gemeinschaft ist die hbchste Freiheit ● ● ● ● ●
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20)Hblderlin 。Brod und Wein" 6.Str.：　StA 2.･９３．

　　Warum zeichnet, wie sonst, die Stirne des Mannes ein Gott nicht,　１０５

　　　Drukt den Stempel, wie sonst, nicht dem Getroffeneh ａｕｆ?

　　Oder er kam auch selbst und nahm des Menschen Gestalt an

　　　Und voUendet゛ und schloB trbstend das himmlische Fest.

21)Biblia. Evangelium secundum Mattheum, 26. 26ff：　Blblla ｉｕχta Vulgatam

Versionem.　Deutsche Bibelgesellschaft.　！．八ufl.　1969・ ，３．‘ verbesserte Aufl・

Stuttgart. 1983. Tomus II. S.1568.　　　　　　　　　へ

　　Cenantibus autem eis accepit Iesus pahem et benedi?(μ

　　deditque discipulis suis et ait　　　　・　　　･．　　　　　．．

　　accipite et comedite hoc est corpus ｍｅｕｍ＼

　　Et accipiens calicem gratlas egit et dedit illis c!icens

　　bibite ｅχ hoc omnes　　　　　　　　　　　　　　　　-，ｊ　･． ：　　　　　　　　　　　　．

　　hie est enim sanguis meus novi testamenti

22)Hblderlin 。Emilie vor Ihrem Brauttag"： StA 1. 278.

　　Der, wie ein stiller Gott auf dunkler Wolke, ＼

　　Verborgenwirkend Uber seiner Welt ．　　－　　．　　　　　３０

　　Mit freiem Auge ruht, ・・・・・　　　　　　．　　　　　ａｊ　ｌ

Vgl.　Biblia Hebraica Stuttgartensia(IV(3)21). Jesaia. 45. 15. S.746.

　　1P1P19りり１１：Eel Mifltateer (Deus absconditus).

Vgl.　Biblia iuxta Vulgatam Versionem(IV(2)･21). Tomus ｌ工. S.1144.

　　vere tu ｅ８ Deus absconditus Deus Israhel salvator　･'

Vgl. Biblia germanica 1545. Deutsch：　Lutherヽ. Faksimilierte Ausgabe.　Stutt-

gart. Deutsche Bibelgesellschaft. 1967, 1983. Jesala. ４５．１５． Ｓ．ＸＸＶ･

　　FVRwar du bist ein verborgen Gott ／ ｄＵ･Gott Israel der Heiland.

23)Hblderlin：　Brief an den Bruder. 1.Jan.1799：　StA 6. 307.

　　Vor alien Dingen wollen wir das groBe Wort, das homo sum, nihil humani ａ

　　me alienum puto, mit aller Liebe und allem Ernste aufnehmen;

24)Hblderlin： Brief an Neuffer. 12.Nov.1798： StA ６． 加９．

　　Es fehlt mir weniger an Kraft, als an Leichtigkeit, weniger an Ideen, als

　　an NUancen, weniger an einem Hauptton, als an mannigfaltig geordneten･ Ｔ６－

　　nen, weniger an Licht, wie an Schatten, und das alles ａμｓ Einem Grunde:

　　ich scheue das Gemeine und Gewbhnliche im wirklichen Leben zu sehr.

Vgl. Horatius 。Carmina” Liber 111.1：　Opera. Bibliotheca Teubneriana. Leip-

zig. Teubner. 1970. S.65.　　　　　　　　　ｙ　　　　　　　　　‥

　　Odi profanum volgus et arceo.　　　　　　　　　　　　　∧

　　Das Volk der Spotter hasa゛ich, hinweg ｍｉち ihm!　　　犬

　　　(Carmina/Gedichte. Mit Ubersetzung deutscher Dichter. dtv-zweisprachig.

　　　MUnchen.　Deutscher Taschenbuch Verlag.　1977. S.125.　Deutsch：　Geibel,

　　　Emanuel)　　　　　　　　　　　　　　　　　　'Ｉ･　　　　・●●●●●　　●●

25)Landauers　Brief an Holderlin. 22.Aug.1801：　StA Bd.7・ ，工.Teil. S.169.

　　Dein Schirm ist durchaus nirgends zu finden. Dich erwarttet tnit offenen

　　Armen　　Dein C. Landauer　　　　　　　　｀　．ヽ　゛

26)Holderlin：　Eine Chronik in Text und Bild･，日゛sg: Beck･Ｉ･Adolf ／ Raabe,

Paul. Schrif七en der Holderlin-Gesellschaft. Bd.6/7. Frankfurt am Main, In-

sel. 1970. Bild-Erlauterungen von Beck. S.371f.. Uber Jakob Friedrich Ｇ『utard.

　　　　　丿●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．･　　　　　　　　　　』Ｉ　　Der Uberlieferung nach war er reiner Geschaftsnr

　　≫Les affaires avant tout゛, dabei von ≫nervoser Erregbarkeit゛･　　‥ ‥・

　　Fur seine erste Frau und den Dichter hatte er gewiB nicht eben viel Ver-

　　standnis;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　・　ｊ／　゛

27)Heuschele, Otto：　Hblderlins Freundeskreis. Stuもtgart. Theiss. 1975. S.86.

　　Es waren kaum groBere Gegensatze denkbar al8 der Bankier Gontard und der ・

　　Kaufmann Landauer. Wahrend jener ein kuhler Weltmann gewesen sein muB,

　　verstand es dieser, die praktischen Lebensaりfgaben ･mit einem hohen Sinn

　　fur das Schbne zu verbilden.　　　　　　へ
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　8)Hblderlin：　Brief･208 an die Mutter. Ende Juni Oder Anfang Juli １８００：　StA

6. 395.

　　Ich halte es fur ein Gluk, dafl mir schon das anstandigesund erwunschte An-

　　erbieten von einem jungen Manne, der in der Canzlei airbeitet, gemacht wor-

　　den ist, dalB ich ihm Stunden in der Philosophic geben mochte, wofUr mir

　　monatlich ein Karolin bezahlt wird.

　9)Hblderlin：　Brief ２０９ an die Mutter. Um 20.Juli.l800：　StA 6. 397.

　　Ich habe auch wieder einen neuen Antrag zu Lectionen von HE. Registrator

　　Gutscher, den ich noch von Rastadt aus kannte, bekommen. Wahrscheinlich

　　will mich HE.　Registrator Frisch vierteljahrlich bezahlen, denn ich habe

　　ｎｏｃｈりichts　von　Ihm eingenommeh,･ kann aber, wie ich weiB, in jedem Falle

　　auf seine Generositat rechnen.
　　　　　■　　●　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　¶　　－■
10)Vgl. IV(2)3.

lDHolderlin：　Brief ２１５ an die Schwester. Anfang ｏｋｔ．１８００：　StA 6. 401.

　　Landauer scheint sehr zu wUnschen daB ich bleibe, und hat Anstalten ge-

　　macht, daB ich vieleicht einige Informationen tnehr, also ungefahr ３ Luidor

　　des Monaths erhalte.

12)Goethe： Werke. Hamburger Ausgabe 。(=HA). MUnchen. Beck/dtv. 1982. Bd.3.

。Faust”. S.364.

　　Alles Vergangliche　，

　　1st nur ein Gleichnis;　　　　　　12105

　　Das Unzulangliche,

　　Hier wird゛ｓ Ereignis;

　　Das Unbeschreibliche,

　　Hier ist's getan;

　　Ｄａｓ‘Ewig-Weibliche　　　　　　　　　12110

　　Zieht uns hinan.

13)Holderlin： Brief １１８ an Neuffer. Marz 1796： StA ６． 205.

　　Mir geht es so gut, wie mbglich. Ich lebe sorgenlos, und so leben ja die

　　seeligen Gotter.

Vgl. Hblderlins Brief an den Bruder(11.2.1796)：StA ６． 201.

　　Deus nobis haec otia fecit.

14)Hblderlin 。Brod und Wein” 7.Str.：　StA 2. 94.

● ● ● ● ●
●●●●● Indessen dilnket mir bfters

　　　　Besserzu schlafen, wie so ohne Genossen zu seyn,

　’Ｓｏzu ｈ血rren und was zu thun indeB und zu sagen,

　　　　WeiBich nicht und wozu Dichter in diirftiger Zeit?

15)Holderlin 。Brod und Wein” 3.Teil：Hesperische Nacht.

16)Holderlin 。Der Mutter Erde”：　StA 2. 123.

17)Holderlin 。Brod und Wein" 4.Str.：　StA 2. 92.

　　Wo,wo leuchten sie denn, die fernhintreffenden Spriiche？

　　　　Delphischlummert und wo tbnet das grofie Geschik?

　　Woist das schnelle？ wo brichts, allgegenwartigen GlUks voll

　　　　Donnerndaus heiterer Luft uber die Augen herein?

　　Vater Aether!　so riefs und flog von Zunge zu Zunge　　　　　　・・

　　　　Tausendfach, es ertrug keiner das Leben allein:

１２０

６５

18)Nietzsche 。Die Geburt der Tragbdie”：　。Ａｕｓ･demGeiste der Musik"(1872)。

｡Oder：　Griechentum und Pessimismus"(1886).

19)Holderlin 。Brod und Wein" 8.Str.：　StA　2. 94.

　　Nemlich, als vor einiger Zeit, uns diinket sie lange,

　　　　Aufwartsstiegen sie all, welche das Leben beglukt,

　　Alsder Vater gewandt sein Angesicht von den Menschen,

　　　　Unddas Trauern mit Recht liber der Erde begann,

　　Alserschienen zu lezt ein stiller Genius, himmlisch

　　　　Trbstend,welcher des Tags･ Ende verkUndet' und schwand

１２５

１３０



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　IV(l)ll-(2)7

lDHolderlin： Samtliche Werke. Stuttgarter Ausgabe (=StA). Stuttgart.

Kohlhammer.　1946-77. Bd.2.　,,Brod und We in” l.Str. V.1-6. S.90.

　　Rings urn ruhet die Stadt;　still wird die erleuchtete Gasse,

　　　Und, mit Fakeln geschmllkt, rauschen die Wagen hiiiweg.

　　Satt gehn heim von Freuden des Tags zu ruhen die Menschen,

　　　Und Gewinn und Verlust waget ein sinnlges Haupt

　　Wohlzufrieden zu Haus;　leer steht von Trauben und Blumen,　　　　　　５

　　　Und von Werken der Hand ruht der gescりafTりige Markt.

12)Das deutsche Gedicht{IV{l)7). S.129.　　　　　　＞

(2) CHRISTIAN LANDAUER　　　　　　　　　　　　。 ・

　0)Holderlin 。Brod und Wein” l.Str. V.7-13:　StA ２。９Ｑ．

　　Aber das Saitenspiel tont fern aus Garten; vielelcht, daB　ｊ

　　　　Dortein Liebendes spielt Oder ein ｅ１ｒ!samerMann

　　Ferner Freunde gedenkt und der Jugendzeit;　und ｄｉｅ･Brunnen

　　　　ImmerqulHend und frisch rauschen an duftendem Beet.・　　　　　　　　１０

　　still １ｎ dammriger Luft ertonen gelautete' Gloken,　　く

　　　　Undder Stunden gedenk rufet ein ･WSchter ｄｉｅ･Ｚａｈ工・

　　Jezt auch kommet ein Wehn und regt die Gipfel ･ｄｅＥ!Ｈａ.工ｎｓ･auf,

　DHolderlin 。Uber die Verfahrungswei se des poetischen Geistes'･：StA 4. 260.

　　das Harmon!schentgegengesezte in der lebend工庭ｅｎ'耳inheit

　2)Holderlin：　Brief ２４３　an Friedrich Wllmans. Dezl　1803：　StA 6. 436

　　Ubrigens slnd Liebeslieder immer mlider Flug。denn so weit sind wir nbch

　　immer, troz der Verschiedenheit der Stoffe:　ein anders ist das hohe uhd

　　reine Frohloken vaterlandischer Gesange・

　3)Hblderlin：　Brief ２１０an die Mutter. Juli 1800：　ＳｔＡ･６．398・

　　Wenn ich denke, wie viel starker und gesUndep ich mlch seit der Verande-

　　rung meiens Aufenthalts fUhle, und wie sich meine jezige Lage taglich an-

　　gemessener　fUr meine Bestimmung und sicherer,' zu meinem AUskommen blldet,

　　so fUhle ich eine Zufriedenheit und Ruhe｡, die ｉｃｈ･iang entbehrte, und ich

　　hoffe, es soil so bleiben, und dieser Zustand werde einen vesten und fro-

　　hen Dank gegen die theuern Meinigen und gegen meine Freunde in mir erhal-

　　ten.　Ich habe jezt drei Anerbieten zu Lectiohen,' diりmir alle angenehm

　　sind.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　4)Hblderlin 。An Landauer”(１８００)：StA２． 114.　，ｊ

　　Und seelig, wer im eignen Haufle Frieden,　　　Ｉ-　　　　　　　５

　　Wie du, und Lieb' und FUlle sieht und Ruh;。‘'

　　Manch Leben ist, wie Licht und Nacht, verschieden,

　　In goldner Mitte wihnest du.　　　　　　　　　　　　　　'

　　Dir glanzt die Sonn' in wohlgebauter Halle,・　　，

　　Am Berge reift die Sonne dir den Wein, ≒　　－　　　／　　　　　'１０

　　Und i miner glUklich fUhrt die GUter ａ１工ｅ

　　Der kluge Ｇｏｔ七dir aus und ein.　　　　ダ。　　　，。

　5)Vgl. IV(2)7.　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥ご　●●･　　　　●　●・・
　6) Das Testament der Mutter Holderlins：　StA Bd.7. l.Teil.　S.391・

　　der thatige geist melnes １．Ｓ Mans

　7)Hblderlin：　Brief １２６an den Bruder.　13.10.1796: StA ６．　２工７・

　　Philosophic muBt Du studiren, und wenn Du nlcht mehr Geld hattest, als ｎ６－

　　thig ist, um eine Lampe und ０１ zu kauferi, und nicht mehr Zeit, als ｖｏｎ･

　　Mitternacht bis zum Hahnenschrei. Das Istes, was：ich in jedem Falle wie-

　　derhohle, und das １８ｔauch Deine Meinung. Profess-りren und Universitaten

　　kannst Du freilich im Nothfall entbehren. aber ich mbchte Dir denn doch

　　gonnen, lieber JungeI　da≫ Du Dich weniger leiden･mUBteat, um Dein edelstes

　　BedUrfniB zu befriedigen.　Es sollte mich so. her！lich freuen, einmal in Dir

　　den Denker und Geschafftsmann, wie es slch gehbrt, vereint zu sehen.



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV(1)1-10

QUELLENNACHWEIS

　〔ＩＶ〕。EIN　SINNIGES　ＨＡＵＰＴ”

　(１)ＶＯＲＷＯＲＴ

　l)Homburg vor der Hbhe in der deutschen Geistei3geschichte.　Studien zum

Freundeskreis um Hegel und Holderlin. Hrsg：　Jamme, Christoph ／ Pbggeler.

Stuttgart. Klett-Cotta. 1981. Einleitung von otto Poggeler.･S.17.

　　was im Frankfurt-Homburger Raum ｆＵｒ‘die deusche Geistesgeschichte getan

　　wurde, darf nicht vorschnell im Licht von Weimar und Jena gesehen werden,

　　denn es ist unvergleichbar. Hier im deutschen Westen war der politische

　　Umsturz, den die Franzbsische Revolution elnleitete, gcinz nahe;　das Leben

　　in der freien Reichsstadt und die standischen Aktivitat in Wurttemberg

　　Oder Uberhaupt im SUdwesten hatten eine burgerliche Tradition ausgebildet.

　　Wenn die Forderung einer 。neuen Ｍｙｔｈ０１０９１ｅ”weiterentfaltet wurde, dann

　　nicht primar vom Literarisch -Asthetischen her; vielmehr SElh man die politi-

　　sche Dimension,。die auch zur Mytholcigie gehbrt, und fUr einstige Theolo-

　　gen wie Holderlin･ urid Hegel hatte die ..neue Mythologie” Oder ..schbne Re-

　　ligion” einen letzten exiatenziellen Ernst.

　2)Japanische Hblderlin-Ausgabe. 1966-69. Bd.2. S.109.

　3)Takahashl, Katsumi： Das Stadtbild im Anfang von 。Brod und Wein”(Fcjrschungp-

berlchte der Universitat Kochi. Vol.32. Geisteswissenschaften. 1984. S.21-

70). flllTBUrger. (l)BUrgerleben. S.38-39.

　4)Hblderlin： OEuvres. Bibliotheque de la Pleiade. Paris. Gallimard. 1967,

。Le Pain et le ｖｉｎ”(Franzbsisch：　Roud, Gustave). S.808.

　　La ville autour de nous s'endorti　La rue illumlnee accueille le silence,

　　　　Et le bruit des voitures avec １゛eclat des torches s'eloigne et meurt.

　　Rassasies des plaisirs du jour, vers le repos ｓ゛en vont les hommes,

　　　　Et satisfait, songeur, un front penche soupese　　　　　　　　　　　　　　。･

　　Pertes et gains. Depouille de ses fleurs, depouille de. sea grappes,　　　５

　　　　Las du labeur de mille mains, desert, le marche dort.

　5)Hblderlin：　Poesie.　Nuova Universale Einaudi. Bd.･33. Torino. Einaudi.1963.

Italienisch：　Vigolo, Giorgio.。Pane ｅ vino”. S.lOl.　　・　　　　　　　　　Ｉ

　　Riposa intorno　la citta：　si tace la via illuminata

　　　　Ｅornati di fiaccole, lontano trabalzano １ cocchi.

　　Sazi delle giole del giorno al riposo rientrgino gli uomini

　　　　Ｅperdita ｅ profitto, gludlzloso capo soppesa

　　Nella ･sua casa contento:　vuoto sta ｄ゛uve ｅ di fiori　　　　　　　　　　　　　　。 ５

　　　　Ｅda mestieri ｅ lavori １１ mercato riposa.

　6)Holderlin(Deutsch/Englisch)：　Poems & Fragments. Englisch：　Heunburger,‘Ｍ１－

chael. Cambridge Universitatsverlag.　1980.。Bread and Wine”. S.243.

　　Round us the town is at rest;　the street, in pale lamplight, grows quiet

　　　　And, their torches ablaze, coaches rush through and away・

　　People go home to rest, replete with the day and its pleasures,

　　　　There to weigh up in their heads, pensive, the gain and the loss,

　　Finding the balance good;　stripped bare now of grapes and of flowers,　５

　　　　As of their hand-made goods, quiet the market stalls lie.

　7) Das deutsche Gedicht. Hrsg：　Schinzinger, Robert. Japanlsche Anmerkungen

von Minoru NambEira. Daisan-Shobo. 1969. Anmerkungen.　S.129.

　8)Vgl. IV(1)11.

　9)Wackwitz, Stephan：　Trauer und Utopie urn 1800 ― Studien zu Hblderlins

Elegienwerk. Stuttgart. Hans-Dieter Heinz. 1982. S.30.

　　１ｍGegensatz zur menschlichen Erinnerung, die allein Verluste － die ver-

　　gangene Jugend und die fernen Freunde 一 bilanzieren kann, ist die okono-

　　mische Reflexion - die Uberlegungen des 。sinnigen Haupts", de8 bourgeois

　　- affirmativ.。Gewinn und Verlust” werden 。wohlzufrieden” bedacht, denn

　　die Praxis des Markts hat sich gelohnt.

10)Vgl. IV(1)11.



　Diese Riickstandigkeit war sowohl wirtschaftlich als auch politisch in　der　damaligen

Ubergangszeit vom monarchischen Feudalismus　zum　republikanischen　Biirgertum･　Denn

｡das　Feudalsystem　ist uberall in demselben　MaSe zerf alien, in welchem　der Ackerbau

aufgehbrt　hat, entscheidender　Produktionszweig　eines　Landes　zu sein, in　welchem　sich

neben　der　ackerbauenden　eine　gewerbtreibende　Klasse, neben　den　Dorfern　Stadte　ge-

bildet haben“ (IV (4)4), wie Engels im Aufsatz　。Der Status quo in Deutschland“ (1847)

behauptete.　In der geschichtlich notwendigen Entwicklung der　industriellen　Revolution

muBte　schlieBlich, wie in Manns 。Buddenbrooks. Verfall einer　Familie “(1801), iene

wirtschaftlich 。vaterliche Regierung “ der hanseatischen Patrizier sich in ihren Untergang

fiigen, weil　der　Zollverein　die　bisherigen　partikulari schen　Zollgrenzen　der　Klein-

staaterei auflosen und Deutschland im wirtschaftlichen Sinne≒vereinigen wollte. Daraus.

folgte, daB 。die iiberwiegende Bedeutung　des Ackerbaus “ （ IV (4)5) als　。Status quo　in

Deutschland “ sich abschwachte und in der　aufgehenden　Gewerbereform　。vaterlandische“

Firmen　wie　die　。Landauersche　Handlung “　sich　entwickelten, sodaB　Deutschland　nicht

nur auf kurturellem Gebiet wie in der Musik und Philosophie, sondern auch. auf dem

wirtschaftlichen　Feld　aufstieg, urn　im　。harmonischentgegengesezten “　Kontrapunkt　mit

anderen fortgeschrittenen Machten wie Frankreich ’ｚｕstehen.

　In der Tat hat die 。Landauersche Handlung" einen groBen Aufschwung erlebt:　Die im

Jahr 1897 gegriindete 。Gebriider Landauer-AG“ findet φCh als ･･Manufakturwaren‘ Herren

und Damen-Konfektion“ im 。Verzeichnis der Firmeniubilaen“ (1931). Aber diese Aktien-

gesellschaft verschwand in der Zeit der Nationalsozialisten. Da von zeugt die ･･Chronik der

Stadt　Stuttgart　1933-45 “ :　。12.Ⅲ｡1942.　Die　geheime　Staatspolizei　Stuttgart　gibt

bekannt, daB das Vermogen des Louis Israel Landauer(1858 － 1940 ) , letzter Wohnsitz

in Stuttgart, zur　Forderung　volks －　uns　staatsfeindlicher　Bestrebungen　gebraucht　und

bestimmt war. Daher werden die inlandischen Vermogenswerte des Louis Israel Landauer

zu Gunsten des Ｄ. Reiches eingezogen.“(IV (4)13).

　Uber Christian Landauer lautet es in 。Holderlin. Eine Chronik in Text und Bild“ :

｡Politisch war auch er Republikaner, Demokrat“(IV(4)16). Dieser jiidische Deutsche

republikanischer und demokratischer Gesinnung war natiirlich kein schwabischer Hofjude,

wie Joseph SUB Oppenheimer (1692-1738), der wohl einmal als Geheimer Finanzienrat am

Wiirttembergischen Hof bevorzugt, aber spater wegen der Regierungsumbildung am ４｡

　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　1¶Februar 1738 vor der Offentlichkeit durch den Strang hingerichtet wurde.　Urn sich auf

wirtschaftlichem Gebiet zu verwirklichen. vermochte sich der reiche Jude vor der Fran-

zosischen　Revolution (1789ff) und　der　industriellen　Revolution　Deutschlands　hochstens

mit dem Hofe zu liieren. Dagegen fand es das ･･sinnige Haupt“ um 1800 gar nicht mehr ，

notig, durch solche Politik Macht iiber das wirtschaftliche Feld zu ergreifen, sondern

er stand im neuen Bund mit dem heranwachsenden Biirgertum zur Bekampfung des Feudal-

systems und konnte auch den weltfremden 。Dichter in diirftiger Zeit“ （ V.122) fest auf

dem　SchoB　halten.



　Dieses seltene 。Harmonischentgegerigesezte“(IV(2)1) zwischen den beiden fremden Seelen

fiihrt zum antiautokratischen Kerngedanken der Gedankenlyrik : x，

　　　　Allengemein, doch jeglichem auch ist eignes beschieden,

　　　　　　　　　　　　　　　　　(｡Brodｕｎ‘d.Wein“ 3. Str..V.45: IV(3)1)

　Dieses　republikanische　Moment, das　man　damals　als　Grundprinzip zur　Gestaltung　der

　biirgerlichen Gesellschaft der europaischen Moderne ansah, wie z.B. Rousseau in　。Du

　Contrat Social“ (1762):。chaque membre comme partie indivisible du tout“ (IV(3)2), mochte

　ich hier auf die　Betriebsverhaltnisse　dむｒ　。Landauerschen　FuBteppiche －　und　Wollwaren-

　handlung“(1797ff.)　beziehen, um　den antiautokratischen Gemeingeist des　betreffenden

　｡sinnigen Hauptes“auch auf dem wirtschaftlichen Gebiet zu bestatigen.

　　Nach　der　Lektiire　deS‘ vom　1820　eingerichteten　。Statistisch-Topographischen　Bureau“

herausgegebenen　。Verzeichnisses　der　im　Konigreich　Wiirttemberg　befindlichen　Fabriken

und Manufakturen“ (1832) wird folgendes klar, daB die 。Landauersche Handlung“ eine

｡getrennte Fabrik (fabrique separee)“(IV(3)17) auf der Grundlage des herkommlichen 。Verlags-

systems“ sei, das 。als Stadium in der Entwicklung des Kapitalismus zwischen dem selb-

standigen Handwerk und der Manufaktur liegt“(IV(3)15). Im zehnten Band der von Diderot

herausgegebenen 。Encyclopぶdie“(1765) steht diese 。getrennte　Manufaktur ( manufacture

dispersee)“im scharfen Gegensatz zur 。vereinigten Manufaktur ( manufacture reunie )“

(IV(3)16), die fast nur 。einen Oder zwei Unternehmer wunderbar bereichern“ (IV(3)17) kann,

wo 。tout se fait au coup de cloche, les ouvriers sont plus contraints & plus gourmandes“｡

　(IV(3)18), wahrend 。ｍ der getrennten Fabrik dagegen niemand reich wird, aber eine Menge

‘Arbeiter sich im Wohlstand befinden“(IV(3)17), wie Marx　spater im ersten Band　von

　｡Das Kapital “(1867 ) analysierte. Darau‘ｓ ergibt sich, daB das ..sinnige Haupt“　nicht

　nur im freundlichen Umgang mit dem Dichter, sondern auch auf　dem　wirtschaftlichen

　Gebiet　jenes　antiautokratische Element　der republikanischen　Gesinnung verkorperte, das

　auch der 。Vater Aether“ (V.65) inmitten des 。himmlischen Festes“ (V.102) des 。seeligen

　Griechenlandes“(V.55) von 。Brod und Wein “ verbildlicht : 。Vater Aether erkannt jeden

　und alien gehort.“(V.154)

　　Ferner behandelt diese Arbeit die 。Landauersche Handlung “ unter Beriicksichtigung des

　･.hohen und　reineり　Frohlokens　vaterlandischer Gesange “ (IV(2)2) in　Hinsicht　auf　den

　｡Deutschen ZoUverein“ (1834-67), der wohl fijr 。nicht eine vaterliche, sondern eine vater一

　landische Regierung (imperium non paternale, sed patrioticum)“(IV(5) 5) auf dem wirtschaft-

　lichen Gebiet gait. Hier geht es um die gegensetzlichen Handelsinteressen zwischen den

　neuheranwachsenden Unternehmern im 。vaterlandischen“ Inland, wie Landauer im Siidwesten,

　und den bestehenden Handelsherren der Hansestadte im　19. Jahrhundert. Denn der aus-

　schlieBliche Uberseehandel der 。vaterlichen“ Hansestadte, wie z.B. ihre Einfuhr der Textil-

　waren aus　dem　technisch　fortgeschrittenen　Britannien, widersprach　dem　selbstandigen

　GewerbefleiB　der　heranwachsenden　Webwarenfabriken　im　Inland. Dabei　fuhrten　die

　Hansestadte　Getreide, Schafwolle, Vieh　usw. nach　Britannien　aus. Solange　also　das

　deutsche Gewerbe von diesem einseitigen Uberseehandel abhing, muBte es sich leider　in

　seine･Riickstandigkeit fiigen.
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Zum Verstandnis dieser Arbeit
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ZUM VERSTANDNIS DIESER｡ARBEIT
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S-.-74-S. 77)

S.べ77-S｡61）

S｡81-S.8,3）

　　Mit der Betrachtung ijber 。ein sinniges Haupt" (V.4) fangt meine Untersuchung an.

Hinter diesem 。sinnigen Haupt" tritt Holderlins Freund ，Christian Landauer　(1769-1845)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w●I　　lals wohlhabender Tuchhandler in Stuttgart auf die Schwabische Geschichtsbiihne heryor･

In der ｡harmonischentgegengesezten“ Freundschaft des Dichters mit diesem Kaufmann konnen

wir 。den Denker und Geschafftsmann, wie es sich gehort, vereint sehen“（IV（2）7），0bｗohl

die sich widersprechenden Moglichkeiten des menscりlichen Daseins, wie etwa 。Kiinstler und

Burger“ ，in der alltaglichen Wirklichkeit oft schwer zu versohnen sind, wie man es gerade

im Zwiespalt zwischen Holderlin und dem Bankier‘ Jakob Gontard (1764 － 1843) bestatigt.
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